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日本地質学会第106年年会予告
名古屋大会

会期　1999年10月9日～11日

1999年年会のご案内をいたします．名古屋大会での一般発表は，26件の定番的なセッションと8件のテーマセッションが準
備され，じっくりと議論ができるポスター発表を重視した構成になっています．発表申し込みも，申込と同時に要旨を提出す
るなど，従来とは申込の方法が変わっています．案内を注意深くお読みいただき，申込期限を守ってお間違いのないよう早め
にご準備下さい．
また，今大会では会員向けの9つの野外見学コースのほか，一般市民向けの普及見学会も企画されるなど，これまでとは違

ったユニークな催しもあり，多くの一般市民の参加も期待されています．
1． 日　　程
10月 9 日（土）：シンポジウム，市民講演会，懇親会
10日（日）：一般発表，専門部会ランチョン
11日（月）：一般発表，専門部会ランチョン
12日（火）～14日（木）：見学旅行

関連普及行事
10月 3 日～24日（休日利用の日帰り）：市民向け見学旅行
9 月15日（水）～10月11日（月）：中部地方地質情報展

2． 会　　場（会場への交通は，（11）ページの案内図を参照して下さい）
10月9日 名古屋市公会堂，名古屋市科学館
10・11日 名古屋大学東山キャンパス共通教育棟本館，A館及び名古屋市科学館

3． シンポジウム
10月9日（土）13 : 00～17 : 00，会場：名古屋市公会堂
A．廃棄物処分問題と地質学の役割―放射性廃棄物の地層処分研究を例として（世話人：小松正幸・金折裕司・湯佐泰久）
B．韓半島の基盤地質と東アジアの古生代テクトニクス（世話人：足立　守・石渡　明）

4． 普及行事

� 市民講演会 10月9日（土）
主催：日本地質学会・名古屋市科学館
A．山岡耕春「東海地方の活断層と地震」

会場：名古屋市公会堂（10 : 00～12 : 00）
B．小澤智生「中部地方の恐竜化石が語る日本列島の成り立ち」
会場：名古屋市科学館（13 : 30～15 : 00）

� 中部地方地質情報展「20億年のタイムトラベル」
9月15日～10月11日（開館時間　9 : 00～17 : 00，入館は16 : 30まで）
主催：地質調査所・名古屋市科学館・日本地質学会
後援：愛知県・岐阜県・三重県各教育委員会（予定）
会場：名古屋市科学館1階（地下鉄東山線・鶴舞線伏見駅下車，5番出口から南へ徒歩約5分，白川公園内）

＜内容＞　中部地方の地質を題材に，小学生から大人の方まで楽しめる地質の展示や体験コーナーを設置します．一般
の方々に地質学の研究内容が身近なものであると感じることができるよう，地質調査所が主体となって企画
したイベントです．
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☆中部地方地質情報展：「20億年のタイムトラベル」参加団体募集のお知らせ
昨年の甲信越地質情報展「ザ・フォッサマグナ」同様，参加していただける公共団体，博物館，企業等を募集していま

す．なお，本年は，名古屋市科学館の特別展として開催するため，10月9～11日の本展に先だって，9月15日より展示を
行い，本展では展示を格段に充実させ，体験コーナーも設けます．先行展示から参加していただくか，10月9日からの本
展だけに参加していただくかは，ご相談に応じます．それぞれの参加者のPRにもなります．ふるってご参加ください．

先行展示：1999年9月15日（水）～10月7日（木）
本展（展示・体験）：1999年10月9日（土）～10月11日（月）
見学対象：一般（小学校高学年から中学生で理解できる程度）
申込期限：1999年6月30日
申し込み・問い合わせ先：地質調査所総務部広報係
〒305_8567 つくば市東1_1_3 Tel. 0298_54_3520 Fax. 3533，e-mail : gsjnews@gsj.go.jp



� 企業等団体展示会 10月10日～11日
☆出展募集：地質関係企業（協賛企業）の活躍を，地質学会員に紹介し，広める場を提供します．ぜひたくさんの企業
がご参加下さるよう，お待ちしています．なお，出展1件あたり1万円の出展料をいただきますが，本大会への協賛企
業は無料です．参加・展示希望の企業は，6月30日までに下記へご連絡・お申し込みをお願いします．
〒464_8602 名古屋市千種区不老町　名古屋大学理学部地球惑星科学科　
担当：田中　電話 052_789_2595，Fax 052_789_3033，E-mail : tanaka@eps.nagoya-u.ac.jp

� 市民向け見学旅行 10月3日～24日
今回，新しく市民向けの見学旅行を計画しました．下記のようなコースを予定しています．いずれも休日の日帰り旅行

で，自然にふれながら楽しい一日を過ごしていただくイベントです．詳細は後日お知らせしますので，ご家族やお知り合
いの方にご紹介ください．
・中津川市鉱物博物館とペグマタイト鉱物
・濃尾地震の傷跡・根尾谷断層を歩く
・豊橋自然史博物館と渥美半島の地質
・化石採取と瑞浪化石博物館・地球回廊・東濃鉱山
・日本最古の石博物館と周辺地質

5． 一般発表の募集について　＜〆切　6月30日（水）＞
＊今回から，発表申込の際は（A）一般発表申込書，（B）一般発表受理通知（返信はがき），講演要旨原稿の3点をセット

でお送りいただきます．

下記の要領にて一般発表（口頭，ポスター発表）を募集します．
とじ込みの（A）一般発表申込書と（B）受理通知返信用はがきに必要事項を記入し，講演要旨とともに，6月30日必着

で行事委員会（東京）宛にお送り下さい．
（B）一般発表受理通知（返信用ハガキ）は50円切手を貼り，住所・氏名をご記入下さい．プログラムの編成が終わり次
第，発表セッションや発表日時などを加えて，受理通知を返送します．なお，発表セッションや会場，時間などのプログラ
ム編成につきましては，各セッションの世話人の協力を得て，行事委員会が決定します．申込者の希望は尊重しますが，申
し込み人数の多少や時間的制約などで，必ずしも希望に添えない場合があることを予めお断りします．
今大会ではポスター発表をとくに奨励し，歓迎します．広い体育館を用意して多数の発表が受け付けられるよう，会場作

りも工夫しています．また，従来よりも横に広いスペースをとり，混雑しないよう半数入れ替えのコアタイムを設定して，
充分な議論ができるようにしました．
� セッションについて

本年会は，10月10・11日（日・月祝振替）の2日間で一般発表を行います．公募と専門部会の提案などにより，26の
定番的なセッションと8つのテーマセッションを設けました（表1参照）．
� 発表に関する条件

日本地質学会の会員は，口頭発表かポスター発表かのいずれかの方法で，1人1題に限り，発表をおこなうことができ
ます．共同発表の場合は上記の条件を講演者（＝筆頭発表者）に適用します．なお，今大会では，可能な口頭講演数が限
られているため，招待講演は非会員のみとします．
� 発表申込書記入の注意

①すべての項目について楷書ではっきりと書いてください．
②発表方法については，「口頭」，「ポスターセッション」，「どちらでもよい」，のいずれかを選択して○印を付けて下さい．
ただし，申し込み〆切後の変更はできません．
③発表題目，発表者氏名について，行事委員会では申込書と講演要旨との照合・確認をしませんので，必ず両方一致させ
てご記入ください．
④共同発表の場合は全員の姓名を完記してください．所属は不要です．
⑤発表を希望するセッションは順位をつけて第3希望まで選び，セッション番号とセッション名（頭から8文字未満で適
宜）を記入して下さい．

⑥コメント欄について：発表の対象とする地域の記入を要するセッションについてはこの欄に国名・県名等を記入して下
さい．また，関係する一連の発表があるときは，その順番希望等もこの欄に記入して下さい．
⑦スライド使用について：口頭発表にはオーバーヘッドプロジェクター（OHP）が使用できます．スライドプロジェク
ターは希望により用意しますので，スライドを使用する方は必ず「スライド使用」に○印をつけて下さい．
お願い：経費節約のため，できるだけOHPのみでの発表としていただくようご協力お願いします．
⑧招待講演を除いて，非会員は筆頭発表者にはなれません．必ず6月30日までに入会手続きを行って下さい．

6． 講演要旨原稿の提出について　＜〆切　6月30日（水）＞
＊今回より講演要旨の原稿は，講演申込書と一緒に提出していただくことになり，提出〆切日は6月30日と大巾に（約2ヶ

月）早まりました．

一般発表者の原稿割当てはA4判1枚（p.（5）のフォーマット参照）で，印刷仕上り0.5ページ分です．1ページに2件分ず
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つ印刷します．原稿はそのまま版下として使い，印刷の際に70％程度に縮小します．文字サイズ，字詰めおよび鮮明度に
は十分配慮し，オリジナルか，鮮明にコピーしたものをお送り下さい．ファックスやe-mailでの原稿送付は受け付けません．
7． 発表要領
� 口頭発表

口頭発表用には11会場を用意しましすが，発表件数は2日間で最大でも440件しかできません．
①講演時間は1題あたり15分（討論時間を含む）です．講演者は討論時間も含めて，余裕を持って講演を行ってください．
②オーバーヘッドプロジェクター1台とスクリーン1幕を使用できます．なお，スライド（35mm判，15枚以内）はご希
望があればプロジェクターを用意しますので，発表申込書で申告して下さい．持ち時間を十分に考慮して構成してくだ
さい．ビラの使用はできません．

� ポスター発表

学術大会を活性化させるための新たな試みの一つとして，名古屋大会ではポスター発表の時間枠・場所の拡大をはかり
ました．ポスター会場は口頭発表の会場のすぐ近くにある体育館を借り切り，約200ブースを用意して2日間で合計400
件の講演に対応できるように準備しています．
①1題について1日（約7時間）掲示できます（掲示時間は8 : 45～16 : 00）．
②各日のコアタイムには原則として発表者はその場に立ち会い説明をするものとします．コアタイムは昼食時間をはさん
で以下の予定で設定しています．
講演番号が奇数の方：11 : 00～12 : 00/講演番号が偶数の方：13 : 00～14 : 00
以上のようにコアタイムをずらすことで，ポスター会場の混雑を緩和し，発表者同士が互いにポスターを見に行く機会
を増やせるようにしました．
③ボード面積は1題あたり，縦210cm，横180cmのゆとりあるサイズです．
④発表番号・発表題名・発表者名をポスターのタイトルとして明記して下さい．
⑤コアタイムの充実，口頭発表の時間枠の確保のため，前回の松本大会のような一般講演セッション内でのポスター・プ
レビューは行いません．

⑥お願い：発表者ご自身で掲示に必要な画鋲等のご持参をお願いします．膨大なポスターの掲示量に見合う画鋲やセロテ
ープなどを，準備委員会で全て準備するのは困難と思われます．経費・労力の節約，リサイクルの観点からご協力下さい

� 発表者の変更

あらかじめ連記されている共同発表者内での変更は認めますが，必ず事前に行事委員会へ連絡して下さい．この場合も
新筆頭講演者については�の条件が適用されます．

� 口頭発表の座長の依頼について

セッションによっては各会場の座長を参会者にお願いすることになります．プログラム作成と印刷の期間が短いため，
早急な座長依頼を差し上げることになりますが，その際には是非ともお引き受け・ご協力をお願いします．

8． 見学旅行参加申し込み要領　＜〆切　8月6日（金），送金〆切　9月24日（金）＞
今回は9コースの見学旅行を計画しました（表2参照）．参加ご希望の方はとじ込みの往復ハガキ（C）により8月6日ま

でに準備委員会（名古屋大学）宛に申し込んでください．申込みのハガキには往・復とも50円切手を貼って出してくださ
い．折返し受付通知を返送しますので，それを確認した上で，旅行費用全額を本号とじ込みの振替用紙にて9月24日までに
ご送金ください．ご送金いただいた場合には入金確認証（ハガキ）を発行しますので，ハガキを受付にご持参下さい．8月
7日以降9月7日までに参加申込みを取り消された場合には一律1,000円の取消手数料を，9月8日（水，消印）以降に取り消
された場合には，各班所定の取消手数料（一覧中のカッコ内の金額）をいただくことになります．また，申込みに際し希望
の班が満員の場合に備え，①9月7日までのキャンセル待ち，②第2，3希望の班の指定，③他班希望なしキャンセル待ちせ
ず，のいずれかを必ず指定してください．参加者の少ない班については中止せざるを得ない場合もありますので，予定が決
まり次第，お早めにお申し込みください．非会員の参加については，申込み〆切時点で定員に余裕があれば可能ですので，
予めお申し込みおき下さい．
9． 夜間小集会の申込要領　＜〆切　6月30日（水）＞

10月10・11日（18 : 00～20 : 00）に夜間小集会の開催を希望する方は，①集会の名称，②世話人氏名，③集会内容（ご
く簡単に），④参加予定数，⑤スライド/OHPの要・不要，⑥その他特記すべきこと，をハガキなどに明記して，行事委員
会（東京）宛に申し込んで下さい．申し込み締め切りは6月30日です．なお，世話人の方は，集会内容をニュース誌の大会
記事の原稿（800字以内）として投稿下さい（原稿10月30日〆切）
10． 参加登録費の事前払いについて　＜送金〆切　9月24日（金）＞
大会運営費用の増大に対応するため受益者負担の原則を導入して，全ての参加者から登録費をいただくことになりました．
また，大会当日の混乱を避け，受付をスムーズに進めるため，今回から参加登録費を事前に郵便振替でご送金いただくシス
テムにします．ご送金いただいた場合には入金確認証（ハガキ）を発行します．当日はそのハガキを受付にご持参下さい．
参加登録費，（ ）内は当日払い　

正会員：3,000円（5,000円）
院生・学生会員（非会員学生を含む）・名誉会員：1,000円（2,000円），
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非会員（一般）：5,000円（7,000円）
＊なお，万一不参加の場合，登録費の処置については下記のようにしますので，予めご了承下さい．
名誉会員を除く会員の場合：手数料200円を差し引き残額を通常の学会費に繰り入れ．
名誉会員・非会員：後日，手数料と返送料を差し引いて返却．

11． 講演要旨頒布（予約）について　＜予約・送金〆切　9月24日（金）＞
講演要旨は原則として予約頒布です．残部があれば予約者以外の方にもお頒けしますが，売り切れとなりご迷惑をおかけ

することも多くあります．参加の有無にかかわらず，購入予定の方は必ず予約注文をお願いします．お申し込みと送金は，
本号綴じ込みの振替用紙にて9月24日（金）までにお願いします．会場受け取りで予約下さった方には入金確認証（ハガキ）
をお送りします．当日はこのハガキを受付にご持参下さい．
前金予約　①会場受け取り：会員　3,000円，非会員　4,000円/冊

②郵　送：会員　3,500円，非会員　4,500円/冊　（含送料500円）
複数部数の郵送価格＝単価×部数＋下記の送料
送料：2部　600円，3部　800円，4部　1,000円，5部　1,200円

予約外（当日販売）：会員　3,500円　非会員　4,500円　
12． 懇親会参加申込要領　＜申込〆切　9月17日（金），送金〆切　9月24日（金）＞

懇親会は10月9日(土)午後6時から8時まで，名古屋市公会堂（市民講演会，シンポジウム会場と同じ）で行います．会
費は正会員6,000円，名誉会員・院生・学生会員および会員の家族は4,000円です．非会員の会費は会員に準じます．準備の
都合上，前金制の予約参加としますので，できるだけ予約をして下さい．余裕があれば当日参加も可能ですが，会費はそれ
ぞれ1,000円ずつ高くなります．予約はとじ込みのハガキで（C，見学旅行申し込みと兼用）で9月17日までにお申し込み
下さい．会費はとじ込みの振替用紙にて9月24日までにご送金下さい．ご送金下さった方には入金確認証（ハガキ）をお送
りします．当日はこのハガキを受付にご持参下さい．なお，参加取り消しの場合でも会費の返却はしませんのでご了承下さい．
13． 展示・販売関係申込要領　＜〆切　8月31日（火）＞

年会開催期間中の展示・販売関係は，10月10日・11日（会場：名古屋大学共通教育棟）の2日間とします．問い合わせ
および申込は8月31日までに直接準備委員会（名古屋大学，担当：田中）へお願いします．
14． 保育室の開設について　＜利用申込〆切　6月30日（水）＞

学会会期中の保育室および託児サービスは，準備委員会庶務係（竹内誠）と保育室世話人グループ（代表：清水以知子）
が担当します．
保育室・託児サービスは，利用者人数を把握するため登録制にします．6 月 30 日までに，世話人代表　清水

（ichiko@geol.s.u-tokyo.ac.jp）まで，電子メールで登録して下さい．特に，0～1才の乳幼児の場合，早めにご連絡下さい．
保育室を利用するかどうか迷っている方も，とりあえず登録しておいて下さい．以後の細かい連絡は主として電子メールで
行ないます．電子メールの使用が困難な場合は，FAX（03_5841_4569）にてご連絡下さい．登録に必要な事項は，（a）保護
者氏名（地質学会会員は学会登録名でお願いします）・連絡先．（b）子供の氏名・性別・生年月日（これから出産の場合は，
出産予定日をご記入下さい）（c）利用形態（託児サービス利用・保育室のみ利用）です．利用者が極端に少ない場合は，託
児サービスを中止する場合もあります．あらかじめご了解ください．大会プログラム確定後，利用日・時間帯を明記して，
保護者の誓約書を添えて正式に予約していただきます．詳細は，前記登録者にご案内します．
15． 宿泊・交通について
会員の便宜のために，宿泊・交通等の斡旋を近畿日本ツーリスト（株）に委託しました．基本的には名古屋市内での宿泊・
航空券・JR券の斡旋になります．別記所定の申込み方法に従いご利用下さい．なお，各共済関係の宿泊施設は以下のもの
があります．ご利用の際は各自でお申し込み下さい．

KKR名古屋三の丸（国家公務員共済） 中区三の丸1_5_1（052_201_3326）
アイリス愛知（地方職員共済） 中区丸の内2_5_10（052_223_3751）
名古屋ガーデンパレス（私立学校共済） 中区錦3_11_13（052_957_1022）
名城会館（警察共済） 北区名城3_2_7（052_981_5521）
ルブラ王山（公立学校共済） 千種区覚王山通8_18（052_762_3151）

16． 準備委員会組織
諸連絡の代表窓口は庶務係の竹内　誠（電話 052_789_2525, Fax 789_3033）です．それぞれ担当が決まっていますので，
係りに直接ご連絡も可能です．以下は各係りの代表者で，氏名の次のカッコ内は連絡先（電話；Eメールアドレス）です．
特に指定のない限り，電話は052_789_（＊＊＊＊)，Eメールは（＊＊＊＊）@eps.nagoya-u.ac.jpと続きます．ファックス番号は共
通で052_789_3033です．
大会準備委員長 足立　守（2527；adachi）
副準備委員長（会計） 小澤智生（2533；ozawa）
庶務 竹内　誠（2525；takeuchi）
プログラム・会場 榎並正樹（3005；enami）（市民講演会），山口　靖（3017；yasushi）（口頭発表），延
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原尊美（2535；nobuhara）（ポスター），加藤丈典（3004；kato@ganko.eps.nagoya-
u.ac.jp）（懇親会）

受付 束田和弘（3003；tsukada）
展示・販売 田中　剛（2595；tanaka）
見学旅行・案内書 鈴木和博（3558；suzuki）
会計 延原尊美（2535；nobuhara）
保育室世話人グループ 清水以知子（Tel 03_5841_4513，Fax 03_5841_4569；ichiko@geol.s.u-tokyo.ac.jp）

17． 申込スケジュール　＜〆切日厳守＞
○　一般発表申込
（A）申込書，（B）受理通知，および講演要旨原稿提出（東京　行事委員会へ） 6月30日（水）

○　中部地方地質情報展（地調　広報係へ） 6月30日（水）
○　夜間小集会（東京　行事委員会へ） 6月30日（水）
○　企業等団体展示会（名古屋　準備委員会へ） 6月30日（水）
○　保育室利用申込（世話人代表へ） 6月30日（水）
○　見学旅行参加申込（往復ハガキC，D） 8月 6 日（金）
○　展示・販売委託関係申込（名古屋　準備委員会へ） 8月31日（火）
◯　宿泊・JR・航空券（近畿日本ツーリストへ） 9月10日（金）
○　懇親会参加申込（ハガキC） 9月17日（金）
○　講演要旨予約申込と送金（とじ込み振替用紙） 9月24日（金）
○　参加登録費，見学旅行・懇親会参加費の送金（とじ込み振替用紙） 9月24日（金）
＊「入金確認証」（ハガキ）は送金〆切後，9月末頃までにお送りします．全ての送金項目内容が1枚のハガキに記入され
ています．

日本地質学会行事委員会

〒101_0032 東京都千代田区岩本町2丁目8_15 井桁ビル6F
電話 03_5823_1150，Fax 03_5823_1156
e-mail : geosocjp@ra2.so-net.ne.jp
日本地質学会第106年年会（名古屋大会）準備委員会

〒464_8602 名古屋市千種区不老町　名古屋大学理学部地球惑星科学科
電話 052_789_2525，Fax 052_789_3033
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表 1． セッション一覧

＜テーマセッション＞

1． 地域地質・地域層序：地域名要

天野一男（茨城大・理　kam@mito.ipc.ibaraki.ac.jp）・斎藤　眞・岡田　誠
国内，海外問わず各地域に関係した地質や層序の発表を広く募集．地域的な年代，化学分析，リモセン，活構造，応用

地質等の発表も歓迎．地域を軸にした討論を期待する．地質図や断面図のポスター発表を特に歓迎．惑星地質も．中部・
近畿地方はテーマセッションへ．
2． 年代層序スケール：地域名要

高橋雅紀（地調・燃料資源　masaki@gsj.go.jp）・岡田　誠
古地磁気層序や生層序，同位体層序，天文年代学など異なる層序学の間の対応関係や放射年代等を用いることにより，

グローバルな年代層序スケールの構築に寄与するような研究講演を募集する．
3． 地域間層序対比：地域名要

鈴木毅彦（都立大・理　suzukit@comp.metro-u.ac.jp）・岡田　誠
テフラ等の鍵層を用いて異なる地域間の層序対比に主体をおく研究講演を募集する．また同セッションではテフラの岩

相や給源火山の推定といった鍵層そのものを主体とした研究講演も歓迎する．
4． 海域の地質・テクトニクス：地域名要

湯浅真人（地調・海洋　yuasa@gsj.go.jp）
本セッションのキーワードは，「海域の地域地質」「海域のテクトニクス」である．他の専門セッションに包含されるも

のであっても，海域というキーワードを主としたい場合，本セッションは歓迎する．
5． 海洋環境：地域名要

西村　昭（地調・海洋　akiran@gsj.go.jp）・氏家　宏
現在の海洋環境から堆積物に記録として残された環境変遷まで，海洋環境に関連したすべての発表を含む．陸域の地質

に残された記録からの海洋環境の議論なども歓迎する．
6． 新生代古生物：地域名要

入月俊明（愛知教育大・教育　tirizuki@auecc.aichi-edu.ac.jp）・天野和孝
新生代の無脊椎動物化石および植物化石を対象にした生態や生物地理に関する新知見と，特に化石成因論や化石群集に

基づく古環境解析の研究成果およびそれらに関する新しい手法の開発等を発表し，広く議論を行う．
7． 中・古生代古生物：地域名要

長谷川卓（金沢大・理　jh7ujr@kenroku.kanazawa-u.ac.jp）・江崎洋一
中・古生代の古生物に関する情報は，年代・環境指標として地質学に不可欠である．それらを，系統，分類，古生態，

生層序，タフォノミー，古生物地理などの視点から取り上げたい．
8． 脊椎動物化石

仲谷英夫（香川大・工　nakaya@eng.kagawa-u.ac.jp）・後藤仁敏
日本の研究者による脊椎動物化石の研究は近年，陸成層の生層序，系統進化，古生態の復元や環境変遷史等，様々な分

野で新たな成果を上げはじめている．これらについて活発な議論を行いたい．
9． 変成作用とテクトニクス：地域名要

Wallis, R.S.（京都大・院・理　srw@terra.kueps.kyoto-u.ac.jp）・渡辺暉夫
地殻の大部分を構成する変成岩類の研究によって，地球内部における巨視的な物質と熱の移動を解明することが可能で

ある．変成岩類の変形流動・熱史・P-T経路などの報からテクトニクスの解明をめざし，手法を越えた活発な議論を期待
する．

10． 深成岩とマグマプロセス：地域名要

中島　隆（地調・地殻化学　tngeoch@gsj.go.jp）・大和田正明
本セッションは，花崗岩から斑れい岩までの深成岩，およびそれらを形成するマグマの成因や進化，物理的挙動等を広

く対象にする．火山活動に関連する貫入岩類も含む．
11． 上部マントル―地殻プロセス：地域名要

平島崇男（京都大・院・理　hirajima@terra.kueps.kyoto-u.ac.jp）・小山内康人
変成岩や超塩基性岩などに記録されている各種の情報から，プレート収束域・発散領域や大陸直下の地下深部で生じた

物理現象の解明を目指す研究発表を広く希望する．
12． 岩石・鉱物の破壊と変形

竹下　徹（広島大・理　toru@letitbe.geol.sci.hiroshima-u.ac.jp）・林　愛明
断層岩を含む鉱物・岩石の破壊および変形機構と変形微細構造に関連する研究を募る．観察・観測・分析・実験・理

論・数値計算など多方面からの様々なアプローチを歓迎する．
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13． テクトニクス：地域名要

久田健一郎（筑波大学地球科学系　hisadak@arsia.geo.tsukuba.ac.jp）・山路　敦　
地球科学のあらゆる手法・データから，様々な規模の地質構造の成因や発達史を総合的に解明した講演を歓迎する．

14． 付加体：地域名要

中江　訓（地調・地質　nakae@gsj.go.jp）・村田明広
陸域における過去の付加体の起源・形成過程を総合的に討議するため，構造・層序・変成・堆積・地質時代・温度構造
などの多様な研究成果の発表を募集する．

15． 火山噴火・噴出物と火山地質・発達史：地域名要

三宅康幸（信州大・理　ymiyake@gipac.shinshu-u.ac.jp）・林信太郎
火山噴火に至るまでのマグマ諸過程や噴出物の移動・堆積過程に関する地質・岩石学および実験的研究，また，個々の

火山の露頭記載から火山・火山地域の発達史まで広く関連した研究についての講演を募る．
16． 火山岩とマグマ供給系：地域名要

木村純一（島根大・総合理工　jkimura@riko.shimane-u.ac.jp）・吉田武義
火山岩や火山ガスなどの火山噴出物を対象にし，火山噴火の深部過程や噴火の環境影響評価等を解明する事を目的とし

た火山岩岩石学・地球化学，火山地質学および地球物理学領域の研究発表とその議論を行う．
17． 環境地質―水文地質・都市地質・人間社会と地質環境―

田村嘉之（千葉県環境財団　tamura-yoshiyuki@pop07.odn.ne.jp）・長瀬和雄・古野邦雄
水資源，温泉，湧水，地盤沈下，地下水盆管理，湖沼・河川，水循環，都市環境問題，地質環境資源の利用・開発・管

理，環境アセスメント，地質環境のメンテナンス，法地質学，環境教育，環境倫理などの発表・討論．
18． 環境地質―地震地質・地殻変動と動的問題および防災―

香村一夫（千葉県地質研　riegc@ppp.bekkoame.ne.jp）・高浜信行・小荒井衛
活構造・異常震動域・地震動・地盤震動・地層の液状化と流動化・地震災害などの分野を対象とする．また，討論の中
から災害問題と環境地質学的取り組みの有効な関係を探っていきたい．

19． 活構造：地域名要

吉岡敏和（地調・地震　yoshioka@gsj.go.jp）・斎藤実篤
地球上の様々な活構造，ネオテクトニクス，活構造と社会，等に関する研究発表を通じて，現在進行中の構造運動の理
解を深めると共に，活構造と人類との共存について議論することを目的．ポスター大歓迎．

20． 砕屑物の組成・組織と続成作用：地域名要

君波和雄（山口大・理　kimi@sci.yamaguchi-u.ac.jp）・徐　垣・竹内　誠
砕屑物のモード組成・化学組成や組織，続成過程，構成粒子の諸特性，および堆積物中における帯磁率の異方性などか
ら，砕屑岩の形成過程や後背地の解析，地質体の発達史などを議論し，今後の研究の進展を図る．

21． 炭酸塩岩の起源と環境

松本　良（東京大・理　ryo@tsunami.geol.s.u-tokyo.ac.jp）・山本　聰・辻　喜弘
炭酸塩岩・炭酸塩堆積物の組織，構造，岩相，生物相，層序，堆積作用，堆積環境，続成作用，ドロマイト化作用など

炭酸塩に関わる広範な問題を対象とし，堆積地質学，古生物学，地球化学など多様な手法による研究を通じて解明されつ
つある炭酸塩の地球史的意義について討論する．

22． 堆積作用・堆積過程：地域名要

宮田雄一郎（山口大・理　miyata@sci.yamaguchi-u.ac.jp）・池原　研
実験，シミュレーション，現行過程，地層からの考察をもとに，堆積作用や堆積過程に関する討議・発表を行う．ポス

ター大歓迎．
23． 堆積相と堆積システム：地域名要

立石雅昭（新潟大・理　sedta9-4@sc.niigata-u.ac.jp）・高野　修・伊藤　慎
堆積相の時空分布の特徴に基づいて，堆積システムの変遷とその要因を明らかにすることは，地層の形成過程をダイナ

ミックに解析するための基礎である．このセッションでは，堆積相，堆積システム，ならびにシーケンス層序学に関連す
る研究発表と議論を行う．

24． 石油地質：地域名要

秋葉文雄（石油資源　dtakiba@rc.japex.co.jp）・荒戸裕之・鈴木宇耕
国内外の石油地質に関する講演を集め，有限な化石燃料である石油・天然ガス鉱床の成因・産状・探査手法などについ
て討論する．トラップ構造，堆積盆，堆積環境，根源岩，貯留岩，石油システム，等々．

25． 情報地質（ポスター発表のみ）

能美洋介（岡山理科大noumi@big.ous.ac.jp）・坂本正徳・Venkatesh Raghavan
地質情報の数理解析，統計解析，データ処理，画像処理などの理論，応用，システム開発，利用技術など，最近の情報
地質分野の研究結果を討論する．また，これらの成果の地質学の広い分野への応用・普及を目指す．
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26． 地学教育・地学史

佐瀬和義（板橋高校　Fax. 03_3976_0872)
地学教育の重要性はますます増してきている．学校における地学教育のみならず，地学の普及の場面では，地学を学び

たいという要求のおおいことがわかる．地学教育および地学普及の取り組みの実践を広く求める．

＜テーマセッション＞

27． テクトニクスと堆積作用　―日本アルプスから深海底へ―：地域名要

斎藤文紀（地調・海洋　yoshi@gsj.go.jp）・芦寿一郎・北里　洋
地層はテクトニクス，気候とその変動，植生や土壌など種々の要素が複雑に作用して形成される．このセッションでは，
active geological processの研究という視点に立って，実際に観測されたり目撃された事実や現象から堆積作用はどのよう
に起こるのか検討を行う．山岳地帯から深海までが隣接している中部地方とその周辺海域の事例を中心に討議する．

28． プルームの冬

磯u行雄（東大・総合　isozaki@chianti.c.u-tokyo.ac.jp）・川上紳一・川幡穂高
過去の地球でおきた主要なグローバル・イベントに注目し，固体地球の変動とそれに対する生物圏の応答について議論

する．とくに地球で最大規模の非定常的な熱/物質輸送であるスーパープルームの挙動と，それに同期した地球表層環境
変化および生物界の事件との関連を探る．具体的には，古生代/中生代境界事件，原生代/古生代境界などの，主要地質
年代境界でおきた地質学的，地球物理学的および地球化学的諸現象を取り扱う．

29． 北海道中生界の地史イベント：地域名要

安藤寿男（茨城大・理　ando@mito.ipc.ibaraki.ac.jp）・木村　学・宮下純夫・川村信人
層序，堆積，古生物，構造地質，岩石，変成作用，プレートテクトニクスなど多角的な地球科学的視点から，北海道や

北海道周辺を舞台にした地史イベントの内容や原因，イベントの相互関係や発展過程などについて理解を深める．これま
でともすれば個別のセッションでばらばらに発表されていたものを，一つセッションに会して，様々な立場の研究者が総
合的に議論を行う場を提供する．

30． 中部・近畿の地質と応用地質：地域名要

斎藤　眞（地調・地質　saitomkt@gsj.go.jp）・小嶋　智・宮地良典
中部地方，近畿地方の学術的な地質のデータと社会活動に関わる応用地質学的データをつきあわせて討論が行われるこ

とを期待する．局地的な地質学的，応用地質学的成果も大歓迎．両分野の専門家が互いに貢献できるところを見いだした
い．学術的な分野では野外地質のデータの他に，この地域の化石，年代，化学分析など，応用地質学的分野では，斜面崩
壊，地盤地質，水文地質など幅広い内容を募集．ポスター発表を特に歓迎．招待講演を検討中．

31． 環境修復を含めた地質汚染調査・対策と微生物による重金属の除去および廃棄物・残土の諸問題：地域名要

田崎和江（金沢大・理　kazuet@kenroku.kanazawa-u.ac.jp）・上砂正一：地域名要
環境庁は1999年1月5年ぶりに土壌・地下水汚染調査・対策暫定指針を改訂した．新指針は対策の前に汚染の範囲を調

査を行うとしている．ここで初めて地質調査の重要性が唱えられた．重金属，有機溶剤，重油などで汚染された地圏，水
圏，生物圏は数多く存在する．それらの浄化法，廃棄物や残土の処理方法，汚染による生態系の変化などに化学的，物理
的，生物的な環境修復についての広範な分野からの研究成果の発表を期待する．

32． 氷期―間氷期サイクルに伴う古環境変動：地域名要

北村晃寿（静岡大・理　seakita@ipc.shizuoka.ac.jp）・岡田　誠
新生代の中でも特に2.6Ma以降の事象（例えば化石や堆積物や地層）の理解には，氷期―間氷期サイクルに関する知識

が必要である．そこで，本セッションでは同時代の氷期―間氷期サイクルに伴う古環境変動と，それがどのように物質循
環や生物分布・生物進化に影響したかを議論する．なお，同サイクルよりも短期間の環境変動（例えばD_Oサイクル）
の発表も歓迎する．

33． 地下生物圏と初期続成：地域名要

徐　垣（九大・理　soh@geo.kyushu-u.ac.jp）・北里　洋・浦辺徹郎
地下生物圏と呼ばれている地中に棲む微生物の存在とその役割が注目されはじめている．日本でも，OD21やArchean

Park等の新たな研究計画がこの問題を取り上げ学際的な研究が始まろうとしている．特に，地下圏微生物の代謝は，堆
積物の初期続成やバイオミネラリゼーションなど地質現象とも深い関係をもつ．このセッションでは，現状を総括し，地
下生物圏の解明を目指した地質学的な取り組みについて議論する．

34． 大陸衝突型・付加型造山帯のオフィオライトと緑色岩

石渡　明（金沢大・理　geoishw@kenroku.kanazawa-u.ac.jp）・宮下純夫
陸上に露出する過去の海洋性地殻・マントル断片，即ちオフィオライトや緑色岩は，地球規模の構造運動と火成作用の

痕跡として重要である．日本の研究者は，アルプス―ヒマラヤ大陸衝突型造山帯及び環太平洋付加型造山帯のオフィオラ
イトや緑色岩に関して，既に豊富なデータを持つ．今回は，異なるタイプの造山帯で，オフィオライや緑色岩の地質学
的・岩石学的・地球化学的性質や定置のメカニズムを比較・検討する．
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．
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案
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．
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だ
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い
．

＊
費
用
概
算
の
欄
の
（
）
の
金
額
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以
降
の
取
り
消
し
料
で
す
．



宿泊・JR・航空券のご案内

年会期間中の宿泊並びに交通のお世話を近畿日本ツーリスト㈱にお願いしました．とくに名古屋大学・名古屋市公会堂・名
古屋市科学館への便利なホテルを学会特別料金にて確保していただきました．そのほかJR・航空券についてもご希望に応じ
ていただけますのであわせてご利用下さい．連休中でもありますので，早めにお申し込みをお願いします．

1． 宿泊のご案内　1人1泊朝食付き，税金・サービス料込み

＊ツイン料金は，1名あたりの料金です．
＊ツインルームご希望の方は，同室者名をご記入下さい．
＊ご希望のホテルが，満室の場合は，同等クラスのホテルをご案内します．

2． 航空機・JR等のご案内

航空機・JR等交通機関の予約につきましては，ご希望により手配します．航空機の発売は，2ヶ月前，JRの発売は1ヶ月前
からです．ご希望の方は申込書備考欄に具体的にご記入下さい．また，予約変更できない等各種の制限がありますが，格安の
早割航空券等のご希望の場合もお申し込み下さい．

3． 申込み方法　＜申込み〆切　9月10日（金）＞

申込用紙（P.（12））に必要事項を記入の上，ファックスまたは郵送にてお申し込み下さい．宿泊回答は，お申込みから数日
後にご連絡します．また，宿泊予約確認書，航空券，JR券等は，ホテルのパンフレットと共に申込みの締め切り日以降，9月
下旬にお手元にお送りします．なお，通信事務費としてお一人様500円を申し受けます．

4． 申込み先

近畿日本ツ－リスト（株）中部団体開発センタ－　担当　熊崎・石田
〒450_0002 名古屋市中村区名駅2_45_19 （桑山ビル2F）
電話 052_583_8180 Fax 052_583_8169
E-mail : chubu-dankai@chubu.knt.co.jp

5． 代金支払いについて

宿泊予約確認書等がお手元に届きましたら，同封の振込用紙をご利用の上，下記へお振込みいただくか，現金書留にて9月
28日（金）までにご送金下さい．

東海銀行名古屋駅前支店　普通口座　1794677
口座名　近畿日本ツーリスト　中部団体開発センター
（送金手数料は，お客様ご負担でお願いします）
＊クレジットカード利用の方は，クレジット会社名，カード番号，有効期限をお知らせ下さい．

6． 変更・取り消しについて

変更・取り消しのある場合は，早めにご連絡下さい．電話による変更・取り消しはできませんのでファックスまたは文書に
てご連絡下さい．1名につき下記の取り消し料を申し受けます．通信事務費は返金できませんので予めご了承下さい．

10（ ）



＊宿泊の取り消し料

＊航空機・JR等の取り消し料
各機関規定の取り消し料・変更手数料を頂きます．早割航空券は，ご予約後の変更・取り消しには，払い戻し手数料の他，

割引航空運賃の最大50％の取り消し料がかかります。

名古屋市内ホテル及び各会場へのアクセス案内図
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ジョイデス・レゾルーション号の一般公開のご案内
JOIDES Resolution

平　朝彦（東京大学海洋研究所　海洋科学国際共同研究センター）
斎藤実篤（東京大学海洋研究所　海底堆積部門）

地質学会会員の方々にジョイデス・レゾルーション号の一般公開をご案内します．来た
る6月17日，東京大学海洋研究所の主催で，掘削研究船ジョイデス・レゾルーション号
（以下JR号）の横浜寄港に伴う一般公開が実施されます．一般公開では，乗船経験のある
研究者が10_20人のグループに対して約1時間の船内ツアーの案内役となり，海底掘削・
研究設備の解説を行うほか，船内の研究室や居住空間にもご案内します．中高生・大学
生・大学院生の団体見学を歓迎します．JR船上にて皆様とお会いしましょう．
なお，当日は混雑が予想されますので，20名以上の団体見学を希望する場合は事前に

申込を行って下さい．

日　時：6月17日（木）10 : 00～17 : 00（見学最終案内は16 : 00）
場　所：横浜大黒埠頭

▼アクセス：
JR京浜東北・根岸線　鶴見駅東口より市営
バス「大黒埠頭海づり公園ゆき」T7下車，
または「スカイウォークゆき」終点．
車の場合：首都高「大黒インター」降り口
より5分．
横浜大黒埠頭付近の略図は下記ホームペー
ジを参照して下さい．

▼問い合わせ先：
東京大学海洋研究所　斎藤実篤
電話 03_5351_6559 Fax 03_5351_6438
saito@ori.u-tokyo.ac.jp
http ://www2.ori.u-tokyo.ac.jp/̃odpjapan/

▼見学内容　当日混雑した場合は見学範囲を
縮小します．

◎掘削関係　　櫓，ドリルフロアー，トップ
ドライブ，ヒーブコンペンセーター，ドリ
ルパイプ等　

◎研究設備　　孔内計測ラボ，コアラボ，古
地磁気ラボ，物性ラボ，古生物ラボ，岩
石・X線分析ラボ，化学分析ラボ等　

◎運航関係　　ブリッジ，エンジンルーム，
ヘリポート等　

◎その他　　サイエンスラウンジ，コンピュ
ータ室，図書室，居室，食堂，ジム等

………………………………………

写真1．南極半島Palmar Deepで回収された葉理状堆積物．オリーブ色
を呈するのは主にChaetoceros属の休眠胞子からなる珪藻軟泥．短い南
極の夏季，ブルーミングにより形成された．灰色を呈するのは冬季氷の
下で堆積した氷河性粘土．氷床コアの分解能に匹敵する”超”高精度古
海洋解析深海掘削の世界でもスタートした（提供：岩井雅夫氏）．

写真2．白亜紀／第三紀境界の記録．ユカタン半島で起こったとされる
天体衝突によって，緑色のTectite層が堆積した．その後に降下した薄い
Micocrystiteの層が観察される（提供：中井睦美氏）．

写真3．グリーンランド沖で採取された6,000万年前の縞状堆積物．珪
質微化石に富む．当時のグリーンランド海域は半閉鎖的な海盆であり，
深層水の形成が今日ほど活発でなかったことを示唆している（提供：
阿波根直一氏）．

写真4．ファンデフカ海嶺で掘削された硫化物鉱脈．海底ではマグマと
海水が反応して熱水が作られる．熱水には種々の金属元素が溶け込み，
海底でマウンド状や海底下では脈状の鉱床を作る（提供：石橋純一郎
氏）．

スケールは10cm．背景は南極半島．

表表紙
静まり返った南極半島Palmar Deepで掘削を
行うジョイデス・レゾルーション号．6月15
日に日本に寄港する．

第1図．ODP Leg 178の掘削点位置図．

国際深海掘削計画第178次航海は，新生代の南極氷床発達史を直
接的に解明すべく，南極半島陸棚周辺海域で掘削が行われた（第1
図）．その一部としてPalmar Deep周辺では“超”高精度古海洋解
析を目的とした掘削が行われた．南極半島の陸棚は水深500m以上
で，陸棚外縁部より内部にかけて深くなる傾向を示す．過去にこの
地を覆った南極氷床の影響を反映したものである．Palmar Deepは
南極半島太平洋側米国Palmar基地の目前に位置する内部陸棚海盆
で，最大1,000mを超える水深を有する．日本周辺の湖沼で採取さ
れる葉理状堆積物一枚一枚の厚さがミリメーターオーダー以下であ
るのに対し，Palmar Deepの年縞は1cm以上にもおよぶ（裏表紙写
真）．オリーブ色を呈するのは主にChaetoceros属の休眠胞子から
なる珪藻軟泥．短い南極の夏季，ブルーミングにより形成されたと
考えられる．灰色を呈するのは冬季氷の下で堆積した氷河性粘土
（till）．Site1098では約50mの堆積物を3度ピストンコアリングし，
手つかずの状態で持ち帰った．ここ数年南極海で調査をつづける米
国Eugene Domackらのグループは氷床コアの分解能に匹敵する精
度で海洋の反応を調べようとしている（ODPニュースレター　16
号，16_17ページ参照）．ミランコビッチサイクルオーダーの現象
解明が「高精度古海洋解析」の旗印に行われてきたのに対し，経年
変化・季節変動オーダーの解明にむけた「“超”高精度古海洋解析」
が深海掘削の世界でもスタートした．

南極半島Palmar Deepで掘
削するジョイデス号ー“超”
高精度古海洋解析にむけて

岩井雅夫（高知大学理学部自然環境科学科）

表紙・裏表紙解説

1

2 3 4

裏表紙

上 下
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●ジョイデス・レゾルーシ
ョン号について
深海掘削船ジョイデス・レゾルーション
号（以下JR号）が1992年以来7年ぶりに
日本に寄港する． JR 号（全長 143 m，
18,600トン）は，国際深海掘削計画（ODP）
が運航する世界唯一の科学掘削船で，高さ
61mの櫓と，9,150mのドリルパイプを搭
載し，世界の99.9％の海底で掘削が可能．
船内には最新鋭の研究設備を備え，世界各
国の科学者が乗船して深海底コアの観察や
分析を行う．JR号は1985年の就航以来，
14年経った今もなお地球科学の最先端で
活躍しており，K-T境界層の完全な層序の
回収（後述）など，数々の重要な地球科学
上の発見が生み出されてきた．日本地質学
会員はこれまでに多数乗船し，海洋地質学
に多大な貢献をしてきた．
来たる6月15日に，JR号はODP第185

次航海（伊豆・マリアナ海域の掘削）を終
え，横浜大黒埠頭に入港する．その後，6
月19日に同港を出港し第186次航海（三陸
沖日本海溝の掘削）へと向う．JR号の掘
削櫓の高さはレインボーブリッジやベイブ
リッジよりも高いために，晴海埠頭や横浜
大桟橋といった湾奥の大埠頭への接岸が断
念され，今回の大黒埠頭への入港となった
ことからも，JR号の大きさが実感できる．

●JR号入港前後の掘削計画
の概要
今回のJR号横浜入港は大きな意義を持

っている．まず，ODP第3期（1998_2003
年）における日本近海の掘削の開始を告げ
るものである．横浜寄港の直前の航海（第
185次航海）は，西太平洋の深海底を掘削
し，伊豆・小笠原・マリアナ海溝へと沈み
込む海洋プレート上の堆積物と海洋地殻最
上部の物質を採取して，沈み込み帯での物
質収支の研究を行う．また，この航海では，

初めて本格的な地層中の微生物学の研究施
設のテストが行われる．第185次航海へは
日本から廣野哲郎氏（東工大，堆積物物性）
が乗船中である．JR号は6月15日に横浜
へ入港してこの航海が終了し，6月19日に
次の航海（第186次航海）へと出港する予
定である．第186次航海では，日本海溝の
陸側斜面の2か所で掘削を行う．この航海
は，ODP第三期のハイライトともいうべ
き研究課題を含んでいる．それは，
1,000mほどのケーシング掘削孔に長期孔
内地震計，高感度歪計，高感度傾斜計を設
置して，Seismogenic Zoneのまさに真上
（10 kmほど上方）で太平洋プレートの沈
み込みに伴う地震活動と海溝陸側斜面の変
形の実態（歪の蓄積と解放のプロセス）を
観測しようとするものである．この孔内長
期観測装置の開発と準備には，東京大学海
洋研究所の他に，海洋科学技術センター，
米国カーネギー研究所が協力して行ってき
た．またこの航海では，東北日本のテクト
ニクス，火山活動史，親潮の変動の歴史を
解明する研究も行われる予定である．第
186次航海への日本からの乗船者は，末広
潔氏（海洋科学技術センター，首席研究員），
新妻信明氏（静岡大学，古地磁気学/堆積
学），篠原雅尚氏（東大地震研，堆積物物

性/孔内測器），金松敏也氏（海洋科学技
術センター，古地磁気学），坂本竜彦氏
（北大，堆積学），池田明洋氏（北大，珪藻
化石層序），荒木英一郎氏（東大海洋研，
堆積物物性/孔内測器），斎藤実篤（東大
海洋研，ロギング）の8名で過去最多．ま
た，Texas A&M大学からは，マリンテク
ニシャンとして亀井麻仁子さん（コアラボ
担当，高知大理学部出身），ミチコ・ヒチ
コックさん（編集/庶務）が乗船し，
Japanese Speakerは10人となる．

●DSDP/ODPのあゆみと
成果，そして今後の展望
深海掘削の歴史は，ODPの前身である

DSDPの探検的でプレートテクトニクスの
検証を目的とした時代から，地球システム
全体の挙動とその変遷の研究を目的とした
時代へと変貌を遂げてきた．現在のODP
第3期はその発展をうけて，日本近海の掘
削を中心に新しい飛躍を目指す．

▼DSDP時代（1968_74年）
深海掘削の黎明時代．コアの回収も断片

的で，探検的な要素が強かったものの，こ
の時期に成し遂げた海洋底拡大説の検証

第1図．ODPのこれまでの掘削海域と今後の航海予定．Leg 100-129 (1985_1989年), Leg 130_158
(1990_1994年), Leg 159-187 (1995_1999年), Leg 188- （2000年以降）．

1998年3月，南極半島付近を航行中のジョイデス・
レゾルーション号．（提供：岩井雅夫氏）．
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は，まさに科学史の金字塔のひとつであっ
た．

▼IPOD時代（1975_83年）
掘削技術の進歩により，コアが撹乱され

ずに回収できるようになった．過去には今
と全く異なる気候や環境が存在したこと
や，中央海嶺と沈み込み帯での様々なプロ
セスを明らかにした．

▼ODP第1期（1985_93年）
JOIDES Resolutionが就航し，掘削能力，

孔内検層，船上計測，コンピュータ環境な
ど技術的に格段の向上を遂げた．掘削孔を
活用した長期観測も開始された．火成活動，
テクトニクス，環境変動の相互関係を解明
し，地球システムの変動として捉える新し
い地球観の誕生を促した．

▼ODP第2期（1993_98年）
新しい地球観にさらに邁進すべく，今ま

でにない高精度・高分解能での試料の解
析，孔内検層を行ってきた．特に北大西洋
を中心に，過去数十万年の気候変動を復元
する努力がなされた．ODP第2期の主な成
果として以下に4例を挙げて解説する．

○白亜紀/第三紀境界の掘削（裏表紙，写

真2）

第171B航海（大西洋ブレーク海嶺）に
て，約20cmの厚さの白亜紀／第三紀境界
層を掘り当てた．これは，今までで最も完
全なこの境界の記録であり，天体衝突，地

球大異変，恐竜絶滅のシナリオについて詳
細な検討が可能となる．ODPにおける最
近の大ヒットである．

○氷河時代の地球環境の高分解能復元（裏

表紙，写真3）

近年，今から数万年前の氷河時代には，
数10年間に北極域の上空温度が7℃も上昇
するような変動や，氷床が大崩壊を起こし
た事変が知られるようになった．ODPで
は，これらの事変の全地球環境への影響を
明らかにするために北大西洋および赤道大
西洋において掘削を行った．その結果，氷
河時代の気候変動には，さまざまな時間ス
ケールの事変が混在し，その多くが非対称
な変動（急速な温暖化と比較的ゆっくりし
た寒冷化）からなりたっていることもわか
ってきた．

○熱水鉱床の成因（裏表紙，写真4）

現在発見されているなかで最大級の熱水
マウンドを大西洋中央海嶺で掘削，その内
部構造を明らかにした．また，北米西岸沖
合いのファンデフカ海嶺では，堆積物中に
含有された熱水鉱床の掘削に成功した．

○新しい孔内検層

プレート沈み込み境界では海洋プレート
上の堆積物が剥ぎ取られ，付加体と呼ばれ
るくさび状の地質体が形成される．付加体
では堆積物が変形すると同時に，様々な化
学組成をもつ間隙水が作られ，絞り出され
ることが知られている．この間隙水はプレ

ート境界で潤滑油の役割を果たしたり，海
底にしみ出してシロウリガイ等の生物群集
を育成する．付加体内では堆積物の変形が
激しく，応力がかかっているため，従来ま
では孔内に計測機器を挿入することは難し
かった．しかし近年，掘削しながら同時に
地層の検層を行うシステムが採用され，付
加体内部やプレート境界での密度や電気抵
抗の現場計測に成功している．また，孔内
温度水圧の変化を長期にわたって観測する
システムも導入された．
なお，ODP第2期までの地球科学の成果

に関しては，ODP Greatest Hitsという書
物が出版されており，http://www.joi -
odp.org/USSSP/Pubs/GreatHits/brochure
%20pdfs/Brochure.htmlで入手可能．

▼ODP第3期（1998_2003年）
太平洋・南大洋・インド洋を中心に掘削

が計画されている．大規模なマントル上昇
流（マントルプルーム）と海台の成因，沈
み込み帯深部のトモグラフィなど，地球ダ
イナミックスの本質への挑戦が開始され
た．

▼IODP期（2003年以降）
（1）過去の地球環境変動の解析に基づい
て，将来環境予測に必要な環境ダイナミッ
クモデルを構築する．（2）海底孔内観測ステ
ーションを用いて，地球内部のプロセスを
リアルタイムでモニターし，地球内部ダイ
ナミックスの理解に貢献する．(3)海底を深
く掘削して，沈み込み帯，大陸，リフト帯，
海洋地殻を形成してきたプロセスを研究す
る．これらの研究目標に基づき，現在我が
国の科学技術庁/海洋科学技術センターを
中心に「深海地球ドリリング計画」（通
称：OD21）が進められている．今年度か
らライザー掘削船である「地球深部探査船」
の建造が始められ，2004年度から試験航
海が開始される運びとなる．本計画は
2003年に終了する現行ODPと統合し，2
船体制による統合国際深海掘削計画
（Integrated Ocean Drilling Program :
IODP）を発足させることが国際的に合意
されつつある．

●ODP日本事務局の活動
我が国では東京大学海洋研究所にODP

日本事務局を設置し，ODPに関する，国
内活動の運営，情報の配信，関係省庁との
連携，ニュースレターの発行，国際ワーク
ショップ・委員会等のホストなどを行って
います．

（イラスト：ODP事務局）
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メンバーは平　朝彦（代表），玉木賢策，
斎藤実篤，木下千鶴，金原富子．
ODP日本事務局ではODPニュースレタ

ーを年1～2回のペースで発行しておりま
す．ニュースレターには最近の航海の報告
や，ODP関連の各種委員会の報告やニュ
ース，投稿原稿などを掲載しています．購
読を希望する方，寄稿される方は事務局ま
でご一報下さい．
また事務局では「ODP Japanのホームペ
ージ http ://www2.ori.u-tokyo.ac.jp/̃odp-
japan」を運営し，ODPに関する情報を随
時更新しています．またODP日本メーリ
ングリストodpj@ori.u-tokyo.ac.jpをODP
に関連した情報告知，議論の場として運営
しています．メーリングリストへの新規参
加希望等の問い合わせは，事務局chizu-
ru@ori.u-tokyo.ac.jpまでご一報下さい．

（イラスト：ODP事務局より）

究委員会編集の地質汚染のリーフレットで，前リーフレット同
様，会員の方には一部無料配布いたしますので，以下の要領で
お申し込み下さい．

配布方法：会員本人には一部無料配布．それ以上の部数をご希
望の場合，および非会員の方には，一部300円とさせていた

だきます．
申込み方法：学会事務局あて，必要部数を記入し，返信封筒
（宛名を書き，郵送料分の切手貼付のこと）を入れてお申し
込み下さい．なお，サイズが横15cm×縦21cm，重さが1部
25gですので，一部郵送につきましては，以下のようにお願
いいたします．
・定形封筒の場合：90円切手貼付．ただし，二つ折にしての
郵送となります．
・定形外（15×21cm以上）封筒の場合：130円切手を貼付．

一部以上の場合，部数×200円の代金と下記の郵送料を合
わせて，切手でお送り下さい．（例，郵送料3部まで160円，
8部まで270円，17部まで390円，20部まで580円）．20部以
上の送付希望の方は，事務局までお問い合わせ下さい．

☆リーフレットシリーズ第 2作

『大地のいたみを感じよう―地質汚染 Geo_Pollutions』

1995年発行したシリーズ第1
作「大地の動きを知ろう―地
震・活断層・地震災害―」は，
A2判裏表にカラー印刷という
スタイルが，ハンディーで，さ
らにポスターにもなることで好
評でした．第2作は環境地質研



近年，石川・福井・富山・岐阜の四県に
広く分布する，白亜紀前期の手取層群石徹
白・赤岩両亜層群から多種類の恐竜化石を
産出しています．手取層群から最初に恐竜
化石が公表されたのは，昭和61年の石川
県白峰村桑島の通称「桑島化石壁」から採
集された獣脚類の歯でした．その後，竜脚
類や鳥脚類の歯や骨片，足跡など次々と産
出し，恐竜の“ふるさと”白峰は大変有名
になっています．さらに，平成9年に掘削
された桑島化石壁のトンネル工事に伴っ
て，哺乳類型爬虫類・翼竜類・とかげ類，
また白峰村柳谷からコリストデラ類・亀類
など，恐竜以外にも多様な脊椎動物化石を
産出しています．従来から多量に産出して
いる植物や貝類の化石とともに，手取層群
産化石の研究は益々すすめられています．
このような背景のもとに，白山恐竜パーク
白峰が誕生・発展しております．

■屋内施設

恐竜館 平成4年7月，恐竜展示を主体
にした「恐竜館」が白峰村桑島地内にオー
プンしました．館内にはディプロドクスの
骨格レプリカ（全長28m），体を動かし奇
声を発するティラノサウルスの動刻模型，
ドロマエオサウルスと卵の巣3種の復元模
型，アロサウルスの頭部（実物とレプリカ

の混合），各種恐竜標本などの恐竜実体が
見られます．
古生代・中生代・新生代の各地質時代別

に標本を展示し，バックに当時の自然景観
を描いております．標本は古生代が県外・
外国，中生代が地元，新生代が県内産が中
心ですが，ここは概要展示で，地元産化石
の主体は後述の化石工房にあります．
ふるさと映像館～ふれあい館 平成9年

4月，既設の恐竜館のほかに「ふるさと映
像館」「ふれあい館」「化石工房」の3館を
増館してリニューアル・オープンしまし
た．山麓斜面を利用しているので，上方へ
進んでも地下通路があったりして変化に富
んだ建築になっております．
ふるさと映像館では，9面マルチシアタ

ーの迫力のあるCG映像が楽しめます．映
像は2つのタイプ各2本を交互に上映，1
本は恐竜の世界をアニメで再現したもの，
他の1本は白山中心に白峰の自然・文化を
紹介したものです．
映像館からふれあい館へ行く地下通路

は，光輝く画面に恐竜の声がひびく独特の
空間を作り，画面にジュラ紀や白亜紀の
海・空・森・戦いなどを表現しておりま
す．
半円形屋根のふれあい館は，恐竜グッズ

や地元物産を販売する売店が中心です．そ

の屋上は展望台になっております．
化石工房 ふれあい館から三角屋根の通

路を通って化石工房に入ります．化石工房
は弓形状の木造建築で，今までの3館とは
趣を異にしております．
館内は情報関係と地元産標本の展示が主

体です．情報設備は10数本のプログラム
から自由に選択できるビデオが2台，白峰
の恐竜化石紹介や恐竜復元ジグソーパスル
が楽しめるパソコンが4台あります．
地元標本は恐竜（獣脚類・竜脚類・鳥脚

類）の歯・骨と足跡，亀類甲羅やコリスト
デラ類の骨など恐竜以外の爬虫類，硬鱗魚
類の骨や鱗の脊椎動物化石が展示の“目玉”
になっております．当然ながら，手取層群
には多種多量に産出する植物や貝類の標本
がたくさんあります．すなわち，Clado-

phlebis・Onychiopsis・Dictyozamites・
Nilssonia・Podozamites・Podocarpus・
Ginkgoidium・Ginkgoitesなどに属する
葉体数10種，Xenoxylon の珪化木1種，
Viviparus・Melanoides・“Ostrea”・
Myrene・Tetoria・“Sphaerioides”・
Unio(?)・Nippononaia・Leptosolenなど
に属する10数種の貝類の各種標本が展示
してあります．標本産地は，白峰村桑島の
桑島化石壁と白峰村柳谷・別当谷産が主体
になっております．展示方法は直接手に触
れるオープンスタイル，ケース内のもの，
引き出しをあけて見られる収蔵スタイルな
ど展示室ごとに異なっております．

博物館紹介⑳

白山恐竜パーク白峰
Hakusan Dinosaur Museum of Shiramine

白山恐竜パーク白峰・館長　松浦信臣

国道ぞいのイグアノドン復元模型（全長9m）と恐竜パーク登り口 白山恐竜パーク白峰全景　手前左側が恐竜館，右側手前から
右上方へふるさと映像館・ふれあい館・化石工房へとつづく

ディプロドクス骨格レプリカの一部（恐竜館） アロサウルスの頭骨部（恐竜館）
（実物とレプリカの複合）

光と音の恐竜トンネル（映像館～ふれあい館間）



■屋外施設

化石発見広場 弧状形の化石工房に内接
するように，化石発見広場があります．こ
の広場には，手取層群の桑島層や赤岩層に
属する砂岩や頁岩が沢山置いてあります．
岩石中には，植物の葉や木片の化石が多量
に含まれ，汽水生・淡水生の貝類化石も比
較的多く含まれています．稀に，亀類甲羅
や恐竜の歯などの脊椎動物化石も産出する
ことがあります（脊椎動物化石は，当館に
ご提供いただいております）．ハンマーを
貸与し，化石採集のできる広場はきわめて
ユニークな施設で，化石愛好者には大変好
評です（資源保護のため，今のところ持ち
帰えられる化石は，1人1個に限定してお
ります）．
恐竜復元模型 ふれあい館～化石工房付
近の屋外には，トウジャンゴサウルス（剣
竜類，全長7m）・メガロサウルス（獣脚
類，全長 9 m）・エウオプロケファルス
（曲竜類，全長6m）の実物大復元模型が
置いてあります．また，恐竜パーク登り口
の国道ぞいには，イグアノドン（鳥脚類，
全長9m）が置かれ，当館への道標になっ
ております．メガロサウルスはその仲間の
歯が手取層群から産出した最初の恐竜化
石，イグアノドンはその仲間の歯や骨が手
取層群から比較的多く産出しているもので
す．
遊具広場から自然公園一帯 遊具の広場
には，40mローラーすべり台，トリケラ
トプス（角竜類）の腹部をくぐってアスレ

チックなど，恐竜模型に触れながら遊具が
楽しめます．
白山恐竜パーク白峰の4館や各種施設の

周辺一帯は，広い自然公園になっておりま
す．水芭蕉の生育しているところ，赤岩層
の露頭など自然そのものを公園とした散策
路になっております．

白山恐竜パーク白峰は，楽しく学び・遊
ぶを主目的にしております．正式の博物館
ではありませんが，博物館的要素と遊園地
的要素の2面性を持っております．

■桑島の里 白山恐竜パーク白峰からダム
湖をはさんだ対岸には，姉妹館である「桑
島の里」があります．ダム湖に没する前の
昭和40年代以前にあった旧桑島部落のう
ち，3家屋の民家が移築されたものです．
そのうちの1戸には，植物化石によって我
が国で初めて中生代の地層と確認されるこ
とになった，明治7年桑島で植物化石を採
集したドイツ人のライン博士に関連した資
料中心に展示してあります．他の2戸には，
民俗資料が展示してあります．

■各種行事（平成10年度の事例中心に）
＜特別展＞　平成10年には2回，約1か月
ずつ特別展が実施されました．内容は，桑
島化石壁にあけられたトンネルから産出し
た，岩石中に含まれていた化石を展示した
ものです．主なものは，哺乳類型爬虫類・
翼竜類・とかげ類・亀類・硬骨魚類などの

歯・骨・甲羅・ウロコ，実や枝のついたイ
チョウモドキなど，マスコミで話題になっ
たものを主体に展示しました．
＜恐竜教室＞　平成10年には，8月に3日
間の恐竜教室を実施しました．小学校高学
年の児童とその保護者を対象にして，恐竜
パークと民族資料館見学のほか，直立樹幹
露頭見学や恐竜クイズ・ゲームなどを実施
しました．
＜化石研究会＞　平成5年から白峰村教育
委員会後援のもとに，白山恐竜パーク白峰
に事務局を置く化石研究会があります．本
研究会は化石研究に関心の強い人達が集ま
り，手取層群の化石主体に調査研究してお
ります．現在，白峰村市ノ瀬東方の手取層
群赤岩層下部産化石を中心に調査研究して
おります．

≪利用案内≫
開館時間：午前9時～午後5時（入館は4時
30分まで，化石発見広場利用は3時30分
までの入館が望ましい）

休館日：毎週木曜日（夏休み期間を除く），
祝日の場合はその翌日，冬期間は休館し
ます．

入館料：大人（高校生以上）800円，子供
（小・中学生）400円，団体は20名以上
で1割引．化石発見広場は有料で利用で
きます．桑島の里は，本館の入館券を呈
示すれば入場できます．

交通：JR金沢駅前より白峰行バス約1時間50
分（バス便が非常に少ないので注意），
福井北や金沢西の各I.C.より車各70分．

所在地：〒920_2502 石川県白峰村桑島
電話 07619_8_2724，Fax 07619_8_2335．

エウオプロケファルス復元模型付近から見た「ふれあい館」 「化石工房」前にある「化石発見広場」で化石採集

白峰村の手取層群産恐竜の大型足印化石（化石工房）
白山恐竜パーク白峰付近の交通図

メガロサウルスの実物大復元模型（屋外）

交通のご案内
★JR金沢駅より白峰行バス1時間46分
★福井北I.C.より車で70分
★金沢西I.C.より車で70分
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前回に，次は地学特有の英語について述べ
る旨予告したが，“technical term”に入る前
に2_3回にわたって，地学で頻繁に出てくる
通常の単語や句の用法について書こうと思
う．主として我々がよく戸惑う言葉や句を採
り上げるつもりである．
これを書くにあたっては，いろいろな辞書

などを参照するが，“Suggestions”の各版に
は単語や慣用句について，相当なスペースを
割いているのでこれを最も多く参照すること
になると思う．多分アメリカの地学屋達がよ
く間違える言葉の用法が書かれているはず
で，興味深いものである．最近の三版（1958
年-78年_91年）では同じ単語も多いが，版に
よって異なる単語を記述しているケースも相
当ある．これを見ると基本的な考え方は，科
学的文書には，二つ以上の意味を持つ言葉よ
りは一つの意味しか持たない言葉を使うのが
望ましいということであろう．また面白いこ
とは，1991年版の著者あるいは編者が，特に
言葉に関心があったのか，最近のUSGSの人
達の英語が乱れてきたのか分からないが，以
前の2版に比べて相当多くのページをこの問
題に割き，そして実に強い調子で指示をして
いることである．さて各種文献を参考にしな
がら，筆者の経験を踏まえて，特に我々に役
に立ちそうなものを選んで以下に述べようと
思う．
A number of
この句は，使用し過ぎると第5版（1958）

ではいう．通常これは少ない不明確な数を示
すのに用いているが，大きな数でも“a num-
ber”に違いないので，これは使用しないで
“several”あるいは“few”を使えという．日
本の我々は断定的でない表現を好む傾向があ
るように思えるが，これも我々の文章によく
出てくる句である．
About，approximately，on the order of
比較的正確な数値が与えられているとき

は，“approximately”が望ましいが，通常は
“about”の方が良いようである．“On (in) the
order of”は強度，量，速度などの「桁」が
明瞭な場合のみ使い，“about”の代用ではな
い．“In the order of，”も我々の文章によく見
られる表現である．
Absent，lacking
この両者は，意味が異なるにもかかわらず，

筆者も含めて混乱することが多い表現であ
り，USGSが米国人の地学屋にも注意を喚起
しているのは，さもありなんと思える．
すなわち“absent”は単に「存在しない」

事実あるいは観察を示すが，“lacking”は
「必要なものあるいは存在すべきものが欠け
ている」状況を示す．つまり後者は自然より
も人間的ファクターの強い表現である．
“Sandstone beds are absent from the lower-
most section.”であるが“Samples containing
evidence of secondary mineralization are lack-
ing.”となる．

Ago， since，as
“Ago”と“since”は違った意味をもつ．

“Ago”は過去のある時点を示す，したがって
“The volcano erupted 20 years ago”である．
一方“since”は過去の時点と現在の間の時間
を示すので“It has been 20 years since the
volcano erupted.”となる．
また“since”と“as”は時間とは無関係に

“because”の意味によく使う．しかしこの場
合は，注意しないと「時間」か「因果関係」
か 分 か ら な い こ と が し ば し ば あ る ．
“Suggestions”の例を引用すれば，“As the
hillside was logged off， avalanching
increased，”あるいは“Since you left the
door ajar，the house filled up with flies.”など
は，この点が曖昧で不適切な用法である．
“Sugg e s t i o n s”（19 9 1）ではなるべく
“because”を使い“since”の「因果関係」用
法は，特に“introductory clause”，つまりセ
ンテンスのはじめでは，避けるように指示し
ている．
しかし論理や数学では“because”ではな

く“since”を使う慣用のようである．
“Suggestions”（1958）の例：　
Since a=b
and since b=c
then a=c
Altitude，elevation
この両者は，海抜の高度を表すが，“eleva-

tion”は地質では，「隆起」を意味することも
珍しくない．例えば“Elevation of the two
areas to their present altitudes.”したがって
混乱を避けるために，高度は“altitude”のみ
を用い，“elevation”は隆起のみに使用する
ことを“Suggestions”の各版ですすめている．
しかし“elevation”を高度の意味に用いるこ
とは地形・工学その他一般に定着しているの
で，この意味で使用する場合は，その文書で
は隆起には“elevation”を用いず“uplift”を
使えという．
Between，among
厳密にいえば，“between”は二つの対象間

に用い，“among”は三個以上の対象間に使
うべきであろうが，現在は三つ以上の対象に
ついても，各項目がそれぞれ他の項目との関
連で考えるときは，“between”を用いて差し
支えないことになっている．
Both，different
この両語については，相当強い記述が

“Suggestions”（1978，’91）に載っている．
すなわち，「これらは非常に便利な言葉では
あるが，必要のないときに使いすぎる，必要
のあるときのみ使え．」という．不適当な使
い方の例としては：“The United States
Geological Survey occupies more than 30 dif-
ferent buildings.”と“Bill Macy has married
Samantha Harper，and they both are honey-
mooning in Hawaii.”また“Both branch chief
and project leader will depart in opposite direc-

tions.”“They are both alike.”その他が載っ
ている．
確かに“both， different”がなくても十分

通用するが，あってもそれほど問題はないの
ではなかろうか．これは，“Suggestions”全
体に流れている「出来る限り簡潔に」の精神
によるものであろうと筆者は理解している．
このうち新婚旅行は二人で行くものであるか
ら，“both”は全く不要であろうが，これ以
外の例文程度のものは筆者も使い，また頻繁
にお目に掛かっているように思う．むしろ
“Branch chief…”ではチーフとプロジェクト
リーダー双方とも不在であることを強調する
ときは，“in opposite directions”がなければ
“both”を入れた方が良いと思う．
Centered around，at，in，on，upon
「…を中心に」，日本語でも比較的よく使い，
我々の書く英文にもよく出てくる表現であ
る．“Center”は「点」もしくは“focus”を
示すものであるから，“Centered around”は
ロジカルではないし，使用すべきではなく，
すべからく“Centered at，in，on，または
upon”にしなければならないと，“Sugges-
tions”は強い表現で指示している．もっとも
であるが，USGSの人達も時々“centered
around”とやっているに違いない．
Commonly，generally，typically，usually
この四語は，日本の我々がよく使いたがる

表現であって，しばしば同義語のような扱い
をしがちである．しかし“Suggestions”によ
ると，全部用法が異なる．ここに引用すれば，
“Commonly”は頻繁または通常におきる事象
や存在のことを示す．一方“generally”は広
範（extensive）ではあるが，普遍的（univer-
sal）ではない事柄を示す．“Typically”は，
あるカテゴリーのメンバーの大部分に適用で
きる事柄を示す．“Usually”は時間的な意味
をもち，慣例または恒常的ではあるが普遍的
（universal）ではない事象を示し，“generally”
とは混同しないように注意を喚起している．
Comparatively，relatively
この両者について，“Suggest ions”の

（1978年版）では“rather，a small amount”
を意味するようになってしまった．比較する
相手を書けば，より有効“more informative”
な文章になると述べている．この点は筆者も
良く使うので「なるほど」と納得している．
しかし1991年版になると，はるかにこの点が
強調されて，“not proper，正しくない用法”
と断じている．例文として“The eruptions
were relatively small.”では“relatively”の用
法は正しくない．“Compared with the great
eruption of 1815，these eruptions were rela-
tively small.”のように書けという．筆者は日
本語でも「比較的」を便利に使っているが，
「正しくない用法」か？

次回も地学で頻繁に使う表現について述べ
ようと思っている．

地学英語雑感⑬　地学でよく使う表現―1
嶋D吉彦



教育課程の昭和38年度改訂で地学が2単位
必修になり，地学教員がある程度まとまって
採用された．その人達（私を含む）の定年退
職（2002または2003年3月）がせまってい
る．一方，それを補う地学専任の教員は採用
される見込みが少なく，このまま放置すれば，
高校現場に1人の地学専任教師がいなくなる
日もそう遠い先のことではないと考えられ
る．
したがって，その退職教員の後任として，

できるだけ多くの人を採用して欲しいという
ことになる．地質学会評議員会でもこのこと
については問題にしていただき，地質学会会
長名の地学教員採用依頼状（各県教育長宛）
を作っていただいた．昨年秋その依頼状を新
潟県教育委員会に持参し上記の件をお願いを
してきたので，今後の参考にここに至るまで
の経緯について報告しておきたいと思いま
す．
1998年春に，友人で校長になっている人

がいるのでこの対策について相談してみたと
ころ，「理科全体の問題なので理科の部門の
一つが欠けるのは避けるという方向で，理科
部会で決議を上げてもらって大学の先生と教
育長に会い行くのが良い」とアドバイスを受
けた．
同年6月，新潟県高等学校教育研究会理科

部会が開催されるのを期に，事前にその学校
の地学の友人に電話して「上記の件について
しゃべらせてくれるなら行くし，でなけれが
行かない」と申し入れた．総会議事だけで参
加者も少ない集まりなので，こっちのわがま
まを聞き入れてくれてしゃべらせてくれた．
結果として「決議はダメだが理科部長である
当番校校長が折りを見て教育長に話す」とい
うことに落ちついた．
そして，「地質学会からの要望書があるな

ら，あらかじめ地質学会から送っておいて欲
しいと」いうことであった．こちらはすぐに
地質学会事務局にお願いして送ってもらっ
た．
次は大学の先生の番であるが，新潟大学理
学部地質学科長　周藤賢治会員と連絡を取り
1998年10月23日（金）に教育委員会に行く
ことになった．
事前の対策として，高等学校長を数年前に

退職した人に2度ほど電話して対策をうかが
ってみた．
その結果は
1 普通は3年くらい講師（非常勤講師）
をした後でないと採用されない．

2 成績がトップなら無条件で採用され
る．

3 地学の教員がやめても普通は補充しな
い，理科の他の教員を割り当ててしま
う．

4 問題は需給表である．需給表によって
教員の採用を決める．

5 したがって，各校ごとに運動する必要
がある．

等の様子が分かってきた．
ところで需給表は聞いたことがあるが，実

体が良く解らないので，帰って教頭におそる
おそる私にも見せてもらえるかと聞くと，え
えどうぞといって出してくれたのはなんのこ
とは無い，いつも見慣れた，理科なら，誰が
物理を何時間，誰が化学を何時間といういつ
も見慣れた各教科の持ち時間数のことであっ
た．
これでは，教員採用試験が実施されており，
合格者がある程度見込める教科は良いが，採
用試験のない地学は全く歯が立たない．これ
はとにかく採用試験に地学を入れてもらうこ
とが先決だと考えた．
周藤会員とはその後何回か連絡を取りいよ

いよ二人揃って教育委員会を尋ねることにな
った．訪庁当日県庁前で待ち合わせ，簡単な
打ち合わせをしたうえで，15階の教育委員
会室前に行き，ソフアーで約束の16 : 00にな
るのを待っていると，中から人が出て来て，
「堀川さん」ですかと聞く，みれば見覚えの
ある顔でかっての同僚Y氏（当時管理主事）
であった．「どうぞおはいり下さい」といわ
れて，応接室に案内されて椅子に座るなり，
ついつい私は「Yさんあなたがウンと行って
くれればそれで良いんだよ」というと，Y管
理主事は「そうはいきませんよ」などと答え
ていた．そうしている間に教育課長ともう1
人の管理主事が来た．
しばらく世間話をしてから本題にはいり，

まず当方で用意していった地学教員のリスト
を見てもらった．具体的に何年にどこで誰が
退職するかは関心があるらしくよく見てい
た．このリストは必要のようである，教育セ
ンター関係に聞くと簡単に手にはいるとのこ
とであった．
わざわざ教育委員会まで出向いてお願いし

たのは「大量退職したとき急には補充が無理
であろうから，そのときを見越して，いまの
うちから試験を実施し少しずつ補充採用して
欲しい」ということである．
全体的に大変よく話を聞いてくれたが，「3

年半後は大量退職者があるのでとにかく地学
教員の採用試験だけでもしてくれ」とくりか
えし念を押してきた．地学教員リスト，地質
学会からの依頼状が揃っており，地元の大学

の地質学科の科長までが同伴するのだから聞
かなければいけないという感じであった．例
年は教育長が会ってくれていた，今年は実務
担当の教育課長が出てきた．
管理主事は結構予習をしてあり，地学教員

採用状況について即答できていた．私たちの
要望についてはもちろん即答はなかったが，
その主旨に関してはよく聞いてくれた．
管理主事が需給表が出てこないことにはど

うしようもないということなので．次の実例
を話した．「私（堀川）が今年3月移動する
場合，必修地学1A2単位4クラス選択地学4
単位（1講座）計12単位をもって，しかも同
一校17年目で確実に異動すること，後の補
充がなされなければならないことがはっきり
解っていながら，地学の採用試験が実施され
ないために，後任として迎え入れるべき該当
者が無く，東京農大で端山好和会員に地学を
習ったという女の子が非常勤講師が充当され
たにすぎない．（この人は化学で受けたが不
採用で県教委から地学をもてるかと聞かれて
ハイと答えたので常勤講師として採用になっ
たわけである．この人が地学で次の年採用さ
れる可能性は0である）」その辺の話しは真
剣に聞いてくれた．
約束の時間が来たのでその場を辞し，庁舎

前で周藤会員と手応えがあったねと話しなが
ら帰ってきた．
新潟大学では毎年依頼に行って2度ほど

（1度は5人も）まとまった数の教員を採用し
てもらったことがある．こういう経験もある
ので，会員のみなさんにお願いしたいのは，
全国でも，とにかく教育長または教育課長を
訪ねて依頼していただきたい．そして，高校
の地学の教員の大量退職の際に少しでも地学
教員の補充ができればありがたいと思ってい
る．
この3月末，1人の高校地学教員の会員が

異動することになった．あいた穴を補充する
地学教員は見あたらなかった，堀川の時のよ
うに，他教科の常勤講師を採用するものと思
っていたら話しが大分違った．進学校の補充
は専門の教員に限るというのである．いろい
ろ該当者を当たったが条件が整わず，補充が
できなければ異動も取り消しという話しも出
てきた．最後に大学院生でも良いという話し
まで出てきたので，新潟大学の小林巖雄会員
にお願いしてどうやら院生を派遣してもらっ
た，この辺りも転勤，退職と補充との関係で
利用できそうである．4月24日（土）校長か
らの情報で，今年度は地学の教員採用試験が
あるという情報がもたらされた．新潟県の高
校教員採用試験の試験科目の発表は例年5月
ごろ．ここに地学の試験科目ができるかどう
かが1つの関門である．
なお，この文章全体については府川宗雄氏

より細かいところまでペンを入れていただい
た，記して厚く御礼申し上げる．
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高校地学教師絶滅の
危機

堀川秀夫（新潟県立長岡向陵高校）
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新版地質図・

報告書類

地質調査所　1998年 2月発行，B5判，
118ページ，定価3,800円

日本海沿いのグリーンタフ地域の南縁部近
くに位置する島根県中部の「大浦」と「石見
大田」の両地域の地質図幅と地域地質研究報
告が刊行された．島根県東～中部の沿岸地域
では，1983年に「三瓶山地域」が刊行され
て以来，7地域の5万分の1地質図幅と地域
地質研究報告が刊行された．著者の一人の
鹿野
　

は，これらの図幅調査で中心的役割を果
たしてきた．また，沢田は長年にわたって山
陰地域の新生代火山岩類を調査しており，多
くの火山岩の放射年代値を測定してきた．そ
のため，島根県東～中部地域の新生代火山岩
類の地質層序や年代論に関する問題点が良く
整理されている．さらに，マグマと水が反応
して作られる構造，陸上から水域にかけての
環境に堆積した火砕流堆積物内の構造など火
山噴出物の構造や層相が詳しく記載されてい
るのが本図幅の特徴である．
本図幅内の地質系統は上部白亜系～古第三

系，新第三系および第四系に区分されるが，
中新統分布域が70％近くの面積を占めてい
る．上部白亜系～古第三系は2種の火山岩類
とそれに貫入している2つの花崗岩体からな
る．上部白亜系に対比されている佐津目火山
岩類は，ホルンフェルス化した珪長質の溶結
凝灰岩からなり，6 km×3kmの狭い地域に
島状に露出するのみである．
佐津目火山岩類を貫いている野城花崗岩

は，これまで前期古第三紀の乙原花崗岩に対

比されていたが，その放射年代値が若干若く，
岩相がやや異なるので，乙原花崗岩から独立
させている．野城花崗岩を不整合に覆う八神
火山岩類は珪長質の溶結凝灰岩からなり，中
部古第三系に対比されている．その主体は南
隣の三瓶山地域に分布し，本図幅内には上部
のみが分布するとされている．山陰地域では，
この時期の火山岩類はしばしばコルドローン
を形成しているので，八神火山岩類の構造に
ついての記載や検討がないのは残念である．
八神花崗岩類を貫いている石見花崗岩につい
ては，32～36Maの放射年代値が報告されて
いる．
本図幅内の中新統は下位から，波多層，川

合層，久利層，大森層，布志名層，神西層と
貫入岩に区分されている．波多層と川合層の
境界については，これまでいくつかの意見が
あった．当初，波多層は陸成の火山岩類から
なり，その多くは溶結しているのに対して，
上位の川合層は礫岩砂岩で始まる海成層と考
えられていた．その後，川合層の礫岩砂岩の
下位に水底堆積の砕屑岩層と互層する火山岩
類の存在が明らかになったが，これらの火山
岩類と下位の波多層とは不整合関係，上位の
川合層とは整合関係にあるという考えと，そ
の逆の考えがだされた．本図幅は最近の多く
の研究と同じく，前者の考えをとり，それら
を川合層の下部としている．
本図幅内の川合層は下部の火山岩類と上部

の礫岩砂岩主体の海成層からなる．久利層は
泥岩で特徴づけられる海成層が主体で，流紋
岩から安山岩の火山岩類を伴う．両層は一部
指交関係にある．
久利層を不整合に覆う大森層の主体はデイ

サイトないし安山岩の火山岩類からなり，上
部に浅海成の礫岩砂岩層を伴う．火山岩類は
400m以上の厚さをもち，露出状況が良いこ
ともあって，溶岩や火砕岩中の内部構造が詳
しく記載されている．さらに，安山岩_デイ
サイト溶岩は幾つかの岩体をなすが，その噴
出源の一つと思われる直径400m程度の給源
岩脈が断面図に描かれている．
化石を多産することで古くから有名な布志

名層については，化石群集からその下部は水
深50m以浅，上部は水深50～150mの海底
に堆積したと推定している．神西層は浅海成

の砕屑岩層とアルカリ玄武岩火砕岩からな
る．アルカリ玄武岩火砕岩は直径 400 ～
500mの火口をもち，その縁の高さが100m
に達する火砕丘を形成していることが詳しく
記載されている．
中新世の山陰地域において，大森層の堆積

直前に応力場の大きな変換が起きたとしてい
る．この意見には賛成であるが，大森層まで
貫入している岩脈の方位が川合層と久利層中
の岩脈のそれと異なることから，展張応力場
が圧縮応力場に転換したという議論は根拠不
足ではないだろうか．
海岸近くの稜線上に僅かに分布する鮮新・

更新統を除くと，本図幅内の第四系は上部更
新統と完新統からなり，前者は段丘堆積物，
古期扇状地堆積物，差海層および三瓶火山噴
出物に区分されている．段丘の発達は貧弱で，
2段の段丘が狭い地域に分布するのみであ
る．海岸，砂州，潟湖などの堆積物からなる
差海層は，従来細分されていた複数の地層を
一括したものと再定義されているが，この定
義については今後も議論があるものと思われ
る．
本図幅内に分布する主な三瓶火山噴出物

は，三瓶火砕流堆積物と多根火砕流堆積物で
ある．これまでの14C年代値と層序関係を整
理して，前者の年代を22,000～30,000年前と
している．他方，後者については，層序に関
する意見の違いと4310 Bpという14C年代値
を紹介するにとどめている．最近，多根火砕
流堆積物の堰き止めによる埋没林がみつかっ
たので（本誌2巻3号），今後本層の層序や年
代がより詳しくなるであろう．
本図幅の完新統の記載を特徴づけているの

は，神西湖や波根湖などの海跡湖底の堆積物
である．
なお，温泉の項で，「本来の温泉と温度が

25℃以下の鉱泉とに分けて地質図に示す」
と述べている．しかし，現在の温泉法では，
25℃以上の温度または特定の物質を有する
湧水が温泉とされている．上記のような記述
は一般市民の誤解を招く恐れがあるので注意
してほしかった．

（山内靖喜）

石見大田及び大浦地域の地質
地域地質研究報告

（5万分の1地質図幅）

鹿野和彦・松浦浩久・沢田順弘
竹内圭史

ご案内

本会以外の学会およ
び研究会・委員会よ
りの催し物のご案内
を掲載します．

第8回地学教育セミナー
地球環境問題を探って
日　時：1999年6月13日（日）10 : 00～16 : 00
会　場：学習院男子部中高等科501教室（5

階） JR山手線「目白」駅下車

主　催：日本地学教育学会・日本地質学会・
地学団体研究会

内　容
10 : 00 ～10 : 10 開会行事
10 : 10 ～12 : 00 ＜家庭でできる地球環境実
験から，バイオレメデイエーシヨン（微生
物による汚染環境修復）の最先端まで＞

田崎和江氏（金沢大）
12 : 00 ～13 : 00 昼食
13 : 00 ～14 : 20 ＜地形と地質は農業の姿を
決める―気候と歴史も活かして農業を元気
にしたい―＞

井上　駿氏（総合農学学会会長）

14 : 30 ～15 : 30 ＜水環境問題と地質学―国
内外の現場から―＞

末永和幸氏（応用地質研究会）
15 : 30 ～15 : 50 総合討論
15 : 50 ～16 : 00 閉会行事
連絡先：田中義洋
東京学芸大学附属高等学校
〒154_0002 東京都世田谷区下馬4_1_5 
電話 03_3421_8759，Fax 03_3421_5152 
E-mail : ytanaka@gakugei-hs.setagaya.
tokyo.jp
なお，参加の事前予約は不要ですが，当日

は資料代として，1000円を頂戴します．



日本地質学会News 2 （ 5） 11

資源地質学会シンポジウム
「海底熱水活動研究の現状と
その鉱床探査への応用」の
お知らせ
中央海嶺の高温熱水活動が発見されてから
20年が経過し，これまで膨大なデ－タが蓄
積されてきている．その化石である火山成塊
状硫化物鉱床（VMSD）は地球最古の地層で
あるグリーンランドのイスア片麻岩中にも見
いだされていることから，我々の知っている
最も古く最も新しい鉱床であるといえる．黒
鉱鉱床や別子型鉱床が新たな探査対象として
見直されている今，現世の熱水活動の研究を
VMSDの探査にどのように活かすことがで
きるのか，さまざまな実例をもとに考える．

日　時：1999年6月17日（木）13 : 00～17 : 30
場　所：新橋住友ビル1階会議室（東京都港

区新橋5_11_3）
コンビ－ナ：浦辺徹郎（地調）・根建心具
（鹿児島大理）・中山　健（金属鉱業事業団）
プログラム
（セッション1）
13 : 00_14 : 55 座長：根建心具（鹿児島大理）
13 : 00_13 : 05 中山　健（金属鉱業事業団）
このシンポジウムについて
13 : 05_13 : 55 (Invited Talk) Wayne D.
Goodfellow (Geol. Surv. Canada) : Origin of
the Middle Valley sediment-hosted massive
sulfide deposits, Juan de Fuca Ridge : appli-
cation to the exploration for ancient seafloor
deposits
13 : 55_14 : 25 浦辺徹郎（地調）：西太平洋
の島弧・縁海系に見られる海底熱水鉱床の
特徴と探査への応用
14 : 25_14 : 55 （招待講演）石橋純一郎（九
大理大学院）・角皆　潤（東工大総合理工
大学院）・蒲生俊敬（東大海洋研）・千葉
仁（岡山大固体地球セ）：島弧・背弧型海
底熱水活動の熱水化学組成
14 : 55_15 : 10 （休憩）
（セッション2）
15 : 10_17 : 30 座長：浦辺徹郎（地調）
15 : 10_15 : 30 Nedachi, M., Miura, T. (Kago-
shima Univ.), and Hashimoto, J.(JAM-
STEC) : Hydrothermal activity in the
Kagoshima bay 
15 : 30_15 : 50 Gena, K., Mizuta, T.,
Ishiyama, D. (Akita Univ.), and Urabe, T.
(Geol. Surv. Japan) : Diversity of hydrother-
mal mineralisation in Manus back-arc basin,
Papua New Guinea.
15 : 50_16 : 10 湯浅真人・飯笹幸吉（地調海
洋）：海底軽石丘上に形成された熱水鉱床，
明神海丘サンライズ鉱床
16 : 10_16 : 30 （招待講演）渡邊一樹（水路
部）水曜海山の海底熱水鉱床
16 : 30_16 : 50 丸茂克美（地調）：沖縄トラ
フの鉱化作用と熱水変質：黒鉱との比較

16 : 50_17 : 10 浦辺徹郎（地調）縁海火山活
動に伴う三波川変成岩中の別子型鉱床－佐
田岬の例
17 : 10_17 : 30 総合討論
問い合わせ先：
資源地質学会　電話 03_3475_5287
Fax 03_3475_0824
E-mail : srg@kt.rim.or.jp
http ://www.kt.rim.or.jp/̃srg/

（地質調査所地殻熱部　藤本光一郎）

堆積学研究会99年例会のご
案内
会　場：山形大学理学部先端科学実験棟（小

白川キャンパス）
日　時：1999年6月25（金）～27日（日）
25日（金）；研究発表，ミニ討論会，総
会議事，懇親会　　
26日（土）；研究発表
27日（日）；野外見学会

「出羽丘陵はいつから隆起し始めたか―新庄
盆地西部の中渡層の構造運動と堆積環境」
案内者：川辺孝幸・石原敬久　

サクランボがたわわに実る頃に山形盆地で
春の例会を開催します．各会員による研究発
表を主体とする研究集会ですが，21世紀の
堆積学の発展を見定めるために，徐会員らが
中心となって下記のような趣旨の小さな討論
会も企画しました．会員・非会員を問わず，
多くの方のご参加をお待ちしています．プロ
グラムや会場案内の詳細につきましては，堆
積研のホームページ（http ://geogate.shin-
shu-u.ac.jp/SSJ/SSJ.html）を参照してくださ
い．
ミニ討論会「21世紀の地球深部掘削計画―
堆積学と関連し現状とその未来―」
日　時：6月25日午後　1 : 30～4 :30
場　所：山形大学理学部　
内容の概要：日本が主体的な役割を果たす国
際地球深部掘削船の建造が決まり，我々を
取り巻く固体地球科学研究の動向が今大き
く変わろうとしている．この地球深部掘削
船は，かつて人類が手に取ることのできな
かった，より深部のより古い原地性堆積物
の連続試料の入手を可能とし，さらに，日
本の研究者が主体的にこれを取り扱う研究
機会の飛躍的な増大をもたらすことにな
る．この討論会では，地球ドリリング計画
と呼ばれているこの計画がどのようなもの
であるのか，また，どのようなことが今後
検討されようとしているのかといった新た
な研究環境について紹介し，実際にこれを
使ってどのようなサイエンスをしようとし
ているのかについて二つの例（海面変動・
地下圏生物）について，それぞれの専門家
から内容を紹介してもらい，パネル討論形
式で，日本の堆積学者がこの研究計画へ将
来どのように参画するのか議論したい．

日本古生物学会ワークショ
ップ
「海産無脊椎動物の古生態学」
古生態学は，確立した手法で決まった手続

きをとれば結果が出るというタイプの研究と
は異なり，個人の想像力や独創性，そして経
験に基づく観察により研究が進展するという
ワクワクする面をもっています．しかしその
一方，いざ研究を始めてみると，どんな手法
を取ればよいのか，また自分の観察方法・思
考過程・議論などに悩みや行き詰まりを感じ
る人もいるかもしれません．そこで今回，古
生態学の分野で活躍中のドイツのフュルズィ
ヒ教授の来日に合わせて，古生態学に興味を
もつ者が集まり，各自の研究手法・成果，日
頃の疑問・悩みなどを互いにぶつけ議論し合
うワークショップを企画しました．参加者全
員に話題提供の機会があり，その内容はどん
な些細なことでもかまいません．フュルズィ
ヒ教授と直に議論したい人は，内容をポスタ
ーにまとめ，英語で簡単な説明ができるよう
に準備をしていただきたいと思います．

日　程：1999年9月23日（木）～9月25日
（土），26日（日）は自由参加

内　容：23日午後：講義「古生態学の研究
方法と実例」（Prof. F.T.Fursich,
Wuerzburg大学）

24日：参加者による話題提供・研究発表
と議論
25日：野外巡検（白亜紀），露頭を前にし
ての議論
26日：海浜における現生生物の観察と採
集

集合・宿泊場所：高知大学海洋生物教育研究
センター
所在地：〒781_1164 高知県土佐市宇佐町井
尻194
電話 0888_56_0422，Fax 0888_56_0425
人数：20人前後
申し込み・問い合わせ先：〒113_0033本郷
7_3_1 東京大学総合研究博物館　金沢謙一
電話 03_5841_2817 Fax 03_3815_7053
E-mail : kanazawa@um.u-tokyo.ac.jp
詳しい情報：古生物学会ホームページ
（http ://ammp.kueps .kyoto -u .ac . jp/
palaeont/）
申し込み締め切り：9月3日

（金沢謙一・近藤康生）

IGCP411発足のお知らせ
IGCP411“東アジアのゴンドワナ起源テレ

ーンのジオイナミクス”が正式なプロジェク
トとして承認され，1998年より2002年の5
年計画で実施されます．
このプロジェクトは，ゴンドワナ起源のテ

レーンのアジア大陸への集合のジオダイナミ
クスの理解と，これらのテレーンにおける鉱
物エネルギー資源の評価を目的としていま
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す．また，このプロジェクトでは地殻の進化，
マントル過程，構造発達史，資源のポテンシ
ャルなどが，アジア各国を始め，国際協力の
もとに解析されます．堆積学，構造地質学，
変成岩岩石学，古地磁気学，古生物学，鉱床
学，石油・石炭地質学など様々な学問領域を
越えて検討がなされ，アジアのテクトニクス
と資源が解明されるものと期待されていま
す．
リーダーは神戸大学の波田重煕氏（神戸大

学）で，副リーダーとしては，Ian Metcalfe
氏（オーストラリア），Tran Van Tri氏（ベ
トナム）， J.H. Kim氏（韓国），Jin Xiaochi氏
（中国）の 4人が，事務局長としては，J.
Aitchison氏（香港）が指名されています．
日本の国内委員は，脇田浩二（地調）が行っ
ています．
IGCP411の第1回の会合は，中華人民共和

国湖北省宜昌（イーチャン）で今年10月
10_20日に行われます．国際シンポジウム
“Geodyanamic and Tectonic Evolution of
China and related Gownwana Crustal
Fragments : International Symposium and
Field Workshop”で，IGCP368やIGCP400
と共同開催です．プレ巡検では Yangtze
Gorgeで新生代から原生代後期までの地層の
観察ができ，ポスト巡検では Qing l i n g
Mobile Beltを見学する巡検やBabu ophiolite
等を観察する巡検が予定されています．ご興
味のある方は，Mr. Hu Ning (Yichang
Institute of Geology and Mineral Resources)
Fax : +86-717-6331867までご連絡ください．
（文責：地質調査所国際協力室　脇田浩二）

第15回ゼオライト研究発表
会
今秋は「第15回ゼオライト研究発表会」

を下記の要領で北海道北見市の市民会館で開
催致します．ゼオライトおよびその類縁物質
の基礎と応用の，新たな展開を志向します．
充実した研究発表と活発な討論の場に，多数
の研究者・技術者が参加されることを期待し
ます．この機会に奮ってご参集下さい．

主　催：ゼオライト学会
共催等（順不同）：化学工学会，触媒学会，
石油学会，日本イオン交換学会，日本エネ
ルギー学会，日本化学会，日本セラミック
協会，日本地質学会，日本粘土学会，有機
合成協会（予定）
日　時：平成11年 10月 21日（木），22日

（金）
会　場：北見市民会館（北海道北見市常盤町

2_1_10）JR北見駅から徒歩約10分，
女満別空港から北見市内行きバスに
て北見バスターミナル下車（約45
分）後，徒歩約10分

テーマ：ゼオライトおよびその類縁化合物に
関連した研究の基礎から応用まで
講演の種類：1）特別講演（2件予定），2）

総合研究発表（成果がある程度まとまって
いる研究を総合したもの．したがって，既
発表の研究成果であってもそれらをまとめ
た内容であればよい．討論を含めて30分
程度），3）一般研究発表（未発表の研究成
果の発表．討論を含めて20分程度）
講演申込締切：6月25日（金）
講演申込： 1）講演題目，2）発表者氏名
（講演者に○印），3）所属機関，4）講演の
種類（総合研究発表か一般研究発表かの区
別），5）研究分野（プログラム編成の参考
に，つぎの分野のうち一つを選んで下さい．
鉱物学，地質学，構造，合成，イオン交換，
修飾，吸着，触媒，応用（農業，洗剤など），
その他），6）連絡先（郵便番号，住所，氏
名，電話番号，Fax番号）を申込用紙に記
入し，下記宛にご郵送願います（Faxまた
はE-mailでも可能です）．
申込先：〒152_8550 東京都目黒区大岡山
2_12_1 東京工業大学理工学研究科化学専
攻八嶋研究室気付
ゼオライト研究発表会係（小松隆之）宛
Fax : 03_5734_2758 
E-mail : komatsu@chem.titech.ac.jp
登録費：会員（主催並びに共催等の学協会の
個人会員，およびゼオライト学会団体会員
の法人に属する人を含む）5,000円，学生
2,000円，非会員　8,000円（予稿集代を含
む．当日申し受けます．）
予稿原稿締切：9月10日（金）
懇親会：10月21日（木）講演終了後，会場
近くにて．会費　6,000円（学生　3,000円）
の予定
北見市内の主なホテル：北見東急イン（電話
0157_61_0109），北見ピアソンホテル
（0157_25_1000），ホテルベルクラシック北
見（0157_31_1200），北見シテイホテル
（0157_24_3155），北見グリーンホテル
（0157_24_1191），ホテル黒部（0157_23_

2251）

「サイエンス・フロンティア
つくば999」（SFT999）
開催のお知らせ
6つの部会構成で，内外の幅広い分野の研

究者が集まり，21世紀の科学・技術研究を
討議
江崎玲於奈氏をゼネラル・チェアに，つく

ばの研究者が中心となって企画した「サイエ
ンス・フロンティアつくば999」（略称・
SFT999）が，今秋11月に開催されます．
「科学と技術の限界に挑む」を主テーマと
する同会議は，つくば国際会議場の開館記念
自主事業であり，研究学園都市としてのつく
ばを意識したものですが，同時に，6つの部
会を代表する国内外の研究者が一堂に会し
て，21世紀の科学・技術研究について討議
する横断的な研究交流の場を目指すもので

す．
部会構成；
・構造生物学部会（部会長・西村　暹）
・脳科学部会（部会長・伊藤正男）
・農業科学部会（部会長・貝沼圭二）
・物質科学部会（部会長・丸山瑛一）
・地球科学部会（部会長・石田瑞穂）
・情報通信科学部会（部会長・諏訪　基）
プログラムの主要構成；
第1日/ノーベル賞受賞者3名を含む各部
会からの基調講演者による「オープニン
グ・プレナリー」と，6人が登壇する
「パネル・ディスカッション」
第2日/6部会パラレルで実施する「部会セ
ッション」と，テーマをつくばに絞った
全体会議「つくばセッション」
第3日/部会長による「クロージング・プ
レナリー」
詳細はホームページ，あるいはSFT999事

務局までお問い合わせください．
多くの皆様の，特に21世紀の科学・技術

を担う若い研究者の積極的参加を期待してお
ります．
主　催：つくば国際会議場自主事業組織委員
会
共　催：茨城県
後　援：科学技術庁など
日　時：1999年11月17日（水）～19日（金）
会　場：つくば国際会議場
公用語：日本語，英語（同時通訳あり）
登録料：一般20,000円（25,000円），学生
6,000円（8,000円）
（ ）内は1999年10月以降の申込みの場合
SFT999事務局
〒102_8646 東京都千代田区平河町2_7_4
砂防会館別館（株）アイシーエス企画内
電話 03_3263_6153
Fax 03_3263_7318
e-mail : sft999@ics-inc.co.jp
URL http ://www.sft.gr.jp

国際地質対比計画の新プロ
ジェクト「白亜紀の炭素循
環と生物多様性の変動」の
開始
1998年10月15日締め切りで提出した国際

地質対比計画の新しいプロジェクト案が，去
る2月1日から4日にかけてパリの国連教育
科学文化機構・国際地質科学連合・国際地質
対比計画の委員会において正式に採択され，
始動することになったのでこの場を借りて広
く会員の皆様にご案内するとともに，参加を
呼びかけたい．
新しいプロジェクトの正式名称はLand-

Ocean Interactions of Carbon Cycle and Bio -
Diversity Change during the Cretaceous in
Asiaで，略称はLand-Ocean Interactions dur-
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ing the Cretaceous in Asia，課題番号は434，
プロジェクト・リーダーは私，平野である．
承認された国際共同研究の期間は1999年か
ら2003年の5年間である．
パリに送った研究計画書は大部であるが，

Brief outline of the projectに記載した内容は
以下の通りである．

We construct a new scale for the correlation
between the Cretaceous marine and non-
marine deposits by establishing stable carbon
isotope stratigraphy with taking notice of the
global carbon cycle as a new point of view of
the present project, because the non-marine
Cretaceous of which age-determination is still
uncertain is widely distributed in Asia. With
the background of the newly obtained, higher
resolution and more reliable correlation, we
study the Cretaceous plume activities and the
associated tectonic movements in East and
South Asia in one hand. On the other hand,
we study the genesis of metallic and non-
metallic ore deposits, sea-level changes, car-
bon cycle, changes of partial pressure of car-
bondioxydes, climatic changes, floral changes
including the appearance and flourish of
angiosperms, turnover of oceanic layered
structure including the occurrence of
upwelling and anoxic events, genesis of fossil
fuels and the response of biotope, elucidating
their relation of cause and effect in more
detail. 

これをやや敷衍して新プロジェクトの方向
性を示すと次のようになる．

1． 生物生産量の変動を含めた環境変動の指
標である安定炭素同位体比の変動に着目し
て，一方ではこの標準曲線を作成して新し
い年代尺度として機能させ，アジアに広域
にわたり分布している陸成白亜系と海成白
亜系の対比の精度を向上させる．
2． 他方では，文字どおり生物生産量の変動
の指標として機能させ，古生物多様性の変
動と環境の諸要素の変動との因果関係を追
求する．この際，新しい年代尺度の導入に
より，白亜紀中の様々な出来事の前後関係
が従来より一層高い分解能で時間的位置づ
けがされていることが進歩の前提となる．
3． 新しい年代尺度は，ある程度分解能の高
い国際対比が進まないと立証できないわけ
であるから，従来の地球科学の諸原理に基
づいた化石層序による国際対比，放射年代
の測定，古地磁気の研究，等を先の
IGCP_350のプロジェクトと同様に推進す
る．
4． 陸成・海成両白亜系について，従来の地
球科学の諸分野，私の専攻する古生物学に
例をとれば各種分類群の多様性の変動と進
化学的研究，古生物地理学的研究，被子植
物の起源と初期の歴史の研究，等をそれぞ
れ推進し，白亜紀に生じた出来事について
の私たちの認識を一層高める．
5． 白亜紀の環境の諸要素の変動の遠因はス
ーパー・プルームの上昇にあるという学説
があり，既によく知られている盛んな火成
活動は安定炭素同位体比に影響を及ぼした
ことが考えられる．それは，プレート運動
にも，海水準の変動にも作用したと考えら
れる．従って，上記の地球科学の諸分野は，
構造地質学，堆積学はもとより，多岐に渡

る分野を包含している．何らかの貢献が期
待されるのなら，このプロジェクトへの参
加をお断りする分野はないと言えよう．
6． 以上の成果を積み重ねて，最終的に白亜
紀の環境変動の究極の原因から，その展開
（波及）過程の様々な環境諸要素の変動，
その生物界に与えた影響を解析する．
7． なお，IGCPの基本的な立場から，開発
途上国の地球科学の発展に向けての刺激と
支援，石油・ガスを初め地下資源のより有
効な探鉱・開発，が重要な割合を占めてい
る．そのような観点から，国際シンポジウ
ムは，日本，ベトナム，インドネシア，ロ
シア，タイ等で実施する計画である．
このプロジェクトに参加を希望される方

は，文末に記すプロジェクト・リーダーまで
ご連絡されたい．
なお，最後となったが，このプロジェクト

は上記委員会で最終的にexcellentという最
高の評価を得たプロジェクト番号350，「白
亜紀の東・南アジアに於ける環境変動」（プ
ロジェクト・リーダー：岡田博有・日本地質
学会元会長）の後継プロジェクトであり，同
プエロジェクトで活躍をされた方々にはイン
ドの野外討論会以来早くから参加を呼びかけ
てきたが，昨年申請に当たっては14か国41
人の研究者から文書，またはメールで参加の
意志表示をしていただき，このプロジェクト
が採択される大きな原動力の一つとなったこ
とを明記して，感謝申し上げる．
連絡先：早稲田大学教育学部地球科学教室，
IGCP_434プロジェクト・リーダー，
平野弘道，Fax:03_3207_4950, e-mail:hhira-
no@mn.waseda.ac.jp

（平野弘道）

日本地質学会に寄せられ
た候補者の推薦依頼をご
案内いたします．推薦ご
希望の方は締切日半月前
までに，執行委員会まで
お申し込み下さい．

鉱物資源探査・生産技術に
関する研究テーマ公募
金属鉱業事業団技術開発部では，通商産業

省資源エネルギー庁からの委託を受けて実施
している「鉱物資源探査技術開発等調査」の
一環として，陸上における非鉄金属資源の探
査・生産技術の実用化に資する共同研究公募
を実施する予定です．この事業は，国内の大
学等を対象として具体的な研究テーマを広く
公募して提案の中から審査・選定した上，所
属大学等との間に共同研究契約を締結し，そ
の研究を資金的・技術的に支援しようという
ものです．公募するテーマの内容は新しい探
査・生産技術の実用化に寄与すると考えられ
る研究であれば特に内容の制限はありませ

ん．つきましては平成11年度の研究テーマ
公募を下記の内容で行います．

記
1． 対象となる研究分野
非鉄金属資源に関する

・探査技術（例：物理探査，地化学探査，リ
モートセンシングなど）
・生産技術（例：選鉱，湿式精錬，廃さいか
らの金属回収など）
2． 研究の内容
・例：新技術を確立し，実用化を図るために
必要な基礎データの収集・解析，新技術の
現場適用のためのスケールモデル実験な
ど．
＊事業内容は，平成11年7月から平成12年1
月までの間で作業を実施し，平成12年1月
末までに結果を取りまとめられる内容で，
その実施において当事業団以外の第三者か
ら資金援助を受ける予定の無いものとしま
す．また，平成10年度に本制度により実
施された研究の継続実施の提案も受け付け
ます．
3． 支援の内容
・資金援助：備品・消耗品代，調査旅費など

1テーマにつき500万円程度まで　
＊なお単価20万円を超える備品は，事業団
が購入し，研究実施者に貸与する形になり
ます．
・施設提供：必要に応じて金属鉱業事業団技
術研究所（秋田県小坂町）の実験施設（実
験室，実験機器など）を無償で利用できま
す．
4． 提案者の資格
国・公立及び私立大学の教官および付属研

究機関の研究者．なお，民間企業等との共同
提案も可能です（ただし，提案代表者は大学
に所属するものに限ります）．
5． 提案が採択された場合の研究実施者の義
務
・所属大学と事業団との共同研究実施のため
の諸手続
・事業団に対する研究結果報告書の提出
・事業団による研究成果の公表への同意
・研究費用の使途に関する証拠書類の提出
(必要に応じて)
6． 公募要領
・提案受付期間：平成11年6月1日（火）～6
月30日（水）

各賞・
研究助成
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・提案書の内容：
1：研究タイトル
2：研究実施者の氏名と所属，連絡先
3：研究テーマの内容
4：実用化に向けた具体的な方策
5：研究スケジュール
6：必要経費の概算
（様式については本案内末に提示）

・提案書提出先：金属鉱業事業団技術開発部
探鉱技術開発課
・採択研究数：4件程度
・審査結果通知：平成11年7月中旬頃に提案
者へ通知します．
詳細についての問い合わせ先：
金属鉱業事業団　技術開発部　探鉱技術開
発課（担当）大岡　e-mail : tooka@mmaj.
go.jp
〒105_0001 東京都港区虎ノ門1丁目24_14
常盤ビル　電話 03_5512_1395 Fax：
03_5512_1428

（提案書の様式）
イ．次頁以下の記載例に従って記入して下さ
い．

ロ．用紙は，A4版を利用し，左とじにして
ください．図面は白黒でお願いします．

ハ．様　式
1． 研究タイトル
2． 研究実施者の氏名と所属，連絡先
（1） 代表提案者
○○大学○○学部○○学科　○○○○

（2） 共同提案者（民間企業等）
（3） 連絡責任者
○○大学○○学部○○学科　○○○○
氏名　○○　○○
電話（＊＊＊＊）＊＊＊＊－＊＊＊＊
Fax （＊＊＊＊）＊＊＊＊－＊＊＊＊
e-mail ＊＊＊＊＊@＊＊＊＊＊＊＊＊

3． 研究テーマの内容
（1） 研究の目的
（2） 研究及び提案する方式・方法の内容
（3） 当該研究又は関連技術の研究実績等
（4） 研究分担（共同提案者のある場合のみ）
＊必要に応じて参考図等を添付してくださ
い．
4． 実用化に向けた具体的な方策
（1） 実用化への具体的な研究ステップ
＊実用化への道筋を明確に示すとともに，そ
の道筋のどの部分を今回提案する研究で行
うか及び数年間にわたる具体的な研究計画
等について記載すること．
（2） 実用化により期待される効果
＊当該技術のニーズ及び想定されるユーザー
を明らかにし，実用化により期待される経
済的，社会的，技術的効果等について記載
すること．
5． 研究スケジュール（平成11年度分）
6． 必要経費の概算
■研究費項目（単位：千円）
1． 旅　費　　　　　円

2． 研究費　　　　　　円
（1）備品費　　　　　円
（2）消耗品費　　　　円
3． 光熱水料　　　　　円
4． 賃　金　　　　　　円
5． その他　　　　　　円
（大学で指定する研究登録費，共同研究に
必要な管理経費等)
＊消費税は，研究費項目毎に内税で計上のこ
と．必要に応じて研究費項目の変更は可能
です．

1999年地球化学研究協会
学術賞「三宅賞」の受賞候
補者および研究助成候補者
の推薦について
三宅泰雄教授退官記念事業として1972年

に設立された地球化学研究協会は，その翌年
から，地球化学に顕著な業績を収めた科学者
に，毎年地球化学研究協会学術賞「三宅賞」
を贈呈しています．
さらに，1983年からは海外シンポジウム

に出席・論文を発表し，または海外の学術研
究調査等に参加する地球化学の若手研究者に
対し，助成を行っています．
三宅賞

1． 本賞は地球化学に顕著な研究業績を収め
た科学者に贈呈します．
2． 本賞は賞状とし，副賞として賞牌および
賞金（30万円）を添えます．
3． 本賞の贈呈は，1年に1件（1名）としま
す．
4． 規定の用紙に受賞候補者の推薦対象とな
る研究題目，推薦理由（400字程度）主な
論文10編程度に略歴を添えて，協会事務
所までお送り下さい．
研究助成

1． 研究助成は地球化学の研究者で，海外に
おける学術調査研究（国際共同研究を含む）
などに参加する者，ならびに海外のシンポ
ジウム等に出席し論文を発表する者に行わ
れます．
2． 助成金は1件10万円とし，年に数件とし
ます．
3． 規定の用紙に推薦候補者（各締め切り日
において満40才までとする）の略歴，研
究業績の他，海外調査等に関しては対象地
（国名，地域名），目的・計画，推薦理由，
同行者などを記入し，海外のシンポジウム
出席については，国際会議名（主催団体，
開催場所，開催年月日），発表論文題目，
推薦理由を記入し，協会事務所までお送り
下さい．
三宅賞の贈呈および研究助成者の発表は，

1999年12月4日（土）東京で行います．
申し込み締め切り　三宅賞1999年8月31日
研究助成は，第1回締め切り1999年8月31日

第2回締め切り2000年1月15日
問い合わせ先：〒166_0002
東京都杉並区高円寺北4_29_2_217
電話 03_3330_2455（Fax兼用）

2000年度「女性科学者に
明るい未来をの会・猿橋賞」
の受賞候補者および研究助
成候補者の推薦依頼につい
て
「女性科学者に明るい未来をの会」（1980
年創立）は，自然科学の分野で，顕著な研究
業績を収めた女性科学者に，毎年，賞（猿橋
賞）を贈呈してまいりました．
1999年度からは，さらに海外のシンポジ

ウム等に出席し，論文を発表する若手の女性
研究者に対し，研究助成することにいたしま
した．
賞金と助成金は，本会を母体として新設さ

れた公益信託（1990年3月13日文部省認可）
「女性自然科学者研究支援基金」（受託者　東
洋信託銀行株式会社）から支出されます．
猿橋賞

1． 本賞は自然科学の分野で，顕著な研究業
績を収めた女性科学者（ただし，下記の推
薦締め切り日で50才未満）に贈呈します．
2． 本賞は賞状とし，副賞として賞金（30
万円）を添えます．
3． 本賞の贈呈は1年1件です．
4． 所定の用紙に受賞候補者の推薦対象とな
る研究題目，推薦理由（400字程度）．略
歴，主な業績リスト，主な論文別刷10編
程度，および推薦者氏名・肩書きを，本会
事務所までお送り下さい．
5． 締め切りは1999年11月30日（必着）
6． 第20回賞贈呈式は，2000年5月，東京
にて行う予定です．
研究助成

1． 海外のシンポジウム等に参加し，論文を
発表する女性科学者に対し，研究助成をい
たします．
2． 助成金は1件10万円とし，年に数件とし
ます．
3． 所定の用紙に推薦対象者（各締め切り日
において満40才未満）の略歴，研究業績，
国際会議名（主催団体，開催場所，年月日），
発表論題目，推薦理由等，および推薦者氏
名・肩書きを記入して，本事務所までお送
り下さい．
4． 締め切りは1999年11月末日と，2000年
4月末日の2回
問い合わせ先：
〒166_0002 東京都杉並区高円寺北4_29_

2_217
電話 03_3330_2455（Fax兼用）
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東京大学理学系研究科，JSPS Research Fellow
山口はるか　haruka@geol.s.u-tokyo.ac.jp
学会の会場はロッキーに囲まれたこぢんまりとした街ケンモアの
片隅にある，カナダらしいログハウス風の優雅なホテルで，大勢の
愉快なカナダ人達と欧米人が集まった．日本人の参加者は海外在住
を含め5名；道林＠モンペリエ大，川本＠京大，猿渡＠モントリオ
ール大，島田＠早大，山口＠東大．
今回はCanadian Tectonics Groupの第18回目の年会で，ウィリア
ムズ記念と銘打たれ，かの有名な教科書『An Outline of Structural
Geology』の著者の一人である彼を慕って国内外から友人や学生の
多くが集った．講演の内容もウィリアムズらが取り組んできた面構
造の発達に関するものを中心に，最近のトピックと地元カナダ，特
にロッキーの構造が巡検を前に熱く語られた．
各演目は次の通り：「褶曲と面構造」「ベインと面構造」「微細構

造と変成作用」「高歪帯」「展張構造とテクトニクス」「深成岩の貫
入様式」「地殻中～深部構造」「造山運動，構造とテクトニクス」
「コルディレラ造山運動」．議論の時間がたっぷりあり，なじみない
内容でも充分に堪能できた．手に取る雑誌でぼんやりと伝わるのみ
のトピック達が，学会では現実の生き生きとした刺激となるから不
思議だ．印象的だったのは女性参加者の多いこと，そして彼女らの
はつらつとした研究姿である．それほど意識したことはなかったの
だが，女性が当然のように数多く活動していることは新鮮でかつ心
強く思われた．大いに元気づけられたような気がする．
さて話は戻ってウィリアムズ．2日目の夜は彼のための晩餐会が

開かれた．学生から「常にミクロとマクロの両方を考えるよう説く
先生」「研究者としても教育者としても素晴らしい人」と紹介され
て始まり，スライドショーでは若かりし頃の，髭のないウィリアム
ズが露頭前でポーズをとる様子やキャンプ地で美しい山を前に黄昏
れる姿（という解説がつく）などが公開され，一同が沸いた．さら
にホッブスやバーノン，リスターなど長年の友人らがお祝い？に
「何度も1つベッドで寝たが，いびきがうるさくてかなわん」だの
「サンダルで調査に行ってこわれてなかなか戻ってこなかった」
「Penny～ってのが口癖だけど特に意味はないらしい」といった小
話を披露したので，ウィリアムズは人のよい顔を真っ赤にして，勘
弁してくれよ，とばかりに白髪の頭を抱え苦笑していた．ラストは
学生達から大好きな音楽CDと銘入りのボードがプレゼントされ，
拍手喝采のうちに終わった．研究を通じた人のつながりがとても素
敵に映った集会だった．

早稲田大学理工学研究科，JSPS Research Fellow
島田耕史　698g5040@mn.waseda.ac.jp
「…ああ，そうか，この人達を追いかけてるんだね…」2台のス
ライドから繰り出される新鮮な研究内容に驚嘆し，理解しきれずに
ほとんどBGMと化してしまいそうになる説明を耳にして，浮かん
だ思いがこれであった．研究初心者の私も，国際誌の論文を読み，
教科書を読み，どうにかこうにか理解をし，自分の研究にフィード
バックしようと，日夜努力をしているつもりでいる．そんな国際誌
を実際に作っている人達による最新号数巻分の内容が，垂水のごと
く流れていく会場にあって，私はまず硬くなり，驚き，次にうれし
くなって興奮した．
そんな高ぶりをなだめてくれたのは，この会議のゆったりと，ま

た，着実なペース，そしてロッキー山脈の景観であった．口頭発表
は朝8時に始まり，ほぼすべての発表者が20分の自分の時間を厳守
し，夕方3時半には終了する．一日あたり13件ほどの発表は日本地
質学会年会の3～4時間分に相当する．私が発表したポスター発表
の時間は，口頭発表の合間に30分ほどと口頭発表終了後の2時間で，
3日間貼りっぱなしであった．ポスターは，カナダを始めとする院
生クラスの発表も多く見受けられ，彼らと有意義な議論の時間が持
てた．外に出ると，ついさっき発表で聞いたナップ境界が，頭の冴
える空気の中にそびえるロッキーの山肌に現れている．食堂から眺
める風景も精神衛生上このうえなく良好であった．これでコーヒー
がもっと濃ければなあ…
巡検では，初日にロッキー山脈のForeland fold & thrust beltを，

1日で200kmほど横断し，構成岩類と東フェルゲンツを基調とする
種々の変形構造を観察した．二日目はOmineca beltに露出する
Shuswap変成岩コアコンプレックスの構成岩類と複数の変形ステー
ジが記録された変形構造を観察した．コルディレラ型の造山帯の模
式地の一部を観察したわけであるが，同じくプレートの収束境界領
域に形成された日本列島の地質大構造と，規模，構成岩類が全く異
なることに驚いた．
今回の学会への参加は，世界との距離を測り，研究者としての成

功例を頭に刷り込む大変良い機会となった．末筆ですが，学会参加
旅費を支給してくださった大学当局に記して謝意を表します．

in Honour of Paul F. Williams Evolution of
Structures in Deforming Rocksに参加して
(26_28 September 1998 Canmore, Alberta,
Canada)

院生コーナー

写真 2 参加者と共にShuswap metamorphic complexの露頭を観察をする
P.F. Williams教授（中央）．左端はモントリオール大，猿渡和子さん．

写真 3 Castle Mountain．森林限界よりやや下に東フェルゲンツの
Castle Mountainスラストが存在する．高速1号線より北を望む．

写真 1 The Three Sisters．右（西）より3つ目のピークの下部，
なだらかな稜線へと急変する付近に東フェルゲンツのRundle
スラストが存在する．Canmoreの学会会場付近より．

常時投稿をお待ちしております．院生コーナーの編集は，現在，
以下の2人で行っております．e-mailでいただければ幸いです．
（顔ぶれが変わりました）

698g5040@mn.waseda.ac.jp 島田耕史　（早大）
massago@geo.titech.ac.jp 真砂英樹　（東工大）
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ニュース誌2月号のThe Island Arcだよりに，「The Island Arc
への投稿のお誘い」ということで，小川・巽両編集委員長に原
稿を書いていただきましたが，今回は，Associate Editors（准
編集員）のお一人として編集業務に携わっていただいている京
都大学名誉教授の坂野昇平氏に，編集に携わっての経験談など
を書いていただきました．是非お読みいただき，今後の投稿へ
の参考にしていただきたいと思います．皆様からの積極的な投
稿をお待ちしています．

The Island Arcの編集に携わって

坂野昇平
私は98年の4月からThe Island Arcの准編集員の一人に推薦

され，変成岩地質学の論文を特に担当するように依頼された．
その後の話ではボケ防止になるだろうということらしい．この
4月で1年になりその間一般論文6編と特集号1つを手がけてき
たのでその感想を述べたい．
編集手続き
The Island Arc（編集部ではISARと略している）の一般の申
し合わせかどうか知らないが，私は次の基本方針を立てた．1）
2人の査読者の内少なくとも1人は日本人でないこと（在外の
人をここに加える）．2）受理か否かは査読者の意見が一致した
ときにはそのとおり，意見の違う場合はもう一人の査読者を依
頼し，その意見を聞いて私が結論を出し，小川・ の両編集
長が最終的に決定する．
まず，困ったのはレベルが低いとは思えないが地域性が強く

国外の人には査読を頼めないようなものがあることで，このよ
うな場合，在外日本人にお願いすることになった．
第2は皆さん査読の意見が具体的でないこと．査読者が受理

であれば，私の第1原理からすると当然受理するが，私として
の修正要求もすることになる．査読の意見は具体的でないと，
著者がその助言に従っているかどうかがわからない．“議論を
もう少し丁寧に”といっても本人はそれでよいと思って投稿し
たので直しようがない．
第3は若い人は一般に査読が甘いが，時々逆に非常識といえ

るほど他人の主張に非寛容なこともある．査読者と意見が違っ
ても主張がそれなりに整理されて体裁も整っていれば，明らか
な誤りに基づいているのでなければ受理すべきであろう．
第4に困るのは著者に自信がありすぎて自分周辺の人の意見

を聞かない，つまり原稿をいろいろな人に見せてから投稿しな
い事．論文が読みやすく書けているかは著者が判断するのでは
なく読者が判断する．アメリカ人の論文に少なくとも数人の人
に謝辞が書かれていることが多いのは，何も教授・助教授に儀
礼的に謝辞を書いているのではなく意見を言ってくれた人に感
謝しているのだ．私は東大教養学部のサークルで板倉聖宣氏が
研究会誌の投稿者に必ず投稿前に友人に読んでもらうことを勧
めていたこと，都城先生が院生の原稿は机の上のノートを閉じ
て，即座に読んでくれたことを思い出す．
特集号
ISARは特集号が多すぎる事は問題だ．一方ゼミにせよ雑誌

にせよ定期的に開くことが続くもとだから，定期刊行を続ける
ことは雑誌の存在の前提で特集号を増やすのはやむをえない部
分もある．ISARへの原稿の少ないのは学会誌の英文原稿の数
がその学会誌の刊行助成金に影響するという官僚的科学政策も
一因であろう．学術会議でこういうことも議論してもらいたい
と思う．特集号には意義と欠陥がある．

一つの号で特定の主題の論文が集まっているのはともかく便
利である，一方，“坂野さん特集号はきたない．どんどん甘く
受理するのでしょう．単発で投稿して査読で泣かされている身
になってくれ”といわれたこともある．確かにこの抗議は血が
にじみ出ている．特集号は編集部および出版社の要求と科学的
レベルとのせめぎあいで決まるし，全体の構成上の考慮が入る
のは多少はやむを得ない．特集号の編集は客員編集者に任すの
が普通だが，論文のスタイルとか水準をまもるために，准編集
員も参加するという最近の慣習はよいと思う
Journal of Metamorphic Geologyの却下率は20％，Geology

の受理率は20―30％ぐらいと聞いたことがある．
引用のしかた
文献の引用の仕方も問題である．昔Lovering（だったと思う）
はこの研究をしている人間は自分以外にいないから，他人の文
献の引用がないと言われても困ると言っていたが，その逆にと
もかく自分の論文を多数引用する人も多い．一方，公正である
ためにメッチャ引用する人もある．資源保護を考えて本当に必
要な文献だけ引用すればよい．それよりも考える必要があるの
は講演要旨，投稿中論文の扱いである．こういうものはどうし
ても引用せねばならない時はあるのだが，そういうものは必要
最小限にするのが礼儀であろう．かつてISARに投稿された論
文が印刷寸前に取り下げられたことがあった．共著者に理由を
聞いたところ，あまりにも投稿中の論文の引用が多すぎたので
取り下げるように説得したとのことだった．大変ありがたいが，
共著者なら投稿前に説得してくれればもっとよかった．どうし
ても必要な時は丁寧に何を言っているのかを引用せねばならな
い．講演要旨の引用も注意する必要があろう．A氏がB氏にお
前は俺の講演をなぜ引用しないのかと抗議されたが，そのこと
は講演要旨には書かれていなかったので怒られたほうは途方に
暮れていた例を複数見聞きした．逆に地質学会の講演会で“要
旨に書いたことより最近考えたことを話す“といった人もいた．
こういう時は講演要旨はどうなるのだろう．
前にJournal of Metamorphic Geologyの特集号を編集してい

たとき，査読者から“著者が本人の日本の学会の講演要旨や英
文要旨のない日本の雑誌の論文を沢山引用しているが，どうい
うことを引用しているのか全くわからない．”と苦情を言われ
たこともあった．今もそういう査読がISARの原稿について来
ている．これも速報であればともかく，2年も3年も前の要旨
ならどうしてそれを論文にしていないのだろう．もっとも英語
で書かれていないものは論文でないということではない．日本
海が東北日本に沈み込んでいるというアイデアは，国際誌に発
表されたものではない．
私は自分の要旨は引用しないが，他人の重要なものは知って

いれば引用する．しかしわざわざ探さない．査読者は公開され
ていない論文のコピーを要求する権利がある．C氏がコピーを
要求したら投稿されていなかったことがあり，また私はD氏が
印刷中と引用している論文を何年か後にあれはおかしいのでは
ないかと気がつき，読みたくなって探したが見つからなかった
こともある．印刷されていなかったのだ．印刷中とは受理され
ているということで，投稿したということではない．
孫引き
査読では気がついていないが，学位論文では孫引きがあった．
孫引きとは原著を読まないで他人が引用しているものからもう
一度引用することである．電話ごっこのように伝言は次第にね
じれていく．文献欄にはMineralogical Abstractで探して，E et
al.（1999：題目．雑誌　in Min. Abstract, v.p, 1999.）として文

The Island Arcだより



日本地質学会News 2 （ 5） 17

献欄に記載するのがよかろう．Min. Abstr.が近くになければ，
引用を見た論文をMin. Abstr.の代わりに引用すればよい．孫引
きは恥ずかしいことだという感覚が必要だ．Min. Abstr.と
Chem. Abstr.を探せば岩石，鉱物，地球化学の論文の要約がな
いことはあるまい．しかし，こういうことはほとんど個別の問
題であり規則で規制しないほうがよい．ISARの投稿者と読者
が良識的に振舞う以外に解法はないだろうが，だんだん慣行が
固まっていくのが望ましい．
後書き
私はこういうことを始めから考えて研究論文を発表してきた
わけではない．久野　久，都城秋穂，山崎正夫，松井義人，W．
S．MacKenzieなどの先輩・友人との交流の中で失敗しながら
だんだん理解してきたことをのべた．人にお説教する立場では
ないが，年を取るとどうしても言いたくなることが多い．

なお，論文の投稿や雑誌の編集上のことでお聞きになりたい
ときは編集委員長まで，その他のいろいろな問い合わせ・ご意
見・苦情等につきましては，気軽に編集事務局長までお知らせ
ください．出張等で長期不在の場合もありますので，後者の場
合は，宛先を連名でお送りくだされば幸いです．

The Island Arc編集委員長
小川勇二郎（筑波大学，電話 0298_53_4307, Fax : 51_9764,
E_mail : yogawa@arsia.geo.tsukuba.ac.jp）
好幸（京都大学，電話 0977_22_0713, Fax : 22_0965,
E_mail : tatsumi@bep.vgs.kyoto-u.ac.jp）

The Island Arc編集事務局長
徳橋秀一（地質調査所，電話 0298_54_3676, Fax : 54_3666, 
E_mail : toku@gsj.go.jp）

渡部芳夫（地質調査所，電話 0298_54_3677, Fax : 54_3666, 
E_mail : nabe@gsj.go.jp）

支部コーナー

地質見学会のご案内

日　時：1999年8月28日（土）13 : 00～29日（日）15 : 00
主　催：日本地質学会北海道支部・日高町
内　容：日高山脈館見学と白亜紀前弧域の地質

日　程：8/28（土）普及講演会（13_15時）日高町道の駅
日高山脈館見学（15_17時）日高町道の駅
懇親会（18_20時）日高高原荘　　
8/29（日）日高町周辺の巡検（9_15時）

集合解散：現地（公共交通手段：JR占冠中央駅～日高町役場
のバス）

募集定員：巡検参加者分は35名（日高町中～大型バス使用の
ため）

北海道支部 参加費用：（申し込み時に明記の上，部分参加も可能です）
懇親会：3,000円
宿泊朝食弁当：5,000円
巡検のみ：2,000円（弁当持参，資料代・諸経費等含
み）

案内者：加藤孝幸（アースサイエンス）・川村信人（北大）・
中川　充（地調道支所）

申し込み：下記の支部事務局巡検係まで，葉書・Fax・E-Mail
でお申し込みください．先着35名で定員になり次第
締め切ります．申し込まれた方には確認の連絡を差し
上げます．

日本地質学会北海道支部事務局巡検係：中川　充
〒060_0808 札幌市北区北8条西2丁目
札幌第一合同庁舎内地質調査所北海道支所気付
電話 011_709_1813,  Fax 011_709_1817
E-mail : nakagawa@gsj.go.jp

学会新事務所へ移転！
新住所 〒101_0032 東京都千代田区岩本町2丁目8番15号　井桁ビル6F
新電話番号 03_5823_1150
新ファクス番号 03_5823_1156
＜最寄駅＞　JR：「神田駅」徒歩6分，地下鉄：銀座線「神田駅」6分，

日比谷線「小伝馬町」3分，
都営新宿線「岩本町」4分

（地図は3月号22ページに掲載）



18 日本地質学会News 2 （ 5）

1999, 6～

地球科学分野に関係する研究会，学会，国
際会議などの開催日，会合名，開催学会，開
催場所をご案内いたします．会員の皆さまの
情報をお待ちしています．
☆印は，日本地質学会主催行事．

月 June
○地球惑星科学関連学会1999年度合同大会
8日（火）～11日（金） 場所：国立オリンピ
ック記念青少年総合センター
○第8回地学教育セミナー　地球環境問題を
探って

13日（日） 会場：学習院男子部中高等科
501教室（5階） JR山手線「目白」駅下車
主催：日本地学教育学会・日本地質学会・地
学団体研究会　連絡先：田中義洋　東京学芸
大学附属高等学校　〒154_0002 東京都世田
谷区下馬4_1_5 電話03_3421_8759，Fax
03_3421_5152 E-mail : ytanaka@gakugei-
hs.setagaya.tokyo.jp
○資源地質学会第49回年会講演会
16日（水）～18日（金） 場所：新橋住友ビ
ル1階会議室　
17日にシンポジウム「海底熱水活動研究の
現状とその鉱床探査への応用」を開催．プロ
グラムは本ニュ－スに掲載．問い合わせ先：
資源地質学会　電話 03_3475_5287 Fax
03_3475_0824 E-mail : srg@kt.rim.or.jp
http ://www.kt.rim.or.jp/̃srg/
○日本情報地質学会総会・講演会　GEOIN-
FORUM-’99
24日（木）～25日（金） 場所：北海道大学
学術交流会館
○堆積学研究会99年例会　
25（金）～27日（日） 山形大学理学部先端
科学実験棟（小白川キャンパス）
25日（金）；研究発表，公開討論会，総会
議事，懇親会
26日（土）；研究発表
27日（日）；野外見学会

「出羽丘陵はいつから隆起し始めたか―新庄
盆地西部の中渡層の構造運動と堆積環境」
公開討論会「21世紀の地球深部掘削計画―
堆積学と関連し現状とその未来―」25日午
後（詳細は本誌）
○日本古生物学会第148回例会
26日（土）～27日（日） 場所：兵庫県立人
と自然の博物館　問い合わせ先：間嶋隆一
（横浜国大） email : majima@ed.ynu.ac.jp
電話 045_339_3349 または樽　創（神奈川
県生命の星地球博）e-mail : taru@pat-net.or.jp
電話 0465_21_1515
月 July

○地学団体研究会第53回総会
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31日（土）～8月2日（月） 場所：長野県勤
労者福祉センター（長野市）http : //www.
janis.or.jp/users/gann/99soukai/soukai.htm
○第 36回理工学における同位元素研究発表
会発表論文募集

5日（月）～7日（水） 会場：国立教育会館
（東京都千代田区霞が関3_2_3） 問い合わ
せ：〒 113_8941 東京都文京区本駒込
2_28_45 日本アイソトープ協会学術課内
理工学における同位元素研究発表会運営委員
会　電話 03_5395_8081 Fax 03_5395_8053
E-mail : gakujutsu@jrias.or.jp
月 August

○日韓構造地質研究会第2回合同大会
19日（木）～23日（月） 場所：北海道様似
町　セミナーは20日，21～23日は日高帯の
巡検　1st.circular申し込み締切：3月31日
（水） 詳細は地質学雑誌ニュース誌1998，
12号，p16を参照　問い合わせ先：高木秀雄
（早大・教育） e-mail : hideo@mn.waseda.
ac.jp 電話：03_5286_1510
○第四紀学会1999年大会
23日（月）～25日（水） 26日（木）～27日
巡検　場所：京都大学
☆北海道支部地質見学会のご案内

28日（土）～29日（日） 日高山脈館見学と
白亜紀前弧域の地質
支部事務局巡検係：中川　充
〒060_0808 札幌市北区北8条西2丁目　札
幌第一合同庁舎内地質調査所北海道支所気付
電話 011_709_1813, Fax 011_709_1817 E-
Mail : nakagawa@gsj.go.jp（詳細は本誌）
月 September

◯第8回化石クニダリア海綿国際会議
12日～16日 場所：仙台市の仙台国際セン
ター　連絡先並びに2nd Circular申し込み
先：〒980_8578 仙台市青葉区荒巻　東北大
学総合学術博物館　第8回化石クニダリア海
綿国際会議組織委員会　森　啓　電話
022_217_6769 Fax022_217_6631 E_mail :
mori@dges.tohoku.ac.jp
○第43回粘土科学討論会
16日（木）～18日（土） 会場：倉敷芸術科
学大学（倉敷市連島町西之浦）討論会問い合
わせ先：岡山理科大学理学部基礎理学科坂本
尚史（電話・Fax 862_256_9430） テーマ：
環境汚染と粘土
○日本鉱物学会1999年度年会および総会
23日（木）～25日（土） 場所：茨城大学
○日本古生物学会ワークショップ「海産無脊

椎動物の古生態学」

23日（木）～25日（土），26日（日）は自由
参加 内容：23日午後：講義「古生態学の
研究方法と実例」（ Prof. F.T.Fursich,
Wuerzburg大学） 24日：参加者による話題
提供・研究発表と議論　25日：野外巡検
（白亜紀），露頭を前にしての議論　26日：
海浜における現生生物の観察と採集　申し込
み・問い合わせ先：〒113_0033本郷7_3_1東
京大学総合研究博物館　金沢謙一　電話
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03_5841_2817 Fax 03_3815_7053 E-mail :
kanazawa@um.u-tokyo.ac.jp（詳細本誌）
月 October

◯第7回太平洋地域新第三系国際会議
3日（日）～6日 （水） The 7th International
Congress on Pacific Neogene Stratigraphy
場所：国立メキシコ大学　主催：RCPNS
（太平洋地域新第三系層序委員会） 連絡先：
Prof. A. Molina-Cruz, Organizing Committee
of VII-RCPNS, Inst. Cien. Mar. Lim., UNAM,
Ap. Post. 70-305, Ciudad Universitaria, Mexico
D.F. 04510 Fax : 52-5-6160748  国内連絡
先：〒422_8035 静岡市宮竹1_9_24 土研
究事務所　土　隆一　電話 054_238_3240
Fax 054_238_3241 e-mail : vyz01052@nifty-
serve.or.jp 会議前後にExcursionを計画，
First Circularは10月に発送される予定．
☆日本地質学会第106年年会
9日（土）～11日（月） 場所：名古屋大学
○日本火山学会1999年秋季大会
9日（土）～11日（月） 講演会（神戸大学）
12日（火） 現地討論会（神鍋火山）
○GPS国際シンポジウム
18日（月）～22日（金） 会場：つくば国際
会議場　主催：測地学会，地震学会，火山学
会ほか
○第15回ゼオライト研究発表会
21日（木）～22日（金） 会場：北見市民会
館（北海道北見市常盤町2_1_10） JR北見駅
から徒歩約10分，女満別空港から北見市内
行きバスにて北見バスターミナル下車（約
45分）後，徒歩約10分　テーマ：ゼオライ
トおよびその類縁化合物に関連した研究の基
礎から応用まで　申込先：〒152_8550 東
京都目黒区大岡山2_12_1 東京工業大学理
工学研究科化学専攻八嶋研究室気付　ゼオラ
イト研究発表会係（小松隆之）宛（詳細本
誌）
月 November

○地震学会1999年度秋季大会
17日（水）～19日（金） 場所：仙台市
○Geo Eng 2000：地盤工学と地質工学に関す
る国際会議

19日（金）～24日（水） 開催地：オースト
ラリア　メルボルン
月 February 2000

○第9回フィッショントラック年代学国際会
議　9th International Conference on Fission
Track Dating and Thermochronology
6日（日）～11日（金） オーストラリア　ロ
ーン　問い合わせなど： http ://ft2000.
unimelb.edu.au
月 August

○第5回国際地形学会議
23～28 会場：中央大学後楽園キャンパス
First circular配布中　内容等問い合わせ先：
柏 谷 健 二 （ 金 沢 大 理 学 部 ） 電 話 ・
Fax 076_264_5735 5th ICG home page :
http://wwwsoc.nacsis.ac.jp/jgu/.
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1998年度第16回執行委員会

1999年3月25日（木）10 : 00～13 : 30に北とぴあ902号会議室に
おいて行われました．
出席は小松正幸会長，徳岡隆夫副会長，小泉　格評議員会議長，

足立勝治執行委員長，天野一男・磯u行雄・木村　学・久保和也・
佐々木和彦・高橋正樹・鳥海光弘の各執行委員および水野事務局長
でした．主な報告，審議事項は以下のとおりです．
1． 斎藤常正地質研連委員長より，科研費審査委員の人数変更につ
いて日本学術会議より通知があった旨の連絡があった．本件につ
いて，評議員会報告に追加することとした．
2． 高須　晃評議員より，本学会から露頭保全に関する要望書を提
出した岡山県大佐町から，現在露頭観察施設を建設中であり，パ
ンフレットが送られてきたことを評議員会で報告して欲しいとの
連絡があった．本件について評議員会報告に追加するとともにパ
ンフレットを配布することとした．
3． 1998年度第4回定例評議員会の議題として，下記の2件を追加
することとした．
1） 編集委員長提案として，投稿臨時規定の一部改正．
2） 小泉評議員会議長提案として，1998年度研究奨励賞の受賞
対象の追加．

4． 第4回定例評議員会および総会の議事進行について検討し，手
順を決めた．

1999年度第1回執行委員会
3月26日（金）に第1回評議員会に引き続いて13時20分より13

時40分まで，早稲田大学国際会議場301会議室で開催されました．
出席者は足立勝治・天野一男・湯浅真人・佐々木和彦・鳥海光弘・
公文富士夫各執行委員，水野篤行事務局長でした．
まず，互選の結果，足立勝治委員が執行委員長に選出され，その
後協議により次のように常置委員会委員長を決定しました．
執行委員長　足立勝治，第一庶務委員長　天野一男，第二庶務委
員長　湯浅真人，会計委員長　佐々木和彦，会員委員長　滝田良基，
編集委員長　鳥海光弘，副編集委員長　渡部芳夫，行事委員長　公
文富士夫，国際交流委員長　磯u行雄．
また，第2回執行委員会（新旧引継委員会）を4月19日（月）

14 : 00から地質学会事務局で行うことを決めました．

1999年度　第2回執行委員会
1999年4月19日（月）14 : 00～19 : 00に新装なった日本地質学会

新事務局において行われ，出席者は足立勝治執行委員長，天野一
男・湯浅真人・佐々木和彦・滝田良基・鳥海光弘・渡部芳夫・公文
富士夫・磯u行雄・各執行委員，高橋正樹旧執行委員および水野篤
行事務局長でした．今回は旧執行委員から新執行委員会への引継ぎ
を中心に行われました．おもな報告・審議事項は以下のとおりです．
1． 4月3，4日に予定通り，新事務所への移転を行い，5日より通
常業務を開始した．なお，移転に伴う官公庁等への住所変更手続
きなどは4月12日に終了した．
2． 第3回国際地球科学教育学会（2000年1月16～21日，シドニ
ー，ニューサウスウェイルズ大学）について：地学教育に関する
国際的動向を把握するために地質学会関係者の出席が望ましいの
で，関係者に連絡を取り，できる限り出席するよう努力すること
とした．
3． 申請中であった平成11年度科研費「研究成果公開発表（B）」
（名古屋大会時の市民講演会）が不採用となった．これに関して，
名古屋大会準備委員会から開催経費の不足分を充当するために，
参加登録費を値上げして欲しいとの要請があり，協議の上名古屋
大会の参加登録費を次のようにすることとした．正会員3,000円，
名誉会員・院生会員・学生会員1,000円，非会員5,000円．
4． 平成12年度からの科研費審査方法が大きく変わるにあたって，
審査員の定数も変わることが報告された．本件については，科研
費問題小委員会で早急に検討することとした．
5． 文部省学術情報センターとの間で，3月18日付けで電子図書館
サービスの運用に関わる申し合わせ，覚え書きを交わした．
6． 地質学雑誌の現在の編集委員の任期が本年6月に満了となる．
新しい編集委員会体制について検討中である．
7． ニュース誌編集委員長については，高橋正樹前編集委員長が留
任することとなった．なお，執行委員会のニュース誌担当は湯浅
真人第二庶務委員長があたることとなった．
8． International Stratigraphic Guideの翻訳出版について出版社の
了解が得られ，5月連休以降に出版にむけての具体的検討に入る
こととなった．
9． 国立19大学地学系学科主任会議より寄せられた大学入試セン
ター試験の理科における化学と地学の分離に関する要望書につい
て，地質学会としても具体的に検討し，何らかの要望書を提出す
ることが望ましいということになった．内容・提出先等について
検討し，第2回定例評議員会に提案することとした．
10． 地質科学関連学協会への対応策（6月末までに地質学会とし
ての対応を返事することが必要）を地質科学連合に関する検討小
委員会に一任することとした．

執 行 委 員 会 だ よ り

標記評議員会を下記のように，6月26日（土）に開催いたします．傍聴希望の方は6月7日（月）12 : 00までに執行委員会宛，氏名・連絡先

を記入した申請書をご提出ください．

1999年度第2回定例評議員会のお知らせ

1999年度第2回定例評議員会

日　時：1999年6月26日（土）12 : 30～18 : 00
場　所：北とぴあ（東京都北区王子）
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1998年度第4回定例評議
員会議事抄録

1999年5月10日
日本地質学会評議員会議長　　小泉　格

日　時：1999年3月25日（木）12 : 30～18 : 00
場　所：北とぴあ　902会議室　　
出席者：小松正幸会長，坂　幸恭・徳岡隆夫

副会長，小泉　格評議員会議長
足立勝治，足立久男（代　野村），
赤羽貞幸，赤羽久忠，秋葉文雄，天
野 一 男 ， 飯 川 健 勝 （ 代 　 小
林），磯u行雄，板谷徹丸，上砂正
一，氏家良博，永広昌之，川辺孝幸，
木村　学，菊地隆男，久保和
也，公文富士夫，熊井久雄，小井土
由光（代　赤羽貞），小出良幸，小
林和宏，佐々木和彦，佐瀬和義，
斎藤靖二（代　天野），酒井治孝，
柴　正博，柴崎直明，嶋本利彦，田
結庄良昭（代　高須），田崎和
江（代　小泉），高須　晃，高橋正
樹，高安克己，滝田良基，巽　好幸
（代　木村），徳橋秀一，鳥海
光弘，那須孝悌，新妻信明，楡井
久，野村　哲，堀川秀夫（代　佐瀬），
真砂英樹，丸山茂徳，別所孝範，八
尾　昭，吉田武義，芳野　極　各評
議員　水野篤行（事務局）

冒頭に，小泉　格評議員会議長より第3回
定例評議員会議事抄録を1999年2月12日付
けで承認した旨の報告があった．

報告事項

1． 執行委員会報告
（1）第一庶務委員会

天野一男第一庶務委員長より次の報告があ
った．
1） 次の研究助成等の推薦依頼・募集があ
った．
� （財）神奈川科学技術アカデミー平成
11年度研究助成の募集（締め切り：3
月10日）．
� 平成11年度東レ科学技術賞，東レ
科学技術研究助成，東レ理科教育賞の
推薦依頼（締め切り：10月8日）．

2）次の共催・協賛・後援等を承諾した．
� 第2回日本地下水学会・日本水文科
学会合同シンポジウム準備委員会に対
して，同合同シンポジウムの協賛
（99. 5. 28, 11 : 00～17 : 30，筑波大学）．
（99. 2. 12付け）

3） 次の転載等を許可した．
� 服部　仁会員に対して，地質雑，

103, 12, p. 1190, Fig. 5（落合清茂ほか）
を地質ニュース，1998年12月号ある
いはそれ以降に転載．（99. 1. 14付け）
� 神戸市戦災復興本部総括局に対し
て，地質雑，99, 6, p. 467～478論文
（大阪平野地下の中・上部更新統火山
灰層序），第1, 2, 3図を「阪神・淡路
大震災と神戸の地盤」（神戸市編集，
（財）建設工学研究所発行）（99年3月
発行）に転載．（99. 2. 5付け）
� （財）地震予知総合研究振興会　地震
調査研究センターに対して，地質学論
集，35号，図5_30（1987年の千葉県
東方沖の地震による屋根瓦の被害）を
「日本の地震活動―被害地震から見た
地域別の特徴―」増し刷り（10,000部）
に対して使用．（99. 2. 8付け）
� 物理探査学会に対して，地質学論集，
45号, p. 50，Fig. 7, p. 229, Fig. 5, Fig. 6
を「物理探査ハンドブック」（同学会
編集・発行）に転載．（99. 3. 4付け）

4） 第18期日本学術会議の学術研究団体
登録に関する説明会が2月10日に日本学
術会議で開催され，水野事務局長が出席
した．平成11年5月31日の学術研究団
体登録締め切りに始まる，一連の第18
期会員選出日程全体の説明，登録申請の
方式の説明が行われた．なお，会員候補
者，推薦人等の届け出締め切りは，それ
ぞれ平成12年2月15日，2月21日であ
る，推薦人会議は同年5月上旬～6月上
旬に予定されている．次年度執行委員会
に引き継ぐ．
5） 日本地理学会会長（地理関連学会連合
発足準備世話人会代表）より1月25日付
けで地質学会会長宛に，地理関連学界連
合発足準備会の開催（3月25日13 : 00～
15 : 00，専修大学生田キャンパス）の案
内が，同学会連合要綱案，従来の経過報
告と併せて寄せられた．発足準備会は議
事によっては，同学会連合第1回総会に
移行される．開催日は本第4回定例評議
員会と重なり，地質学会からは関係者の
出席不可能であるので欠席とするが，今
後の推移を関心をもって見守っていく旨
の返書を送った．

6） 日本学術会議地質科学総合研連の鎮西
清高委員長より2月1日付けで，「地質科
学関連学協会の連合体設立のための会
合」（3月5日午後，日本学術会議）への
出席呼びかけがあり，高橋正樹・天野一
男両執行委員が出席した．同会合には，
日本応用地質学会・日本古生物学会・資
源地質学会・日本地下水学会・東京地学
協会・地学団体研究会・第四紀学会・岩
鉱学会・日本地質学会（順不同）からの
出席があり，連合の必要性を中心として

意見交換が行われた．いくつかの学会以
外は，連合をつくることにほぼ前向きで
あった．
最後に，鎮西委員長より各学会に対し

て，�組織・運営，�会の目的の2点に
ついて持ち帰って検討し，また，このよ
うなものなら参加できるいうことを出し
て欲しい，7月頃に第2回の会合を開催
したいとの発言があった．

7） 日本応用地質学会より学会誌の継続的
交換の要望が出され，了承した．
8） 評議員会議長に対して，組織運営検討
委員会による会則変更等に関し，野村
哲評議員（3月3日付け），長野県地学教
師グループ地質学会会員有志（連絡責任
者：田中俊廣）（3月5日付け），佐瀬和
義評議員（3月11日付け）で要望書，意
見書が提出された．

（2）第二庶務委員会

足立勝治執行委員長（第二庶務委員長代行）
より次の報告があった．
1） 地質学論集の売上状況（1999年1月末
現在）

2） 地質学論集の新規刊行計画提案書のフ
ォ－マットを作成した．今後の申し込み
にあたっては，このフォーマットの利用
を要望する．
3） 下記の地質学論集の刊行計画提案書が
提出された．
・高木秀雄・武田賢治編：古領家帯の構
成要素と改変過程
・公文富士夫ほか編：砕屑岩組成が語る
もの（仮題）
上記計画案に関して，意見交換の上，

販売の見込み部数，印刷部数，表題に関
してさらに検討を要すという条件を付し
て，第4回定例評議員会に提案すること

学　会　記　事

No.30 No.31 No.32 No.33 No.34 No.35 No.36
(1988) (1988) (1989) (1989) (1990) (1990) (1990)

1500 1000 1100 1000 1000 1500 1000

1383 789 938 773 828 973 891

No.37 No.38 No.39 No.40 No.41 No.42 No.43
(1992) (1992) (1992) (1993) (1993) (1993) (1994)

1000 1000 1000 1000 1000 1000 1000

795 791 657 653 721 736 768     

No.44 No.45 No.46 No.47 No.48 No.49 No.50
(1995) (1995) (1996) (1997) (1997) (1998) (1998)

1000 1500 1000 1000 1000 1000 1000

496 1255 541 329 502 415 740

No.51
(1998)

1000

215

1 号数の下の（ ）中は発行年度
2 第1段は発行部数
3 第2段は総売上部数
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とした．（議題へ）
（3）会計委員会

佐々木和彦会計委員長より次の報告がっ
た．
1） 1998年度の決算報告
1998年度（1998. 1. 1～12. 31）の決算が
確定した．
2）1998年度末現在の財産目録について
1998年度末（1998年12月31日）現在の

財産目録が作成された．財産総計
21,328,976円（内，基金300,000円，事務
所資金（太洋敷金）4,636,000円，運用財
産16,392,976円），引当準備金12,832,422円
（内退職金引当準備金10,149,644円）
3） 1998年度会計監査が三本健四郎・長
瀬和雄両会計監査により， 3 月 5 日
14 : 00～16 : 00に事務局で行われ，「平
成10年度（1998年度）の決算報告およ
びそれに関連した帳簿，伝票，預金通帳
などを監査の結果，すべて正確であり，
適正に行われたと認めます．」との会計
監査報告が提出された．

4） 1999年度予算案の修正を行った．（議
題へ）
5）「預金口座振替による会費等の引き落と
し払い込み」について利用申し込みがま
だ少なく（600名程度），今後も広報を
引き続いて行っていく．
6）学術情報センター電子図書館サービス
事業への参加について，2月5日に佐々
木和彦会計委員長と水野篤行事務局長が
同センターを訪問して参加の具体的手続
き等に関する細部の説明を受けた．その
後，説明内容を参考として改めて登録内
容を検討した結果，第3回定例評議員会
に提案した際の内容（種別，著作権使用
料等）通りとすることとして，2月18日
に参加の手続きをとった．手続き終了
（3月18日付けの見込み）後に，早い機
会にニュース誌を通じて会員に対して詳
細を広報することとしている．

7）機関誌上の広告取り扱いの廣業社から，
本年4月以降はニュース誌のみの掲載と
し，表2, 3, 4（掲載号のみ）については
掲載に責任を持つ，本文後付けについて
はできる範囲で考えたいとの要望が出さ
れ，これを了承した．
8） 3月27日に行われるシンポジウム「ク
リーンナップ・ゴールを獲得した有機塩
素化合物による地質汚染浄化」と「首都
東京と首都移転候補地の地質環境的立地
適正」の楡井　久世話人より，同シンポ
ジウムの広報用ポスター作成に関して出
された要望に対して，地質学会の名で作
成費用を関係企業からの寄付行為によっ
て調達することを了承した．

（5）会員委員会

足立勝治執行委員長（会員委員長代行）よ
り次の報告があった．

1） 会員の動静（2月末現在）

2） 次の入会承認を行った（敬称略）．
計33名
正会員（16）：木呂子豊彦，遠藤秀正，
小寺忠広，和気史典，親跡冬樹（以
上1. 18），萬年一剛，松浦旅人，瀬
田　修， Truong Dang Quang，
Prakash Das Ulak（以上2. 15），
Sapre Hadiwisastra，加古久訓，深
草義之，呉　時国，山田正春，相澤
泰造，（以上3. 15）

院生会員（9）：川渕清嗣，岩切輝行（以
上1. 18），黒田潤一郎（以上2. 15），
近藤寛子，酒井智子，桂田祐介，銭
祥富，吉岡　勉，家長将典（以上3.
15）

学生会員（8）：徳留　亮，伊藤昌洋（以
上1. 18），井手ひろみ，鶴田亮介，
藤井さとみ（以上2. 15），濱田欣孝，
吉本直一，西谷達郎（以上3. 15）

3） 逝去者（敬称略） 計4名
名誉会員（1）：岩生周一（1999. 2. 5）
正会員　（3）：秦　功利（1998. 5月），

稲井信雄（1997年？），諏訪　彰
（1999. 3. 12）

4） 次の退会承認を行った（敬称略）．計
77名
賛助会員（1）：ジオテック（株）
正会員　（67）：飯塚伸夫，斎藤民明，
城石　基，田辺清一，高野泰隆，中
島由美子，安野　信，小黒譲司，石
山正裕，藤井義生，植田芳郎，保谷
勲，今村忠彦，渡辺直人，石岡　忍，
稲垣　進，本多孝安，松本敏和，宮
村雄一郎，中垣幸恵，武田純江，澤
村昌俊，佐藤俊典，馬場英晃，池田
極，宗岡　浩，日高正康，田内信也，
森山善蔵，水江千夏，土井純也，中
田孝志，斎藤　茂，吉川達也，楠本
聡，堀内達郎，小川　香，坂田輝行，
霜村庸三，菅原利央，矢野恵美，山
本浩一，栗山満葉，田中　睦，小津
博，前川統一郎，落合和美，鶴田一
好，岡田清史，高橋周之，横瀬久芳，
寒河江登志朗（以上1. 18），紺田
功，長崎晃子，長沢敬之助，牧　正
吾，福塚健次郎（以上2. 15），吉田
浩，神戸　創，坂本利夫，鶴見純子，
山本松生，池田和久，丸川　満，吉
田三郎（3. 15）

院生会員（7）：青木　歩，荘　泰彦（以
上1. 18），木村友美（2. 15），上田
夏代，田中小満，Damayanti D.
Gurung，斎藤紀子（3. 15）

学生会員（2）：戸田勝己（1. 18），隅田
剣生（3. 15）

（6）編集委員会

高橋正樹副編集委員長より次の報告があっ
た．
1） 地質学雑誌の編集状況（3月15日現在）
105_3   論説　5   短報　3  （校正中）
105_4 論説　5 短報 1  （入稿済み）
手持ち論文 論説（和文　18）
査読中論文　53
投稿数（1999年） 論説（和文　10，英
文　2） 総説（和文　0）短報 （和文
3 英文　0） ノート　0 討論　1 合
計　16（昨年比　－13） 口絵　2
印刷原稿は105_7まで確保されている．

3） 地質学会ニュ－スの編集状況　　　　　
順調である．
4） 紙質の変更により，本誌・ニュース誌
の印刷費・発送費共に軽減し，年間を通
じておおよそ200万円程度の節減となる
見込みである．

（7）行事委員会

磯u行雄行事委員長より次の報告があっ
た．
1） 第106年総会・シンポジウム（1999年
3月26～27日，早稲田大学）
プログラムをニュース誌2月号に掲載し
た．準備は順調に進行している．

2） 第106年年会（名古屋大会，1999年10
月9～11日，名古屋大学）
準備は順調に進行している．開催に関す
る記事をニュース誌2月号に掲載した．
個人講演の申し込み様式を変更し，申し
込みと同時に要旨を提出してもらうこと
とした．引き続き広報を行う．

3） 第107年総会・シンポジウム　2000年
春，つくば市，筑波大学において開催が
決定されている．

4） 第107年年会　2000年秋，松江市，島
根大学において開催が決定されている．

5） 第108年年会（2001年秋） 金沢大学
に開催の可能性を打診中．

（8）国際交流委員会

木村　学国際交流委員長より次の報告があ
った．
日本学術会議主催の「第6回アジア学術会

議―科学者フォーラム」（3月15日～18日，
日本学術会議）に対する後援を承諾した．
（9）その他

足立勝治執行委員長より次の報告があっ
た．
1） 事務局移転について

第3回定例評議員会以降さらに，多数
の移転先候補を現場視察を含めて検討し
た．その結果，神田駅東方の井桁ビルを，
交通・銀行・郵便局等の利便性，建物・
部屋の構造・使いやすさ等の面から，第
1候補として選定し，経費（賃料・共益
費・保証金）の条件，信用調査の結果か
ら，2月19日にこれを移転先とすること
を最終的に決定した．2月26日に坂副会
長・足立執行委員長・佐々木会計委員
長・水野事務局長が同ビルを訪問して先

賛助 名誉 正会員 院生 学生 合計

1998.11.30 53 55 4668 621 67 5464

1999. 2.28 52 54 4685 540 55 5386

増・減 －1 －1 ＋17 －81 －12 －78
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方と手付け契約を結んだ．3月30日に会
長名による本契約を結び，4月3日（土）
～4日（日）に日通（株）に依頼して移転
作業を行う予定である．すでにニュース
誌2月号に移転予定の記事を掲載し，3
月号に改めて詳細な紹介記事を掲載す
る．主な条件は次の通りである．
名称：井桁ビル（千代田区岩本町
2_8_15），6F．場所；神田駅東方，
徒歩5～6分）
面積：35.90坪　賃料7,000円　共益費
3,500円　保証金2,000,000円（内，
400,000円は2月25日に手付け金と
して支払済み）．その他，規定の仲
介手数料，賃料の1ヶ月分（消費税
込み263,865円）をビル開発に対し
て2月25日に支払済み．
契約期間：1999年4月1日～2001年3
月31日
新ビル：面積 35 . 9 0 坪，賃借料計
395,795円（消費税込み）
（現丸石ビル：面積23.18坪，賃借料
511,119円（消費税込み）＜本年3
～4月分＞）
電話（変更となる）（4月3日14 : 00～
15 : 00に設置）：5823_1150 ファク
ス（同上）（同上）：5823_1156
なお，太洋商会と3月1日付けで本

年3～4月分に関する賃借更新契約を
結んだ（賃料1,500円/月引き）．同商
会より保証金4,636,000円が4月末に返
却される予定，一方丸石エンジニアリ
ングに対して現状回復工事費用とし
て，800,000円（消費税別）支払う予
定．

2） 名誉会員に関する検討委員会について
下記の会員に委員を依頼したい．
徳岡隆夫（委員長），手塚弘樹，三宅

康幸，脇田浩二，佐瀬和義
3） 普及教育実行委員会設置期間の延長に
ついて
普及教育実行委員会（委員長：高橋正

樹）は本年度単年度の委員会として設置
されているが，さまざまな活動計画が進
行途上にあるため，新組織運営体制が確
立するまでの間，設置期間を延長するこ
とを認めた．

4） 総会に提出する「会則変更に関する議
案」について
下記の会則変更を総会に提案すること

とした．
� （本評議員会において財政問題検討
委員会の答申が承認された場合）会則
第6条の第1項　現行　［1．正会員：
年10,000円］を［正会員：年12,000円］
と変更する．

� 会則第10条の1行目と2行目　現行
［本会は本部を東京都千代田区鍛冶町
1_10_4丸石ビル内におくほか，］を
［本会は本部を東京都千代田区岩本町
2_8_15におくほか，］と変更する．

5） 地質科学関係学会懇談会の開催につい
て
斎藤常正ほか日本学術会議の3会員名

により3月18日付けで，科研費審査委員
の人数変更が予定されている旨の通知が
日本学術会議よりあり，本件に関して4
月13日に地質科学関係学会の懇談会を
開催する旨の連絡が地質学会宛にあっ
た．3月19日付けで執行委員長名により，
関連学会宛に連絡をとった．
6） 高須　晃評議員より本学会が露頭保全
に関する要望書を提出した岡山県大佐町
から，現在露頭観察施設を建設中である
との連絡とともにパンフレットが送られ
てきたとの報告があった．

2． 選挙委員会報告
足立勝治執行委員長より，選挙委員会に代

わって次の報告があった．
1） 第1回選挙管理委員会を昨年12月25
日に開催し，選挙公報の原稿を作成した．
評議員の立候補者は38名であった．ニ
ュース誌1月号に候補者氏名とともに選
挙の広報記事を掲載した．

2） 2月上旬に有権者に対して投票用紙・
選挙公報を送付した．
3） 第2回選挙管理委員会を役員選挙細則
第2条3に基づいて本年3月6日（土）に
開催し，開票作業を行った．開票の結果，
1999年度役員が決定した．
有権者総数　5,209名　投票用紙発送
数　5,088 名　投票総数　1,697 通
（1,769）
内訳　有効投票　1,687通（1,757）
内，白票　6通（3） 無効投票　10
通（12）
（ ）内は1998年度の投票結果

3． 研究委員会報告
（1）地学教育研究委員会

佐瀬和義委員長より，12 月 19 日（土）
（10 : 00_11 : 50）に新潟県王子会館において
行われた委員会について次の報告があった．
参加者：野村　哲（群馬大），飯川健勝（新
潟長岡大手高），堀川秀夫（新潟長岡向
陵高），足立久男（都立忍岡高），柴　正
博（東海大学自然史博物館），小林和宏
（長野西高），佐瀬和義（都立板橋高），
小幡喜一（埼玉自然史博） 第3土曜日
なので参加が少なかった．

議題：
1． 9月26日の松本大会の夜間小集会の報
告
参加者18名
内容 『子供たちと調べる私たちの大地』
1）大地のつくり；小林祐一（長野，岡
谷小）1坪分の地層はぎ取り実物を持参
しての講演で，野外観察と実験等で小学
生と生き生き学んでいる姿がうかがえ
た．2）小学校における地学教育，地形
と地質；阿部国宏（神奈川，有馬小）14
ページのプリントをもとに熱演でした，
体を張って生徒と取り組んでいる様子が

うかがえた．3）コメント　竹内秀行
（長野，上田第二中） 野外観察で，湖成
層を観察したり，滝の付近での黄鉱採集
のスライドが印象的であった．
それぞれ，地域と生徒によく対応した

実践報告で参加者から沢山の質問が出さ
れ，熱心な討論が展開された．
2． 1999年秋名古屋大会での夜間小集会
について　松本と同様に地学教育に関す
る夜間小集会を行う．名古屋地区の教師
会員と連絡を取り，準備を進める．
3． 地学教育部会の設立について

現状では問題があるという指摘があっ
た．
4． 3学会合同シンポジウムの内容につい
て報告（後述）
5． 普及教育実行委員会と地学教育研究委
員会
現時点ではその役割りについて重複が

あるので，今後も互いに相談しながら独
自に活動する．

6． 今年度の三学会（日本地質学会，日本
地学教育学会，地学団体研究会）合同セ
ミナー（第8回）の内容について
期日　6月13日（日）10 : 00～16 : 00
（予定）
会場　学習院男子部中高等科501教室
講演　田崎和江氏（金沢大学）『家庭
でできる地球環境実験から，バイオ
レメデイエーションの最先端まで』
井上　駿氏（総合農学会　会長）
『農業と環境問題』（仮題）
末永　和幸氏（ケセン地質研究所）
『地下水と環境問題』（仮題）
担当学会　日本地学教育学会

（2）南極地質研究委員会（報告なし）
（3）環境地質研究委員会

香村一夫委員より文書で，環境地質部会報
告を兼ねるものとして次の報告があった．
＜本年度シンポジウム予定＞
1999. 11下旬　第9回環境地質学シンポ
ジウム（於　東京）

＜普及関係＞
リーフレット「水循環と地質環境」 原
稿はほぼ完成した．今後，発行にむけ
て事務局ほかと調整．

「上総掘り湧水記念碑」 本年6月に竣工
予定．

（4）女性地球科学者の未来を考える研究委員

会

田崎和江委員より，地質学会（99年秋・
名古屋）準備状況について次の報告があった．
地質学会では，98年の松本大会で学会会

期中の保育室が実現した．その様子について
は，地質学会News 2, no. 1, p. 15に写真入り
で掲載した．そこにも書いてあるように，次
回からは利用者を主体とする世話人会をつく
って，学会と連携しながら保育室の準備を進
めていくことが提案された．名古屋大会では
清水さんと藤林さんが中心となって行うとい
うことで，関係者の間で了解されており，準
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備が進行中である．
（5）地質基準委員会（報告なし）
（6）Tectonic Map of Asia（CGMW）研究委員
会（報告なし）

（7）ヒマラヤ地質研究委員会

在田一則委員より，文書により次の報告が
あった．
1． 第105年会（松本大会）において，セ
ッション「山脈の上昇と前縁・山間盆地
の形成：ヒマラヤと日本」をヒマラヤ地
質研究委員会世話人（在田一則，中山勝
博，酒井治孝）がコンビーナーとなって
開催した．また，夜間小集会をもち，講
演（P.C. Adhikary：ネパ－ルにおける
最近の地質学の進歩，酒井治孝：チベッ
ト巡検報告）と“ヒマラヤ研究所”構想
についての議論を行った．2．「Namaste
News」（メイルによるヒマラヤ地質研究
ニュース），No. 23_No. 28を希望者に流
した（受取希望者はarita@cosmos.sci.
hokudai.ac.jpにご連絡下さい）．

2． 前回の報告以降，とくに報告すべき活
動は行なっていない．「Namaste News」
（メイルによるヒマラヤ地質研究ニュー
ス）を月平均2回の割りで希望者に流し
ている（最新はNo. 35）（受取希望者は
arita@cosmos.sci.hokudai.ac.jpにご連絡
下さい）．

（8）テクトニクス研究委員会（報告なし）
（9）「地質学と地震」研究委員会（報告なし）
（10）地層名命名規約策定委員会

天野一男委員長より次の報告があった．
第106年総会時にシンポジウム「日本の地

質特性と地層認定のパラダイム」を企画した．
International Stratigraphic Guideの翻訳につ
いては，完成した全訳の再検討を行っている．
（11）研究企画委員会

木村　学委員長より次の報告があった．
3月の地質学会で21世紀の地球科学界と地

質学会と題するシンポジウムを事業計画委員
会と共催することとした（内容はニュース誌
2月号参照）．シンポジウムで提案される21
世紀の学会としての戦略をまとめ，6月評議
員会までにまとめて今期のまとめとする．
（12）各賞問題検討委員会

嶋本利彦委員長より配布資料に基づき，次
の最終報告が提出された．
本委員会は，�各賞基金検討委員会を受け

て「国際賞」の最終名称を提案し，第3回定
例評議員会で「都城賞（Miyashiro Medal）」
とすることが決定された．�日本地質学会の
各賞にまつわる全般的な問題点の検討を行
い，第3回定例評議員会で新しい賞大系の素
案を提示した．ここに，�に関する最終報告
を行う．本評議員会においては大きな問題が
なければその骨子を承認して欲しい．追加意
見を加えてニュース誌に本委員会として報告
する．あらためて1999年度に新委員会を発
足させてさらに検討を加え（本委員会から2
人程度，委員長としては本委員会から板谷委
員を推薦），2000年4月を目処に新しい賞大

系をスタートさせたい．具体的な内容の主な
ものは次の通りである（詳細は省略）
賞大系改革の基本路線：�国際的に成功して
いる学会の例を参考にして，新世紀に向け
た抜本的改革を行う．�財政状況の上から
賞の数を縮小する．�社会とのつながりの
関係で，日本地質学会表彰，功労賞を拡大
強化する．

賞大系の改定案：以下の賞を設ける．�日本
地質学会賞（現行と同じ）．�都城賞（最
近新設）．�専門分野別のメダル（新設：
地層古生物，テクトニクス，地球・惑星物
質科学，地球環境・自然災害・応用地質の
4分野に分け，研究成果を総合的に評価す
る；会員・非会員を対象とする；財源がな
ければ外国人は授賞対象としない）．�地
球環境・自然災害・応用地質に関する賞
（社会に役立つ研究も重要）．�小藤賞（地
質学雑誌・The Island Arc掲載論文を対
象；論文賞と小藤賞を小藤賞として一括す
る；対象を過去5年間に拡げる）．�奨励
賞（35才未満；研究目的と成果の全体を
評価）．�優秀講演賞（廃止する）．�功労
賞（長年の地道な研究を含める；機器・シ
ステムの開発も受賞対象とする；特別賞は
設けない）．�日本地質学会表彰（授賞対
象を大幅に拡大する；地方自治体・個人に
よる博物館の充実，露頭保全などを積極的
に評価する；地質学の普及に貢献のあった
個人・絵団体を積極的に評価する）
賞を出す頻度：�小藤賞・奨励賞・功労賞・
日本地質学会表彰は毎年出す（該当者がな
い年もあってよい）．�その他の3つの賞
は3年に一度，ローテーションとする．
選考委員会・推薦書類・選考基準：�選考委
員会（評議員会で決定，選考委員は評議員
である必要ない；委員数を増やす；国際賞
の選考委員には外国人識者も委員に加え
る；任期3年）．�推薦書類（内容・項目
を大幅に整備する）．�選考方法と選考基
準（選考委員による評価システムの確立等）
各賞の財源：�原則として寄付を財源とす
る．�寄付の受け入れ体制の整備（各賞基
金計画実行委員会の設置；会員からの寄付
集め体制の整備）．�法人化の実現
以上の報告に対して，質疑・討論が行われ

た．そのなかで，各賞問題は地質学会の将来
にとって重要である；地質学会の賞が社会的
にインパクトを与える必要がある；論文賞に
ついては地質学会の会誌以外に拡げることに
は問題がある；現行と根本的に異なる変更の
提案が含まれており，個別的な審議が必要で
ある；新委員会には応用地質関係，教員層も
加えるべき，などの意見が出された．討論の
結果，上記のなかで「各賞の財源」の�と�
については本評議員会として了承し，それ以
外については，「基本的な方向を認める」の
ではなく，この案を含めて検討を続けるとい
う意味で「継続審議とする」こととした．
なお，嶋本委員長から，懸案となっている

博物館と地質図大系の件については，1999

年度の各賞選考委員会に検討をお願いしたい
とのことが述べられた．
（13）各賞選考委員会

八尾　昭委員長より次の報告が提出され
た．
1998年12月の第3回評議員会で，日本地

質図大系（朝倉書店刊）の編集委員会に対す
る顕彰について，「地質学会表彰とする方向
であらためて各賞選考委員会に検討を依頼す
る」ことが決まった．これを受けて，各賞選
考委員会は，以下のように検討を行った．
1． 日本地質学会各賞選考に関する内規
（1996. 4. 3改正）の第9条には，日本地
質学会表彰の応募に関する細目として，
「応募方法：評議員，支部，または執行
委員会による所定の様式による推薦」と
なっているが，日本地質図大系編集委員
会に対する正式な所定の様式による推薦
書が提出されていない．よって，推薦書
がだされるまで検討に入れない．
2． 昨年10月に日本地質学会表彰に正式
な推薦書が出された博物館関連のものに
関して，現在，各賞問題検討委員会での
検討事項となっている．よって，「日本
地質図大系」の正式な推薦書がだされた
としても，同様な扱いにならざるを得な
いと判断される．

（14）地質科学連合に関する検討委員会

足立勝治執行委員長より，第3回定例評議
員会において標記委員会について，報告事項
において述べたように，6月下旬までに地質
学会としての対応を検討する必要があるの
で，できる限り早い機会に発足させる予定で
あるとの報告があった．なお，天野一男委員
より，委員間の互選により小松正幸会長が委
員長に選出されたことが報告され，承認され
た．
（15）組織運営検討委員会（議題へ）
（16）財政問題検討委員会（議題へ）
（17）事業計画委員会

坂　幸恭委員長より配布資料により，下記
の委員会の答申が提出され，継続審議とする
ことで了承された．
［事業計画委員会答申］
1． 1999年度には，「組織運営検討委員会」，
「財政問題検討委員会」，会則細則等検討
委員会」の各委員会からの1998年度最
終答申を受けて，法人像を改めて検討し，
定款（案）を策定する作業が必要である．
2． 上記の作業を，これまでとの継続性を
維持し円滑に遂行するために，現行の本
委員会をそのまま存続させる必要があ
る．

3． さらに，この作業を速やかに開始する
ために，6月の1999年度第2回定例評議
員会をまたず，上記委員会を発足させる
ことが望まれる．

4． 1999年度における上記委員会の活動
予定は1998年度臨時評議員会において
提示したとおりである．
� 1999年度早々に活動を開始する．
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� 第106年年会（名古屋大学）時に開
催が予想される臨時評議員会におい
て，社団法人化の推進に入ることの是
非を予備的に審議する．
� 第3回定例評議員会において同上を
審議．
� 第4回定例評議員会において同上の
可否を最終的に審議．
� 可とされた場合，2000年度には設
立基金の準備，主務官庁との予備的折
衝を進める．

4． 日本学術会議報告
斎藤常正日本学術会議会員より，文書によ

り次の報告が提出された．
� 日本学術会議連合部会報告（1999年2月
18日）
1） IGBPの促進についての勧告案

IGBPは，1992_1996年度の5年度にか
けての5年間に前期計画として，8つの
コアプロジェクトを実施，また1997_

2001年度には，後期計画として一つの
コアプロジェクトを実施中である．最近
は，その成果が国際レベルにおいての政
策決定に反映されつつある．IGBP執行
部は，この計画を2期だけで終わらせる
ことなく，今後も引き続き実施すること
を決定している．そこで学術会議より，
政府に対して「IGBPへの分担金（年19
万ドル）を引き続き拠出し，わが国にお
けるIGBPに関連する研究の促進，国際
対応・研究者の養成などの体制の維持，
予算などに関して措置をしてもらいた
い」と言う旨の勧告を行いたいという提
案．〔提案の是非については4月の学術
会議の総会で決定の予定）
2） 第6回アジア学術会議の開催が3月15
日から18日まで東京で開催される．
3） 世界各国の学術会議の会議であるイン
ターアカデミーパネルの2000年会議が，
2000年5月，東京で開催される．
4） 今年1月，学術会議は創立50周年を迎
えたが，祝賀行事として，50年史の出
版や，各種の記念シンポジウム37件余
りが催される．
5） 国の行政改革との関連で，学術会議の
将来は「科学技術総合会議」における議
論で結論が出されることになっている
が，学術会議会長が「科学技術総合会議
との関係の問題」という話題で，外部に
公表した“会長特別談話”への反応など
について報告があった．
6） 国の行政改革との関連で，学術会議が
積極的に自己改革案を作るために，会長
と学術会議の7部の部長からなる「未来
構想懇談会」における検討の報告が提出
された．この検討報告については，4月
の総会で再度議論され，実施可能なもの
については，合意が得られれば，すぐ実
施が検討されることになる．

� 第4部〔理学〕会報告
1） 報告：2001年7月に発足する，第18

期学術会議会員の選出に際し，17期と
同様各学協会は，それぞれが登録した研
連の全てに，手持ちの推薦人の少なくと
も一名は配らなくてはならない．
2） 平成13年度開催国際会議の学術会議
の共同主催．各年8件の採択枠に対し，
この年度については15件の申し込みが
あった．地質関係では，第7回古海洋学
会議とゴンドワナシンポジウムの2件が
含まれる．その後，第7回古海洋学会議
が採択されたという情報が会員に入って
いる．正式の発表は3月末日．
3） 平成11年度国際会議代表派遣．従来
どうりの方式で配分方法が検討され，古
生物学研連推薦の中から1名，第四紀研
連推薦の中から2名への配分を学術会議
へ申し入れすることにした．

4） 大学関連研究費問題．近年，重点領域
研究など，大型の科学研究費が増額され
てきたが，このような研究費の配分方式
について，研究機関，研連などから意見
を聞くアンケートの原案が審議された．
5） 上記報告事項　6）であげた，会長の
提示する日本学術会議改革案に対し，意
見交換があった．たとえば，「運営審議
会」を「学術経営委員会」と改めて，経
営戦略の策定，審議課題の選定，委員会
の改廃などについての原案作成・決定の
権限をもたせる案については，学術会議
のこれまでのボトム・アップの方式を改
悪するという批判があった．また，学術
会議の会員210名の選挙を，これまでの
様な，全員，学協会による直接選挙を改
めて，140名はこれまでの方式，70名は
学術会議会員自らが，女性科学者，地域
における研究者，優れた科学者，学術団
体を単なる活躍の場としない科学者，外
国人科学者，に割り当てて選出する案が
含まれているが，これについても活発な
議論があった．このような改革案が出さ
れる背景には，女性科学者が，現在210
名の会員の中で僅か2名であること，現
在の会員の大多数が関東圏であり，北海
道，九州・琉球などの地域からの会員が
極めて少ないという問題がある．さらに，
研連の改革案については理学関係の研連
のように，国際学術団体の日本における”
受け皿”という機能が重要であるが，そ
のことが考慮されていないという批判が
出された．
学術会議会員がもつ，上記にあげたよ

うな批判は，各部長経由で，2月末日ま
でに文書で提出し，4月の総会における
この課題の議論で取り上げられることに
なっている．第16期から議論されて来
たような，研連の「見直し」問題につい
ては，この学術会議全体の改革が議論さ
れているなかで，当分議論からは”はず
される”という見通しが第4部長から表
明された．

6） 平成11年度に配分される科学研究費

は，対前年度11.5％増額され，1千3百
億円になる．その配分についての審査方
式が変更されることについて，学術会議
第4常置委員会の科学研究費ワーキン
グ・グループが文部省のヒアリングを行
った件について報告があり，議論がなさ
れた．審査方式が変更されるのは，1千
3百億円の内の800億円についてで，「基
盤研究（含国際学術研究），萌芽的研究，
奨励研究，定期刊行物助成」の審査を文
部省から日本学術振興会に移し，これま
での4倍の費用と人員をかけて審査する
ことになった．研究費の増額に伴い，審
査をこれまでのように文部省内で行うこ
とが不可能になったことが大きな理由で
あるという．詳細は，学術審議会の科研
費部会で検討中である．

5． 各研究連絡委員会報告
（1）地質学研連（報告なし）
（2）鉱物学研連，及び鉱床学専門委員会との
合同会議

高須　晃鉱物研連委員より配付資料により
次の報告があった．
鉱物学研究連絡委員会・鉱床学専門委員会

合同会議（第17期・第5回）議事録（案）
日　時：1999年2月22日（月） 13 : 30～
15 : 30
場　所：日本学術会議第5部会議室（6階）
出席者：青木謙一郎（学術会議会員），石
渡　明，上野宏共，島崎英彦（鉱床専門
委委員長），末野重穂（鉱物研連委員長），
高須　晃，千葉　仁，根建心具，藤野清
志，松枝大治，渡辺　洵，渡辺　隆

［報告事項］（省略）
［審議事項］
1． 鉱物研連委員会と鉱床専門委員会との
合同の活動内容について以下の事が議論
されたが，具体的な事までは決まらず，
引き続き議論する事になった．
� 前回の会議で出た「高校の地学教育
をどうするかを，学術会議の第4部会
の討議事項にしてもらう」件について
は，部会がそのような状況でなかった
ので提起しなかった．
� 高校での地学離れやその他の課題に
ついて，関連する研連主催のシンポジ
ウム等を開いてはどうか．

2． 鉱床学専門委員会の対外報告（案）に
ついて　上記の対外報告（案）について，
委員長の島崎氏より説明があり，若干の
議論の後，本報告を鉱床学専門委員会と
して出すことになった．

3． 地質科学関係学協会連絡協議会につい
て
上記の協議会について，その目的など

についての議論があった後，3月5日の
設立のための会合には，末野委員長が都
合がつかないので青木学術会議会員が代
わりに出席することになった．

4． その他
� 先のトロントでの IMAの総会で，
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IMAへの日本の分担金が今年から480
ドルに値上げになったが，この件につ
いて学術会議への連絡が間に合わなか
ったので，今年の不足分をどうするか
について，地惑合同大会時の三鉱連絡
会で協議することになった．
次回の合同会議の日程を，1999年6月15
日（火）とした．
鉱物学研究連絡委員会（第17期・第6回）
議事録（案）
日　時：1999年2月22日（月） 15 : 30～
17 : 00場　所：日本学術会議第5部会議
室（6階）出席者：青木謙一郎（学術会
議会員），末野重徳（鉱物研連委員長），
高須　晃，藤野清志，渡辺　隆

［報告事項］（省略）
［審議事項］
1． 第17期鉱物学研究連絡委員会の実践
的な活動内容の検討上記活動の一環とし
て取り組む事になった各研究機関の現状
と改組・改編に関するアンケートについ
て，ワーキンググループ（河村，高須，
藤野）より再度検討したアンケート改訂
版の説明とそれに対する議論がなされ
た．その結果以下のような点が了承され
て，次回の研連でアンケート実行の具体
策を煮詰めることになった．
� 便覧的アンケートおよび改組・改編
に伴う問題点のアンケートの前文と本
文については，以下のような若干の字
句の修正の上了承された．・それぞれ
の前文および本文での「地学系」の表
現は，適宜「地学系及び地学関連分野」
にする．・便覧的アンケート本文の8
の「学科の目指す理想的な研究・教育
システム」は，個人により意見が異な
るので，削る．
� アンケート依頼先について
・大学関係では，ある程度まとまった
地学系教官のいる教育系大学や早稲
田，日大，東海大，岡山理科大等の地
学系教室のある私立も入れる．・大学
関係の研究所については，東大の地震
研と海洋研，岡山大の固体地球研究セ
ンターについては地学系教室とは別個
に執筆依頼をし，その他の研究所につ
いては地学系教室の執筆者に書いても
らう．・国公立の研究所については，
次回までに豊委員に適宜選んでもら
う．・便覧的アンケートについては，
次回の研連のときに，それぞれの大学
および研究所の誰に頼むか決める．
� アンケートの発送・回収およびとり
まとめ
・アンケートの発送は，インターネッ
トを通じて行うか，研連委員で手分け
してアンケート用紙を印刷し発送す
る，のいずれかが考えられるが，出来
るだけ前者を追求する．前者の技術的
可能性について，渡辺委員を中心に調
べてくる．・アンケートは末野研連委

員長宛で回収し，WG中心にとりまと
める．・とりまとめの結果は，便覧的
アンケートについては，鉱物学会のホ
ームページに掲載する方向で検討し，
改組・改編についてのアンケートにつ
いては，各学会誌に掲載する．

2． IMAの宝石委員会の日本側委員の交
代について
上記の委員会の新委員の候補者につい

て検討したのち，末野委員長が名前のあ
がった候補者に打診することになった．
次回の鉱物研連委員会の日程を，1999

年6月15日（火）とした．
（3）鉱物学研連鉱床学専門委員会

石渡　明専門委員より第17期第5回鉱床学
専門委員会（2月22日開催）の議事内容につ
いて同議事録に基づき，次の報告（配付資料）
があった．
日時：1999年2月22日（金）15 : 45～17 : 00
場所：日本学術会議第5部会議室（6階）
出席者：島崎英彦（委員長），千葉　仁，
石渡　明，根建心具，上野宏共，渡辺
洵，松枝大治（以上7名，欠席：溝田忠
人，中嶋　悟）
鉱物学研究連絡委員会・鉱床学専門委員

会合同会議に引き続いて，鉱床学専門委員
会が行われた．
（議事）
1） 対外報告（案）の検討
a） 鉱床学専門委員会直前の鉱物学研究
連絡委員会・鉱床学専門委員会合同会
議において，これまでの各委員および
青木学術会議会員等のコメントを基に
して作成した対外報告（案）について，
島崎委員長が説明を行った．
b） 今後さらに電子メールの交換等で
再検討を加え，6月の合同会議のおり
に最終案を提案することとした．また，
その後10月に学術会議運営審議会で
島崎委員長が説明を行う予定である．
c） 対外報告の提案は，合同会議の場で
鉱物学研究連絡委員会および鉱床学専
門委員会による共同提案としたい旨を
申し入れたが，鉱床学専門委員会によ
る単独提案を勧める意見が多かった．
しかし，対外報告の効果を考えて，次
回（6月）改めて合同会議の場で共同
提案を申し入れることとした．

d） 対外報告の具体的なメリットおよ
び配布先について，意見交換と再確認
がなされた．

（諸報告）
1） 資源地質学会の最近の動向について，
島崎委員長から説明があり，特に2001
年3月24日に迎える資源地質学会創立
50周年に向けた記念企画の一部が紹介
された．
a） 鉱床学関連の教科書の作成（筑波大，
中野孝教氏を中心に3～4分冊程度，
改訂を続けて行く予定）を行う．
b） 日本の鉱床図鑑（CD_ROM版）の

出版計画が認められた．（地質調査所，
青木正博氏が中心）

2） 岩鉱学会・鉱物学会の雑誌統合問題に
関して，現在の進捗状況の簡単な紹介が
あった．

3） 資源地質学会発行のResource Geology
の編集状況について，島崎委員長より簡
単な報告があった．それによれば，年4
号の出版状況は現在のところほぼ順調で
あるが，外国からの良質な論文投稿が少
なく，原稿不足になりそうな傾向にある．
また，外国より，環境問題に関する論文
投稿があり，学会の評議委員会内部でも
その掲載に関して慎重論も多いとのこと
である．
4）「地学教育問題」に関する意見交換が
行われた．
a） 深刻な「理科離れ」を救うのは「地
学教育」であり，鉱物研連等で第17
期中にシンポジウム等を行ってはとい
う意見もあった．また，生物学などの
他の野外科学分野との共催による合同
シンポジウムの開催案もあった．
b） 地学教育の停滞の原因として，セ
ンター試験の科目組み合わせによる受
験生の地学選択者減や偏った大学入試
科目設定・高校における科目選択の問
題点などがあげられた．

c） 実証的な「地学教育」を通して中
学・高校における「理科離れ」を防ぐ
とともに，地学教育の重要性を主張し
ていく必要がある

（4）地球化学・宇宙化学研連

矢内桂三研連委員より，3月2日に研連が
開催されたとの報告があった．
（5）海洋科学研連（報告なし）
（6）国際学術協力事業研連

土　隆一委員長より，その後委員会が開け
れていないとの報告があった．
（7）古生物学研連　

井本伸広研連委員より，第5回研究連絡委
員会に関して，文書により次の報告があった．
日時：1999年3月8日（月）13 : 30～16 : 10
場所：日本学術会議
出席：平野弘道（委員長代理議長），斎藤
常正会員，小笠原憲四郎，小泉　格，瀬
戸口烈司，西田治文，野田浩司，長谷川
善和，井本伸広各委員
池谷委員長がやむを得ぬ事情で欠席のた

め，平野幹事が議長役を代行する事が承認さ
れ，議事を進行した．
「報告事項」（省略）
「審議事項」
1． 研連の見直しについて

学術会議の改革問題が先行事項であ
り，当面「研連見直し案」の審議は見送
る事となった．
2． 地質科学関連学協議会の結成について

今後個々の学会単位での議論の進展を
見守る事とした．
3． 古生物タイプ標本データーの構築計画



26 日本地質学会News 2 （ 5）

について
池谷委員長作成の最終的作成案につい

て再検討を行い，今後は委員長と幹事が
責任をもって，関連研究者にデーターベ
ース作成を依頼し，具体的行動に入る事
が承認された．依頼に際しては，カタロ
グの基本的内容は前回までに了解された
事とし，備考等の内容についてさらに記
述見本を示すような配慮が必要との要望
があった．また検討事項としてバーコー
ド化や，大学総合博物館とのデーター作
成の連携なども検討する事とした．

4． その他
○理学総合連絡会議委員に依頼のあった
「理学データーネットワーク推進小委員
会の設置」（世話人：福西　浩　東北
大・理・教授）について紹介があり，研
連としては情報地質学会から西脇二一氏
がこの小委員会の委員に推薦されている
ので，今後の対応を見守る事とした．
○次回は，6月4日（金）13 : 30．於：
学術会議

（8）第四紀研連（報告なし）
（9）地質科学総合研連（報告なし）
（10）IGCP専門委員会
土　隆一専門委員長より次の報告が文書で

寄せられた．
2月22日に日本学術会議においてIGCP専

門委員会・同小委員会合同会議（第17期第4
回）が開催された．
1． 昨年11月30日，12月 1日の2日間，
IGCP特別シンポジウム“文化遺産と自
然災害”をIGCP_383「西太平洋・アジ
ア地域の古応力・ジオダイナミクス・ネ
オテクトニクス」代表者佃　栄吉氏と，
IGCP_425「文化遺産と地すべり災害予
測」代表者佐々恭二氏の協力によりカナ
ダ大使館（東京）で開催，ユネスコ関係
者を含め多数の出席を得て盛会のうちに
終了した．日本地質学会後援に謝意を表
する．
2． 下記出版物を刊行し，関係方面に送付
した．
1） カルスト過程と炭素循環（IGCP_

379），73p.（1999年1月）
2） Japan Contribution to the IGCP, 1998
Report, 8p．（1999年1月）

3） 日本 IGCP 活動報告 1998，44p .
（1999年2月）

3．次回は平成11年6月8日（火）に開催
の予定．

6． 各種委員会報告
（1）科研費問題検討小委員会

天野一男委員長より，委員の半数交代にあ
たり，新規委員候補4名の選出を行ったとの
報告があり，承認された．
新規委員：新妻信明，吉川周作，廣井美邦，
岡田尚武

継続委員：天野一男（委員長），吉田武義，
公文富士夫，波田重熈

（2）The Island Arc編集委員会
徳橋秀一編集事務局長より，現在の購読者

数385名である．当初の当面の目標である講
読者数500名に向けて，学会として引き続き
努力して欲しいとの報告があった．
（3）地質学普及教育実行委員会

高橋正樹委員長より，次の報告があった．
1） 昨年初めて参加した「青少年のための
科学の祭典全国大会」（7月末～8月はじ
め），東京，竹橋，科学技術館）に本年
も参加するよう準備中である．
2） 普及書（すでに報告済み）の出版計画
は，多くの会員の協力により進行中であ
る．

（4）インターネット運営委員会

天野一男委員長より，ホームページの運営
は委員の献身的な努力により順調に行われて
いるとの報告があった．また，内規では半数
交代であるが，技術的な知識を要することか
ら適任者がなく，全員留任する（執行委員は
自動的に交代）と述べられ，了承された．
（5）会則・運営細則等検討小委員会（議題へ）
7． 各支部報告
（1）北海道支部

北海道支部事務局（坂本幹事）より，文書
により次の報告があった．
1． 1998年度の活動報告
1） 総会及び講演会の開催
・「札幌の地震を考える―地質学と地
震学からのアプローチ―」講演会
・日時：1998年5月9日（土）
・場所：北海道大学学術交流会館
・参加：延べ135人
・日本地質学会北海道支部，地学団
体研究会北海道支部，日本応用地
質学会　北海道支部の3学会共催　
・内容：地質学会ニュース1998年6
月号に掲載

・1998年度支部総会・例会
・日時：1999年　3月13日（土）
・場所：北海道大学理学部S305講
義室
・参加：58名
・個人講演：17件

2） 会報の発行
・昨年の総会で確認されたように，当
面，支部としての会報は発行せず，
地質学会ニュースに関連記事を掲載
する．
・今年度は以下に掲載
1998年4月号「1997年度総会・例会
報告」（長谷川・前庶務係）
1998年6月号「札幌の地震を考える」
講演会報告（坂本）．「蝦夷層群の
堆積相」地質見学会の案内（八幡）
1998年10月号「蝦夷層群の堆積相」
地質見学会の報告（八幡）
1998年 12月号「1998年度支部総
会・例会」の案内（坂本）
1999年2月号「1998年度支部例会講
演予定者リスト」（坂本）

3） 見学旅行
・「蝦夷層群の堆積相」地質見学会
・日時：1998年8月29日（土）
・場所：北海道三笠市奔別川と桂沢
周辺
・参加：25名（地質学会newsに掲
載されたこともあり本州からの参
加者もあり）
・案内：茨城大学理学部　安藤寿男
さん
・共催；日本地質学会北海道支部，
地学団体研究会北海道支部

4） その他必要と認められる事業
・教材づくり（担当：八幡，能条，田
中）
・地質学会北海道支部，地団研，地
教連の合同作業
・現場の小中高で使用できる教材の
開発，教材素材資料集，巡検ルー
ト資料集などを軸に進めている．

2． 1998年度の会計報告
3． 1999年度の体制→現体制留任　支部
長　小泉　格（北大） 行事　八幡正弘
（地下資源調査所）・中川　充（地質調査
所） 木崎健治（アースサイエンス）
会計　川村信人（北大） 庶務　坂本竜
彦（北大）・飯島耕一（北大）
4． 1999年度の活動計画
1） 総会及び講演会の開催
・総会・例会　2000年3月
・シンポジウム（担当：未定）
・日時：11月頃
・テーマ：蝦夷層群，第四紀の2本立
て
・場所：調整中
・備考：東北支部との合同開催も追求
する

2） 会報の発行
・ひきつづき，地質学会ニュースに記
事を掲載する．

3） 巡検（担当：中川）
・日時・場所　8月28日（土） 普及
講演会（13_15時）道の駅　日高山
脈館見学（15_17時）道の駅　懇親
会（18_20時）日高高原荘　8月29
日（日） 日高町周辺の巡検（9_15
時）・案内者　加藤孝幸・川村信
人・中川　充　
・募集人員　巡検参加者分は 35名
（日高町のバスを借りるため）．部分
参加も可
・集合解散　現地（公共交通手段：
JR占冠中央駅～日高町役場のバス）
・案内書　案内者の分担執筆で印刷さ
れたものを作る方向
・費用（交渉次第だが概算で） 懇親
会　3,000円　宿泊朝食弁当　5,000
円　巡検のみ1,000円（弁当持参・
案内書代等含み）
・99年夏に新しい小さな自然史系博
物館である「日高山脈館」がオープ
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ンするのに合わせて日高町周辺の巡
検を企画する．尚，案内者・日高町
側とは概要了承済み．

4） 教材づくり（担当：八幡）
・地質学会北海道支部，地団研，地教
連の合同作業
・プランニング～数年間のスケジュー
ルをつくる．

� 東北支部

矢内桂三支部長より文書により，次の報告
があった．
1998年度の東北支部会は，1998年12月5

日に岩手大学工学部において行われた．総会
では，事務局より「現在当番校を1年ごとの
交代で行っているが，これを2年交代とし，
少なくとも2年に1回は支部会を開催する」
との提案が行われた．これについてさらにア
ンケート調査等を行っていくこととした．ま
た，事務手続きの継続性を考慮し，来年度の
当番校を岩手大学とすることとした．
総会と相前後して，岩手ネットワークシス

テム「地盤と防災研究会」との共催で，火
山・地震学術シンポジウム「岩手山の火山活
動と防災」を開催した．シンポジウムでは
「岩手山の火山形成史（土井宣夫）」，「1998
年9月3日岩手県内陸北部の地震に伴う地震
断層について（越谷　信・篠崎徳美）」，岩手
山の火山活動の現状（浜口博之）」の発表に
続いて，地元関連企業による各種火山観測結
果の報告，岩手山火山防災マップの説明が行
われ，活発な質疑応答・議論があった．
� 関東支部

青木　滋支部長より文書により，次の報告
があった．
1998年度の行事は次の通りであった．
1． 1998年関東支部総会，講演会：5月19
日，北区王子北とぴあ，参加者約100名．
�放射性廃棄物と地球科学（土井和己），
�廃棄物と地盤（清水惠助），�長野県
における地すべりと地下水（川上　浩）
2． 第6回大磯火山灰巡検：6月5日，大
磯丘陵（案内者：町田　洋・山崎晴雄），
参加者36名．
3． 第10回地質汚染研修会：11月4日～7
日，千葉県君津市，サンピア君津，参加
者34名．
4． 町民公開講座：12月5日，茨城大学，
茨城県潮来町と共催，参加者50名．�
利根川の東遷と下流域の環境問題（楡井
久），�ソコミジンコが語る湖の環境
（菊池義昭）．
5． 第4回シーケンス層序学研究会巡検：
12月5日～6日，潮来町付近（案内者：
安藤寿男），参加者13名．

� 関西支部

井本伸広支部長より次の報告が提出され
た．
1999年3月21日（日）13 : 00から京都教育
大学に於いて関西支部例会が開かれた．当日
はあいにくの雨模様で，冷え込みが厳しいな
か11件の報告があり，熱心な討議が行われ

た．参加者23名．プログラムは次の通りで
ある．
1． 中川要之助（同志社大・理工学研究
所）・柴山元彦（大阪教育大・附属高）：
大阪平野北西部における豊中_柏原断層
の放射能探査
2． 平野昌繁（大阪市大・文）：現地応力
測定値と弾性波速度にもとづくポアソン
数と直下型地震
3． 西村　進（京都自然史研究所）：沖の
白石はどうして琵琶湖のなかにそびえて
いるか―近畿のテクトニクス―
4． 志岐常正：“フリーズ”と“堆積フリ
ーズ”
5． 徳岡隆夫・三瓶良和（島根大・総合理
工）・西村清和（地質調査所・海洋地
質）・須崎　聰（千本電機（株））・松田滋
夫（クローバテック（株））・久保田俊輔
（（株）ワイ・オー・システム）・鈴木重教
（（株）鶴見精機）・上野博芳（北陸先端技
術大学　院大・情報科学）：河口域の塩
水楔―観測システムの開発―
6． 西村一平・武蔵野　実（京都教育大・
教育）：烏丸ボーリングコアに見る泥質
堆積物の化学組成変化
7． 石賀裕明（島根大・総合理工）：蛇紋
岩の土壌化と元素組成の変化―兵庫県養
父郡関宮岩体の例―
8． 楠　利夫（同志社中）：日本のジュラ
紀新世砂岩組成の再検討
9． 三上禎二・井本伸広（京都教育大・教
育）・戸倉則正（向陽高校）：丹波帯チャ
ートの石英結晶度・粒度及びコノドント
色指数の関連について

10． 柏木健司（大阪市大・理）：三重県西
部の秩父帯から産したジュラ紀新世～白
亜紀最初期放散虫化石

11． 桑原希世子・八尾　昭（大阪市大・
理）：放散虫化石群集の出現・絶滅パタ
ーンの解析―ペルム紀新世及びジュラ紀
古・中世群集を例として―

� 西日本支部

西日本支部事務局（沢井幹事）より次の報
告が提出された．
1999年2月21日に倉敷芸術科学大学（加

計国際学術交流センター）において1998年
度総会を開催，98年度事業・決算の報告と
承認，99年度事業計画と予算案の承認，役
員（幹事・企画委員），新名誉会員の承認等
を行った．主な事項は次の通りである．
・第137回例会を関西支部と合同で，1998
年 11月 21日に愛媛大学理学部で開催
（参加者69名）．
・98年度総会及び第138回例会を倉敷芸術
科学大学で開催（講演数27件，参加者
85名）．
・会報第112号（97年度総会及び第136回
例会記事）及び第113号（第137回例会
記事）を発行．
・98年度決算：支出額1,989,874円（次年
度繰り越し1,314,495円を含む）．

・99年度行事予定：第139回例会―99年6
月20日に佐賀大学で，99年度総会及び
第140回例会―2000年2月に山口大学で
開催．

・99年度予算：支出額1,968,495円（次年
度繰り越し1,258,495円を含む）．
・99年度役員：支部長―大塚裕之，幹事
―西村祐二郎ほか，計4名，企画委員―
今岡照喜ほか，計10名．

・新名誉会員：早坂祥三，松本A夫，山本
博達．
なお，1998年度総会及び第138回例会には

会員52名，非会員33名の，計85名の参加が
あり，例会では27件の口頭発表が行われた．
8． 外部関連委員会報告
� 学校科目「地学」関連学会協議会

水野篤行委員より，次の報告があった．
第17回協議会が3月15日18 : 00～20 : 00

に筑波大学学校教育部において開催され，中
学及び高校理科（地学を中心）の現行学習指
導要領と新学習指導要領案の紹介，討議が行
われた．高校に関しては，紹介者から各学会
ごとに「高校レベルで教えたい」という内容
（ミニマムエッセンシャル）をまとめてはど
うか，との提案があった．次回は，6月15日，
あるいはその前後の予定．協議会の今後の活
動方向を中心とすることとなった．
� 自然史学会連合

斎藤靖二委員より今回はとくに報告するこ
とはないとの報告があった．
� 地球惑星関連学会連絡会

在田一則委員より合同大会LOC99事務局
会場係からの連絡として，文書により次の報
告があった．
合同学会99における集会申し込みは2月末

現在で，45件あった．現在調整中で，近く，
各集会の責任者あて，集会の日時・場所など
を連絡する．集会申し込みは2月末締めきり
となっていたが，可能な限りまだ受け付ける．
予稿集CD_ROM作製の原稿締めきりについ
て12日までに申し込まれた分については，
集会名や日時をCD_ROMに入れることがで
きる．追加の集会申し込みがあれば，至急
arita@cosmos.sci.hokudai.ac.jpまで連絡いた
だきたい．なお，CD_ROMには入らないが，
集会申し込みは4月末まで受け付ける．ただ
し，部屋の確保は難しくなる．
� 地球環境科学関連学会協議会（報告なし）
� 21世紀の地学教育を考える大阪フォー
ラム

八尾準備委員会実行委員より，配布資料に
基づいて，標記について次の報告があった．
1．「プレ大阪フォーラム」報告

1999年1月23日（土），大阪教育大学
付属高校にて，日本地質学会をはじめと
して20数団体・機関の後援を受け，百
数十名の参加を得て，開催された．基調
講演（中川），記念講演（丸山，山極），
地学教育に関する新しい動き（3件の話
題提供），総合討論が行われた．（要旨参
照）
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2． 実行委員会報告
実行委員会が3回（1月23日，2月27

日，3月21日）開かれ，次の項目に関し
て検討が進められている．
� 任務分担　大会会長：竹内　均氏
実行委員長：中川康一　　副実行委員
長：数名　庶務，記録，財政，広報・
宣伝，情報．インターネット，渉外，
電子討論・コーディネーター，提言起
草の各部を設ける．
� 本フォーラム　日時・会場：2000
年 7月 29日（土），メルパルク大阪
（郵便貯金会館）：記念講演，分科会，
市民向けイベント（博物館），高校生
向けイベント（学校），提言発表
� 規約の作成
� 財政確立に向けて

1999年11月科研費（研究成果公開
発表（B））の申請を予定．
� 今後の日程について

議　題

1． 1998年度決算案と 1999年度予算案（修
正）について

佐々木和彦会計委員長より，配布資料に基
づいて標記について次の提案があり，審議の
上，挙手多数ににより原案通り承認した．
1998年度決算（案）に基づき，第3回定例

評議員会において承認された1999年度予算
案（暫定）に修正を加えた．
収入：100,100,000円（内，前期繰越金
16,392,976円）

支出：100,100,000円（内，次年度事業準
備金13,390,000円）

収入には丸石ビルの敷金解約収入
4,636,000円，事務所移転準備金の取り崩し
収入703,800円，支出には事務所移転費（井
桁ビルの保証金，丸石ビルの現状回復工事費，
仲介手数料，引っ越しに伴うその他諸経費，
新事務所整備・充実のための諸経費が含まれ
ている．収入・支出とも，その他については，
基本的には1998年度の実績に基づいて算定
した．
なお，原案について質疑応答があったほか，
次年度会費収入の会計上の取り扱い方，一般
会計と特別会計（収益事業に関する）の分離
の必要性，在庫の地質学論集の割引セールを
行うことなどについて，意見が出され，執行
委員会で検討を進めていくこととした．
2． 財政改善計画について

上砂正一財政問題検討委員会委員長より，
同委員会の次の答申が提出され，配付資料に
基づいて説明された．

1998年度財政問題検討委員会答申
1999年3月25日

財政問題検討委員会
委員長　上砂正一

本委員会は，1997年度の財政問題検討委
員会の答申を基礎として，本学会にとって大
きな課題である，危機的状況にある財政を抜

本的に立て直し，安定化を計るための今後の
方策を具体的に検討してきた．その間，1998
年10月の臨時評議員会ならびに同年12月の
第3回定例評議員会における中間報告に対す
る討論内容やアンケートを通じて得られた会
員の意見を参考としてさらに検討を加えてき
た．その結果得られた最終的結論をここに答
申する．
【答申】
今後の本学会の財政・運営の安定化，財政

改善を計るためには，下記の措置が是非必要
である．
� 今後，下記の財政の基本原則のもとに学
会活動を行う．
1） 会費使用の原則：会費は学会の基本的
活動のために使用する．
2） 独立採算性の原則：一部の会員にメリ
ットのある活動は独立採算性とする
（例：年会，討論会，支部活動，専門部
会，研究委員会の活動等）．

3） 受益者負担の原則：特定の会員が利益
を受ける場合には費用の一部を負担する
（例：論文発表，ニュース原稿の一部の
著者・団体等）．

4） 事業の推進強化：収益を図るために，
普及書の出版活動，研修，依頼鑑定・分
析等，可能なところから事業を検討・推
進していく．

� 上記を前提として，2000年度からの会
費の値上げを実施する．すなわち，正会員
の会費（現行1万円）を1万2千円に値上
げし，院生・学生会員の会費は据え置きと
する．
上記答申について活発な質疑・討論があ

った．主な意見は，�と�を切り離し，�
は検討方向として考えてはどうか；会費の
みでまかなうことは不可能で，総合的に経
営の問題として考える必要がある；論集の
出版計画について根本的に検討する必要が
ある；�の具体的な内容．金額の設定等に
ついて検討していくことが必要である等で
あった．審議の上，�と�は切り離せない
ものとして，また�については中味を検討
するとともにさしあたり実行できるところ
から実行に移す手順を考えることとして，
採決の結果，答申を挙手多数で承認した．
なお，詳細内容についてはニュース誌に別
途掲載の予定である．
3． 組織運営改善の検討について
徳岡隆夫組織運営検討委員会委員長より配

付資料に基づいて，同委員会の検討の経過の
説明に引き続いて委員会の最終答申が説明さ
れた．その概要は次の通りである．詳細につ
いては本評議員会での討議結果を含めて別途
ニュース誌で紹介される．
委員会はこれまで小松委員会が積み残した

課題を中心に検討を行ってきた．それらは，
�地質学雑誌の編集体制，�支部のあり方，
�研究委員会のあり方，�総会開催の時期，
�会長・副会長の被選挙権者，�会長・副会
長の評議員会での位置付け，などである．こ

れらについては，12月評議員会へ中間報告
を行い，審議を受けた．またそれをふまえて
委員長報告として委員会の考え方をニュース
誌2, 2で述べた．最終答申では，上記の主要
課題とともに，組織運営全般について検討し
た結果を，現行規則と対置して示した．主要
検討課題についてはさまざまな意見が出され
たもので，本評議員会において意見の集約が
可能となる部分についても，具体的な規則案
としての検討は次年度に組織される委員会に
委ね，総会での審議に至るまでになお1年間
の検討を続け，その間に会員の意見を広く聴
取する予定である．
以下の項目については，提案（具体的な提

案），具体化課題（委員会の示す方向性を審
議し，次期の委員会で具体化する課題），検
討課題（今後検討すべき課題）に分けて提案
された．
［会則関係事項］ ・第8条「会長・副会長の
被選挙権者について」，「会長・副会長の評
議員会での位置付け」，「事業部会」 ・第
9条関係「評議員」，「執行委員会」

［運営細則関係］ ・第1条「総会」・第3条
「事業部会」，「地質学雑誌の編集体制」
・第4条 「研究委員会」 ・第6条「支部
および地方部会」 ・第7条「会誌その他
の刊行物」 ・第 8 条「年会，例会な
ど」 ・第10条「会費および会計」

［役員選挙細則関係］ ・第2条（役員選挙の
時期，評議員の地方枠）
委員会は最終答申をもって解散するが，あ

らためて新しく委員会を組織して今後さらに
組織運営全般についての検討を要し，またと
くに会則・細則の具体的な改定案の作成が必
要である．
以上の最終答申について質疑・討論が活発

に行われた．そのなかで，総務委員会につい
ては，「組織図上では下位に位置付けられて
いるが，これまでの説明によれば，大きな権
限をもつものではないか」という意見があっ
た．総務委員会は機能的に切り離せない庶
務・会員・会計関係を扱うものであり，その
位置付けについては，執行委員会の構成要素
の一つである運営財政部会（評議員が部会
長・副部会長となる）に属し，執行委員会と
の関係に関する基本的責任体制は現行と変わ
らないことが説明された．そのほか，とくに
討論が集中した問題は，「会長・副会長の被
選挙権者に院生を含める問題」，「会長・副会
長の評議員会での活動の内容」，「評議員の地
方枠，あるいは地方担当の評議員を設けるこ
と」，「総会を秋に開催する方向での検討」で
あった．また，現行の会　　則に含まれてい
るものの一部は会則にはそぐわず，細則にま
わすべきであるとの意見が出された．討論の
結果，最終答申の内容の一部を「提案」から
「具体的課題」あるいは「検討課題」に修正
した上，答申全体を挙手多数で承認した（詳
細についてはニュース誌に別途掲載予定の記
事参照）．また，今後は新たに設置される会
則細則等改正委員会の下でさらに検討が行わ
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れることとなった．
4． 会則・運営細則等の検討について
天野一男会則・運営細則等検討委員会委員
長より次の同委員会の答申が提出され，説明
された．
［会則・運営細則等検討委員会答申］
1999年3月25日
本委員会の任務は，すでに改革が決定した

事項について会則細則の条文を具体的に検討
することであった．組織運営検討委員会と連
携を取りつつ全会則細則の条文について検討
を行った．以下にその結果を答申する．
� 会則は他学会の会則と比較しても，条
文・内容が多すぎる．かなりの部分を細
則に回して全体を整理することが必要で
ある．
� 整理にあたっての基本的考え：
1） 原則として，会則は総会決議が必要
な事項に限る．

2） 原則として，細則は評議員会の決議
が必要な事項等とする．

� 支部規約・専門部会規則と会則・細則
との関係を明確にし，日本地質学会の規
則の体系付けが必要である．
� 条文についての具体的な検討結果は，
組織運営検討委員会と共同で作成した資
料（別添）に示す．
� 新年度に会則細則等改正委員会の設置
を提案する．

会則・運営細則等検討委員会
委員長：天野一男
委員：徳橋秀一・佐々木和彦

併せて，組織運営委員会と共同で作成した
会則・運営細則・選挙細則の改正規定（素案）
と現行規定の対照表，とくに改正を要する条
項が説明された．答申について審議の上，新
年度の会則細則等改正委員会の委員を現在の
組織運営検討委員会・会則・運営細則等検討
委員会の委員に新委員を加えて構成させるこ
とを含めて，挙手多数で答申を承認した．
5． 第106年（1999年）総会議事について
足立勝治執行委員長より，標記について第
3回定例評議員会で承認されたとおりの議事
としたいとの提案があり，異議なくこれを承
認した．
6． 地質学論集の新規刊行計画について
久保和也第二庶務委員長より，次の2件の

地質学論集の新規刊行計画の提案があった．
なお，執行委員会において，販売見込み，販
売部数，表題等についてさらに検討を要する
との付帯条件が付けられたとの紹介があり，
質疑応答，討論の上，2件の刊行計画をそれ
らの条件付きで承認した．
高木秀雄・武田賢治（編）：古領家帯の構
成要素と改変過程
18論文，211p．，日本地質学会第105年
討論会，第105年松本大会で2回にわた
って行われたシンポジムの発表を基礎と
して，とくに古領家帯の論文を主として
選択したもの．日本列島の地体構造論を
改めて見直す意味で重要な役割を演ず

る．原稿締め切り5月31日．800部印刷
希望，消費税込み911,400円の見積もり．
本計画に対しては，外部査読を徹底し

て欲しい，出版助成金の申請をして欲し
い，販売促進に関して具体的にどう進め
るか検討して欲しい，等の要望が出され
た．

公文富士夫ほか（編）：砕屑岩組成が語る
もの（仮題）
27論文，250p.，地質学論集38号以降の
総合研究を含めた研究成果を総括，砂岩
研究の諸分野をカバーし，21世紀にお
ける研究の展望を拓く内容とする．4月
末原稿締め切り，8月末に編集完了，秋
の臨時評議員会（開催されれば）に最終
刊行計画提案．2000年1月発行．700部
印刷で，162.8万円（消費税込み）の見
積もり．

7． その他

� 投稿臨時規定の一部改正について
鳥海光弘編集委員長より，口絵の投稿

原稿に関して投稿臨時規定の1の中に新
たに次のようにeを加えたいとの提案が
あり，挙手多数でこれを承認した．
e． 口絵は，図と写真を合わせて5点以
内とし，その説明文（キャプション）
はそれぞれ150字以内，全体の説明文
は400字以内とする．また，文献は1
つ以内とする．

� 1998年度研究奨励金の追加授賞につ
いて
小泉　格評議員会議長より，標記につ

いて次の論文を授賞対象として加えたい
と提案され，八尾　昭各賞選考委員会委
員長の補足説明があり，討論の上，挙手
多数でこれを承認した．なお，授賞につ
いては，今回の総会には間に合わないの
で，しかるべき早い時期に何らかの形で
授賞を行うこととした．[辻森　樹「中
国山地中央部，大佐山蛇紋岩メランジュ
の地質：大江山オフィオライトの下に発
達した320Ma青色片岩を含む蛇紋岩メ
ランジュ」地質学雑誌，1998，104巻，
4号，213_231]

［備考］ 今後の評議員会の日程について
1999年度第1回定例評議員会：
1999年3月26日（金）12 : 00（総会終了
後）～13 : 00 早稲田大学国際会議場
1999年度第2回定例評議員会：
1999年6月26日（土）12 : 30～18 : 00
北とぴあ　902号室
――――――――――――――――

1999年度第1回定例評議
員会議事抄録

1999年4月19日
日本地質学会評議員会議長　　小泉　格

日　時：1998年3月26日（金）12 : 20（総会
終了後）～13 : 20

場　所：早稲田大学国際会議場301会議室
出席者：小松正幸会長，坂　幸恭・徳岡隆夫

副会長，小泉　格評議員会議長　足
立勝治，足立久男，阿部国広，会田
信行（代　佐瀬），赤羽貞幸，赤羽
久忠，秋葉文雄，天野一男，在田一
則（代　小出），磯u行雄（代　板
谷），板谷徹丸，上砂正一，永広昌
之，大友幸子，菊地隆男，久保和也，
公文富士夫，熊井久雄，小出良幸，
小林和宏，佐々木和彦，佐瀬和義，
酒井治孝，柴　正博，柴崎直明，周
藤賢治，田結庄良昭，田崎和江，高
橋正樹，高安克己，滝田良基（代
足立勝），巽　好幸（代　丸山），立
石雅昭，徳橋秀一，鳥海光弘，那須
孝悌，新妻信明，楡井　久，野村
哲（代　赤羽貞），別所孝範（代
徳橋），真砂英樹，マーテイン・ア
ンドリュー，松本俊幸，丸山茂徳，
矢野孝雄，湯浅真人，吉川周作，吉
田武義，渡部芳夫（代　久保） 各
評議員　水野篤行（事務局）

議　題

1． 評議員会議長の選出
評議員の互選の結果，評議員会議長として

小泉　格君を選出した．
同議長より，評議員会を円滑に進める上に

協力をお願いしたいとの挨拶があった．
2． 執行委員の選出
� 執行委員の選出にあたり，東京都，千
葉県，神奈川県，静岡県，愛知県，埼玉
県，茨城県，群馬県，新潟県，長野県
（松本市）在住の評議員を候補者とする
こととし，互選の結果，執行委員として
次の諸君を選出した．
足立勝治（執行委員長），天野一男

（第一庶務），湯浅真人（第二庶務），
佐々木和彦（会計），滝田良基（会員），
鳥海光弘（編集），渡部芳夫（編集），公
文富士夫（行事），磯u行雄（国際交流）
なお，（ ）中の執行委員の役割分担

は，評議員会直後に開催した第1回執行
委員会で決定したものである．

3． 各賞問題の検討について
各賞問題についてさらに検討を要するの

で，本年度各賞問題検討委員会の委員構成に
ついて，6月の第2回定例評議員会までに会
長・副会長・評議員会議長・執行委員長が協
議して原案を作成することとした．



［備考］ 第2回定例評議員会の日時について
前年度評議員会において，1998年度第2回

定例評議員会を次のように開催することが決
定されていまる．
1998年6月26日（土）12 : 30～18 : 00 北
とぴあ　902会議室
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�第1回地球環境フォーラム“環境地質学からみた地球環境の諸問題”―地球環境研究100年の系譜―（30ページ，B5判，定価
1,000円，送料190円）

�第2回地球環境フォーラム“地域から地球環境問題を考える”（46ページ，B5判，定価1,000円，送料270円）
�第2回環境地質学シンポジウム講演論文集（336ページ，B5判，定価2,000円，送料380円）
�第3回環境地質学シンポジウム講演論文集（432ページ，B5判，定価2,000円，送料380円）
�第4回環境地質学シンポジウム講演論文集（392ページ，B5判，定価2,000円，送料380円）
�第5回環境地質学シンポジウム論文集（446ページ，B5判，定価3,000円，送料380円）
�第6回環境地質学シンポジウム論文集（422ページ，B5判，定価3,000円，送料380円）
�第7回環境地質学シンポジウム論文集（432ページ，B5判，定価3,500円，送料380円）
�第8回環境地質学シンポジウム論文集（368ページ，B5判，定価4,000円，送料380円）
�佐藤傅蔵著“地文学”完全復刻版（185＋4ページ，B5判，定価1,000円，送料400円）
�東京ガス田上の地質環境と地下開発―地下開発におけるガス問題をいかに克服するか―（70ページ，B5判，定価1,000円，送料
240円）

�誰がだすべきか？「地質汚染調査・対策費」を　その1 有機塩素系化合物地質汚染を例として（129ページ，＋付録38，B5判，
定価1,000円，送料310円）

�シンポジウム“地質汚染（その2）”（97ページ，B5判，定価1,000円，送料240円）
�シンポジウム“地質汚染―水質汚濁防止法の改正を実効あるものに―”（59ページ，B5判，定価1,000円，送料240円）
�シンポジウム“地質汚染―残土処理と地質環境”（91ページ，B5判，定価1,000円，送料240円）
�シンポジウム“地質汚染―地球環境の持続的開発と廃棄物最終処分場の閉鎖条件について”（46ページ，B5判，定価1,000円，
送料200円）

�国際シンポジウム“環境保全と鉱物資源の活用”（84ページ，A4判，定価2,000円，送料390円）

環境地質研究委員会：書籍，論文集（郵便振替　00130_5_701805 日本地質学会環境地質研究委員会）
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